








































星刻の竜騎士ドラグナーVI








瑞智士記





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次









プロローグ

第一話　レベッカ・ランドールの帰還

第二話　音速の貴公子

第三話　アーニャの帰還

第四話　シェブロン王家の〝鉄の掟〟

第五話　オスカーの深謀遠慮

第六話　アンサリヴァンの五百年祭

エピローグ














　アルク＝ストラーダ大陸。

　空から見下ろすと、

　まるで竜が翼を広げたような形をしたこの大陸では、

　五つの勢力が均衡を保っている。





　Ⅰ　竜の翼　　エスパーダ聖庁

　Ⅱ　竜の胴体　シェブロン王国

　Ⅲ　竜の顎門あぎと　ゼファロス帝国

　Ⅳ　竜の尾　　ラブロック商工都市連合






　そして──





　Ⅴ　竜の心臓　ロートレアモン騎士国








プロローグ









　人目を避けるように、フォンティーン城の裏門前に到着したのは、地竜アーシアが引く四輪車──ロートレアモン騎士国の名物ともいえる竜車だった。

「さっさと乗らんか！　いいか？　アンサリヴァンに到着するまでは、騎竜部隊による監視がつく。妙な気は起こさんことだな」

　兵士のひとりが、厳しい口調でアーニャを急せかす。一刻も早く、この小娘を厄介払いしてしまいたい……そんな意思がひしひしと伝わってきた。

　相手は騎士国の、たかが一兵卒である。

　普段のアーニャなら、戦闘用の鞭むちを振るっていただろう。

　既に手て枷かせも外されている。兵士の数は四人だが、変幻自在の鞭を得意とするアーニャにとっては、木で偶くの坊ぼうに等しかった。

「……わかっているわ」

　アーニャはなんとか自制した。

　少なくとも、今のアーニャに反発するような権利はないのだから。

　テロリストとして逮捕されたアーニャは、本来ならば、苛か酷こくな拷問を受け、知っている情報を洗いざらい吐かされた挙げ句、処刑台に送られるはずだった。

　騎士道精神を重んじるロートレアモン騎士国の法律はかなり整備されているが、テロリストに対する扱いに限っては、周辺諸国と似たようなものだ。

　冷たい牢ろう獄ごくで目覚めたとき、アーニャは自決を覚悟した。

　だが、最初に牢獄を訪れた男の顔を見た瞬間、アーニャの決意は揺らいだ。

　その男は、アーニャが忠誠を誓っていたミルガウスと同じ容か貌おで、

　──ジュリアス・ロートレアモン

　と名のった。




　その後、アーニャの境遇は一転した。

　まず最初に、あの地ち下か牢ろうから解放され、城内の客室に移送された。

　監視役に任命されたのは、〈断罪のアヴドーチャ〉だった。アーニャを捕らえた張本人である。よほど腕に自信があるのか、アヴドーチャはアーニャの手枷をあっさり外した。

　いや、アヴドーチャの態度は、監視役というよりは世話係に近かったような気がする。どうしてそんなに優しくしてくれるのか、訊きくことはできなかったが。

　その後、あの〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉ことヴェロニカ・ロートレアモンが司法取引を持ちかけてきたことで、アーニャは処刑台を免れた。

　予想以上に穏やかな尋問期間は、二ヵ月ほど続いた。城内での穏やかな生活は、山岳地方で生まれたアーニャにとっては、夢のようなひとときだった。尋問のほうはオマケで、アヴドーチャとの交流のほうが、よほど印象に残っているほどだ。

　最終的に、学生食堂〈ラ・テーヌ〉の店長が身元引受人として名のりをあげたことで、アーニャの身の振り方は決まった。

　実際問題、不自然なほどあっさり釈放されたアーニャが故郷に帰ったところで、信用してもらえる可能性は低い。誰だれもが司法取引を疑うのは当然だし、もしかしたら、アーニャを騎士国の息がかかったスパイだと疑う可能性もある。

　ならば、いっそ故郷とは縁を切り、店長のもとで第二の人生を歩んだほうがいいのではないか──そういってアーニャを説得したのは、やはりアヴドーチャだった。

　故郷に未練は残っているが、アヴドーチャの真しん摯しな眼差しと、店長の笑顔が決定打となった。

「アヴドーチャさんのこと、もっと知りたかったな」

　アーニャはぼそりとつぶやくと、竜車に向けて一歩を踏みだした。

「──アーニャ、忘れ物だ」

　そのとき、背後から懐かしい声が聞こえた。

　反射的に振り返ると、すらりとした青年が立っている。

　銀色に赤い房が交じる髪と、目元を覆おおい隠す仮面。

「ミルガウス様っ……じゃなくて、ジュリア──ふがっ！」

　無造作に口をふさがれて、アーニャは目を白黒させた。

「……城こ内こでは、その名前はタブーなんだ。わかるね？」

　ジュリアスが耳もとでささやく。

　アーニャがこくこくとうなずくと、ジュリアスはようやく手を離してくれた。

「あの……あたしなんかのために、わざわざ見送りを……？」

「アヴドーチャから、これを君に渡して欲しいと頼まれたのさ。今、城内でいちばん暇な者といったら、僕と騎士王オズワルドくらいだから」

　ジュリアスは人懐っこそうな笑みを浮かべると、アーニャの胸もとに紙袋を差しだした。ミルガウス時代には、決して見られなかった笑顔である。

「開けてもいいですか？」

「もちろんだ」

　アーニャはおずおずと、紙袋の中身を取りだした。

「これは……！」

　思わず息を吞のんだ。黄色と赤のボーダー地──それは、アーニャが生まれた頃ころからずっと身に着けていたマフラーだった。

「君の故郷に由来する、大切な物なんだろう？」

　涙があふれそうになった。柔らかな生地に顔をうずめてしまう。

「ですが、本当に受け取ってもいいのでしょうか？　あたしはもう、故郷とは……」

「だからこそ、だよ。一度は家族も故郷も捨てて、帝国に渡った僕だけど……何の因果か、またこうして戻ってきた。故郷はね、そうそう簡単に捨てられるものじゃない」

「ありがとうございます」

　アーニャは慈いつくしむように、マフラーを首に巻いた。無理に故郷を忘れる必要はないのだと思うと、少しだけ心が軽くなった気がした。

　ふと、ずっと訊ききそびれていた疑問が、アーニャの脳裏をよぎった。この機会を逃したら、当分は会えない気がしたので、思い切って口を開く。

「えっと、ひとつだけ訊いてもいいですか？」

「なんだい？」

「私が尊敬していたミルガウス様は、もうあなたの中にはいないのですか？」

「ああ、そうだ。彼──モルドレッドは、僕の中から出ていったよ。幽体となって、今も世界のどこかをさまよっているのだろう」

「私には、まだ信じられません。ミルガウス様が邪悪なドラゴンだったなんて……」

「僕にいわせれば、モルドレッドが君を〝右腕〟として扱ったことのほうが、よっぽど意外だったけどね」

「どういうことです？」

「あいつは、冥めい竜りゆう王おうとしての破壊衝動を常に抱えていた。ところが、不思議と君にだけは優しかった。モルドレッドは決して、君をただの手て駒ごまとしては見ていなかったよ。恐らくは……民族紛争のせいで孤児となった君の境遇に、飼い主に裏切られた自分の姿を重ねていたんだと思う」

　仮面ごしに、ジュリアスは遠い目をした。

「だからこそ、モルドレッドは君をタンタロスの族長に据えた。モルドレッドはヴァン＝デン・ハル辺境伯をはじめ、多くの者を欺き、自分のために利用してきたけれど、君にだけは一目置いていた。最後には、あんなことになってしまったけどね」

「ありがとうございます。逮捕されたあたしの前に、あなたが初めて姿を現したとき……混乱しました。でも、おかげですっきりしました。あたしが忠誠を誓っていたのは、今ここにいるあなたではなくて、ミルガウス様なのだと……確信できました」

「あいつの元飼い主として、礼をいわせてもらうよ。君のおかげで、あいつは孤独にならずにすんだのだから」

「──おい、なにをモタモタしている！　さっさと乗らんか！」

　兵士が怒鳴ったことで、ジュリアスは口をつぐんだ。

「時間ですね。いろいろと、お世話になりました」

「礼なら僕じゃなくて、アッシュ君にいうべきだね」

　そういって、ジュリアスは屈託のない笑みを見せた。

「あの……あなたは、これからどうされるおつもりなんですか？」

　アーニャのさらなる問いに、ミルガウスは苦笑を浮かべた。

「質問がふたつになったね」

「す、すみません」

　アーニャはかすかに頰ほおを染め、うつむいた。

「そうだな……このまま城に留とどまっているわけにもいかないし、そろそろ旅にでようかと思っている。ヴェロニカには、騎き竜りゆう学がく院いんの講師を奨すすめられたけどね。正体が露見しないよう、その鬱うつ陶とうしいツラの皮を焼いてやるぞ──ともいわれたが」

「ふふっ。なんだか、目に浮かぶようです」

　尋問の際、ヴェロニカとは何度も顔を合わせたので、アーニャも〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉の性格なら理解していた。

　お互いに笑みを交わしあったあと、アーニャはジュリアスの顔を見つめた。

「お元気で」

「ああ。君も達者でな」

　アーニャはぺこりとお辞儀をすると、駆けだした。

　竜車は勇ましい咆ほう哮こうを合図に、監視役の騎竜部隊ともども出発した。

　座席の震動を背中で感じながら、アーニャはつぶやいた。

「アヴドーチャさんは今いま頃ごろ、どうしてるのかな？」





　　　　◇






　まだ暑さを残してはいるが、風には幾分、秋の涼やかな気配が忍びこんでいる。

　そよ風に前髪を揺らしているのは、眉び目もく秀しゆう麗れい、つややかな黒髪を背中で束ねた、貴公子風の少年だった。

　その長身にまとっているのは騎竜学院の制服だが、まるで貴族が好む衣装さながら、細部には改良が施ほどこされている。

　学院都市アンサリヴァンを一望できる丘の頂上に、貴公子はのんびりと仰あお向むけに寝転んでいた。かたわらには聖竜マエストロが寝そべって、気持ちよさそうにひなたぼっこをしている。

　威風堂々とした聖竜マエストロだが、どこか不気味なドラゴンでもあった。

　黄玉トパーズ色の瞳ひとみに、羊のごとき巻き角。風になびくたてがみは、漆黒である。

　極めつけは、額の中央にはめこまれた黒水晶だった。まるで第三の目に見える。のどかな風景の中、その黒だけが、一幅の絵画に垂らされたインクのように浮いていた。

「おぉい、オスカー！」

　そのとき──メイド服を着た少女が、面倒臭そうに丘を登ってきた。一歩を踏みだすたびに、銀色に輝くポニーテールが左右に揺れる。

　メイド服には、黒の装飾がふんだんに施ほどこされている。一般的なメイド服の概念を打ち破るかのように、とにかく黒い。スカートの丈は短く、活発な印象を与える。

　もっとも、このメイドの最たる特徴といえば、黒の衣装でもなければ、銀髪のポニーテールでもなかった。

　その左目を、黒革製の眼帯で覆おおい隠しているのだ。そのせいで、メイドの美び貌ぼうは独特の凄すごみを感じさせる。

「ほらよ、お前が欲しがってた資料だ」

　とてもメイドとは思えない、乱暴な口ぶりだった。

「ご苦労、セレス」

　文書の束を受け取ると、オスカーと呼ばれた貴公子は目を通し始めた。

「……ほう。ザカライアスがエーコに興味を示しているだと？　どうやら、あれがアヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの末まつ裔えいであることに気づいたようだな」

「歳としは食ってもシェブロン王だからな。奴やつの情報網は侮れんぞ、オスカー？」

　セレスの言葉を黙殺すると、オスカーは別の文書に目を通す。

「ふふん、ユリエルも本格的に動きだしたようだな。最近では、ロートレアモン騎士王家の次女をたらしこんだそうじゃないか」

「本国では、その噂うわさで持ちきりだそうだ。ユリエルが恋人の存在を認めたのは初めてのことだしな。一部の貴族令嬢たちは、あのユリエルが売女ビツチにたぶらかされたと憤っているらしいが」

「ふふっ。なんといっても、相手は〈魔性の妖花デイアボリツク・ベラドンナ〉ことカサンドラ・ロートレアモンだからね。ロートレアモン家の四姉妹……粒ぞろいの宝石たちの中で唯一、彼女だけは異端だ。はっきりいって、あれは魔女だよ」

「とはいえ、あのユリエルのことだ。カサンドラに飼い慣らされるとは思えんし、ザカライアスにアヴァロンの娘を渡すつもりもないだろう」

「だけどね、セレス。僕はザカライアスにもユリエルにも、エーコを渡すつもりはないよ」

　オスカーは立ちあがると、飼い竜の毛並みに手を伸ばした。

「エーコが覚かく醒せいした今、世界は大きく揺れている。今後、世界がどうなるのかは……僕にだって予想もつかない」

　深刻な言葉とは対照的に、オスカーは不敵な笑みを浮かべた。

「だけど、僕にはトリスタンがいる。最高の相パ棒ルがね。たとえ父や兄を敵に回すことになっても、お前は僕についてきてくれるかい？」

　聖竜マエストロトリスタンは威勢良く、天を貫くような雄お叫たけびをあげた。

「セレス。お前もついてきてくれるか？」

　残念ながら、セレスのノリはトリスタンほど良くはなかった。

　ポニーテールを揺らすと、ぷいっと横を向いてしまったのだ。

「おいおい、それはないだろう……セレス」

　セレスはそっぽを向いたまま、不機嫌そうにつぶやいた。

「ま、落ちこぼれ同士。仲良くしてやらんこともないがな」

「それでいい」

　オスカーは苦笑すると、トリスタンにひらりと跳び乗った。

　トリスタンの巨体に合うような騎乗具は存在しない。必然的に、オスカーはトリスタンの頭部に直立騎乗することになる。

　トリスタンの額で、漆黒の水晶がぎらりと輝いた。

　透きとおる蒼そう天てんに向けて、オスカーは朗々と叫んだ。

「我が名はオスカー・ブレイスフォード──シェブロン王になる男だ！」





"Dawn of The New Chapter ～A.S.B.1365.9～" is closed.








第一話　レベッカ・ランドールの帰還









　──ここは遣けん竜りゆう工こう房ぼう。

　竜族が創作活動に専念するための、特殊な空間である。

　壁際には先祖たちが遺のこした様々な工芸品がずらりと並び、床は白と黒の市松模様で統一されている。

　天井には、竜りゆう綺き華か晶しようをちりばめたシャンデリアが煌こう々こうと輝いていた。

「あ痛いたっ！」

　そんな神々しい空間には不釣り合いな悲鳴が、わんわんと響きわたる。

　床の中央、苦く悶もんの表情を浮かべているのはエーコだった。

　その背後には、ひとふりの鞭むちを構えたナヴィーが、微苦笑を浮かべていた。

「精神集中、できてないわよ？」

　ピンク・シルバーの髪に紅玉ルビーの瞳ひとみ、雪白の肌……ナヴィーはエーコにそっくりの容姿をしているが、その顔や体型ははるかに大人びている。頭部の角にしても、エーコのほうはまん丸で、いかにも幼竜じみているのに対し、ナヴィーの角は鋭く尖とがっているのだ。

　なによりも、ナヴィーの乳房は量感たっぷりで、ことあるごとに見事な揺れを見せる。エーコのぺったんこな胸とは、すべてにおいて一線を画していた。

「精神集中なんて、できるはずないでしょ！」

　エーコは今、結けつ跏か趺ふ坐ざと呼ばれる、東方の修行僧の間に伝わる座り方をしている。ナヴィーによれば、精神集中のためにはこのポーズが最適らしい。

　エーコはふて腐れた顔をすると、さりげなく足を崩した。

　──ぴしり！

　ナヴィーが再び鞭むちを振るう。

「あうっ！」

　エーコの肩に激痛が走る。今のエーコは幽体なのだが、それでも痛みはしっかりと伝わってくるのだった。

「ちょっ……痛いでしょうが！」

「訓練のためよ。あなた、その腕輪を使いこなせるようになりたいんでしょ？」

「それは……そうだけど……」

　エーコはしょぼんとして、うつむいた。




　エーコがナヴィーと特訓を始めてから、かれこれ一ヵ月ほどが経った。

　毎日欠かすことなく、一日あたり三～五時間といったペースで訓練に励んでいる。マザー・ドラゴンから賜った〈アヴァロンの腕輪〉を使いこなせるようになるためだ。

　もう二度と、誰だれかに〝アヴァロンの娘〟としての力を悪用されるようなことがあってはならない──それがエーコの決意だった。

　現時点において、腕輪の効力は「手首に嵌はめている限り、竜化ドラグナイズせずにすむ」というだけである。だが訓練次第では、腕輪を変身の制御装置として利用できるという。

　今のエーコでは、まだ自分の意思で竜になることはできないが、腕輪を使いこなせるようになれば、意図的な竜化ドラグナイズ／人化ヒユーマナイズが可能になるのだと、ナヴィーは教えてくれた。

　一応、エーコもナヴィーには感謝している。

　ナヴィーの知識がなければ、一体どのような訓練をすればよいのか、エーコは途方に暮れていたはずだ。

　マザー・ドラゴンにしても、ナヴィーがエーコのそばについているからこそ、あえて訓練内容までは伝えなかったのだろう。

「あなた、〝あの夜〟のことをまだ怒っているの？」

　──あの夜。

　ナヴィーがその一言を口にした途端、エーコはぴくりと肩を震わせた。

「当然でしょ！　シルヴィアったら、あたしの目の前で……アッシュにあんなことを！」

「はぁ……何度も聞かされたせいで、こっちは耳にタコができそうだわ。要は、シルヴィア王女が彼に愛の告白をして、一方的にキスしたってことでしょ？」

「それが許せないのよ！」

「アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの皇女ともあろう者が、たかがキスのひとつで嫉しつ妬とに狂うなんて、見苦しいわよ？」

「嫉妬じゃないもん！　これは純粋な怒りよ！」

「嫉妬しているからこそ、怒りが湧わくんでしょう？」

「うぐっ……！」

　言葉を詰まらせたエーコを見て、ナヴィーは「ふぅ……」と溜ため息いきを漏らした。

「そんなあなたに、耳より情報を教えてあげるわ。賢けん竜りゆう魔ま法ほうアルビオンによって、竜族の生殖システムが強制的に変えられる以前の時代のことよ──」

「昔話なんて、興味ないわよ」

　エーコの文句を黙殺すると、ナヴィーは言葉を継いだ。

「竜族の間では、一いつ夫ぷ多た妻さい制が普通だったの」

　その意味を把握するなり、エーコはカッと全身を熱くした。

「それってつまり……」

「そう。竜族の牡オスはね、複数の牝メスと契りを結んでいたのよ」

「そんなの不潔だわ！」












「あら、お隣のシェブロン王国だって、王侯貴族の男たちは正妻のほかに、愛あい妾しようを何人も囲っているわ。現シェブロン王──ザカライアスⅢ世に至っては、百人単位の愛妾がいるのよ？」

「……で、あんたはなにがいいたいわけ？」

「あなたがアッシュの正妻を目指すなら、それもいいわ。でもね、他の女のことでいちいち目くじらをたてるのは──」

　ナヴィーは流れるような仕草で、腕を組んだ。さりげなく豊かな乳房を持ち上げて、強調している。そしてエーコの胸もとに一いち瞥べつをくれると、ふっ……と鼻先で笑った。

「その胸と同じくらい、女としての器が小さいんじゃないかしら？」

「むき！」

　幻想的な遣けん竜りゆう工こう房ぼうに、悔しまぎれの絶叫が響きわたった。





　　　　◇






　処女宮ヴアルゴの月も、いよいよ下旬に差しかかっている。

　二ヵ月に及ぶ夏休みだったが、残すはあと十日ほど。

　そろそろ帰省していた学院生が寮に戻ってくる時期でもあった。

　幽霊屋敷さながら、ひっそりと静まり返っていた学生寮も、月末には活気を取り戻すだろう。

　無事に壁の補修工事を終えた私室で、アッシュはのんびりと過ごしていた。

「のどかだなぁ……」

　窓から校庭の花壇を眺めつつ、しみじみとつぶやく。エーコが誕生して以来、ずっと波は瀾らん万ばん丈じようの日々が続いていただけに、平和な日常がいかに貴重なものかを痛感させられてしまうのだった。

「むっ！」

　もっとも、エーコは違った。遣竜工房での訓練を終えて、現実世界に戻ってきたと思ったら、急にぷりぷりと怒りだしたのである。またしても、〝あの夜〟のことを思いだしたのだろう。

「あぁもう！　やっぱり腹が立つわ！」

　エーコはベッドに横たわったまま、両足をバタバタさせている。華きや奢しやな素足の繊細なラインに、アッシュはドキリとした。

「なあ、エーコ。いい加減、怒るのはやめないか？」

「あたしだって、好きで怒ってるわけじゃないんだからねっ！」

　エーコは頰ほおを真っ赤に染めて、上体を起こした。握りしめた右みぎ拳こぶしをぷるぷると震わせている。

　その手首には、マザー・ドラゴンから賜った〈アヴァロンの腕輪〉を嵌はめているが、心なしか、色がくすんでいるように見えた。

「はぁ。エーコがそこまで根に持つタイプだったとはな」

　ついつい、アッシュはぽろりと愚痴をこぼしてしまった。

「なんかいった？」

　じろりと、エーコが鋭い一いち瞥べつを飛ばしてくる。なまじ美少女なだけに、怒ると凄せい絶ぜつな迫力を感じさせる。

　ましてやエーコは竜族なのである。その眼光の鋭さときたら、まさしくドラゴン並みだった。

「い、いや、なんでもないぞ？」

　アッシュは戦々恐々としながら、首をぶんぶんと横に振った。

　そして、エーコを不機嫌にさせた「あの夜」の出来事を、ぼんやりと思いだした。




　……先月のことだった。

　マザー・ドラゴンに謁見するため、アッシュ、エーコ、シルヴィアの三人は、アルビオン＝フォレスト修道院を訪れた。

　無事に謁見をすませ、エーコの竜化ドラグナイズを制御するための魔具〈アヴァロンの腕輪〉を賜った日の夜──なんと、シルヴィアがアッシュに愛の告白をした。

　そして、アッシュの唇を強引に奪った。

　およそシルヴィアらしくもない、突発的な行為だった。

　その翌日、修道院から騎き竜りゆう学がく院いんに帰る道中を思いだすと、アッシュは今でも胃痛を覚えてしまう。

　ランスロットの背の上で、エーコとシルヴィアがアッシュを挟み、始終、火花を散らしていたのだから……。




「──ちょっと、聞いてるの？」

　エーコの痛烈な声に耳じ朶だを打たれ、アッシュは我に返った。

「……ああ、聞いてるぞ」

　エーコはベッドから飛びおりると、アッシュのそばに歩みよった。そして、なにかを訴えかけるような目をした。

　紅玉ルビーのような瞳ひとみには、うっすらと涙を浮かべている。

　先ほどまでは怒り狂っていたのに、今ではこの表情である。

　アッシュは心臓を鷲わし摑づかみにされた気分になった。

　ふと気づけば、互いの肩先が触れ合っている。

　互いの吐息が届きそうなほど、顔と顔の距離が近い。

　エーコは感情を絞りだすように、切々と訴えた。

「あんたは……あんたは、あたしのモノなんだからね！　シルヴィアのことばかり考えてたら……変身して踏みつぶすわよ？」

　そういって、エーコは〈アヴァロンの腕輪〉に触れた。

　哀切の顔から一転して、今度は不吉な表情を浮かべている。

「いやいや、今のお前では、まだ無理だろ？」

「だったら試してみる？　この一ヵ月間、毎日訓練してたのよ？」

　もちろん、単なる脅しに決まっている。エーコの訓練は難航していて、まだ腕輪に意識を同調させるどころではない──つい先日、アッシュはナヴィーからそんな報告を受け取ったばかりなのだ。

　とはいえ、エーコの目は真剣そのもので、本気で腕輪を外すつもりらしい。

　だが、エーコの飼い主として、そんな勝手を許すわけにはいかない。

　アッシュは真顔になって、エーコをたしなめた。

「駄目だぞ、エーコ。マザー・ドラゴンの想いを裏切るつもりか？」

「そ、それは……」

　エーコは気勢を削がれたらしく、うつむいた。

　さすがに、今の言葉は効いたようだ。

「なあ、エーコ。お願いだから、ちゃんと聞いてくれ」

　アッシュは真顔になると、エーコの両肩をつかんだ。

　真っ正面からエーコの顔を見据える。途端、エーコはポッ……と頰ほおを染めた。その愛くるしさに、思わず調子を狂わされそうになるが、アッシュはかろうじて耐えた。

「姫様とのことは、俺おれもびっくりしているんだ。俺自身、まだ心の整理がついていないっていうか……とにかく、あのキスが不可抗力だったのは、お前だってわかるだろ？」

「そ、それは、そうだけど。だけど腹が立つのは仕方ないでしょ！　それとも、あんた……あのキスは不可抗力だったから、もう綺き麗れいさっぱり忘れたっていうの？　それなら百歩譲って、許してあげないこともないけど！」

　アッシュは言葉を詰まらせた。

　こういうとき、器用な男なら「とっくに忘れた」と、胸を張って断言できるのかもしれない。

　だが、アッシュにそんな器用さはない。元々、噓うそをつくのは苦手な性分なのだ。

　それ以前に、シルヴィアの熱い吐息や、柔らかな唇の感触、そして蜜みつのように甘い香りは、今なおアッシュの記憶にしっかりと刻みこまれているのだった。

　アッシュが口ごもっていたら、エーコはたちまち眉まゆを吊つり上あげた。

「ほら！　やっぱり忘れてないんじゃないの！」

「いや、だってさ……相手はあの姫様だぞ？　姫様が、俺おれを好きだって……そういったんだぞ？　そんな簡単に忘れられるはずないだろ？　むしろ忘れたりしたら、姫様に対して失礼っていうか」

「くっ……！」

　次の瞬間、エーコが急に唇を嚙かみ締しめると、ぽろぽろと涙をこぼし始めたので、アッシュは焦った。

「わわっ！　すまん、エーコ！」

　エーコの頭を撫なでようと、アッシュは手を伸ばす。

　だが、その手はあっさりと振り払われた。

「エーコ？」

　戸惑うアッシュの前で、エーコは両の拳こぶしを握りしめた。

「あたしだって……あのとき、あんたとキスしたかったのに！」

「えっ!?」

　思いもよらない告白だった。

　アッシュが驚きの声を漏らしたときにはもう、エーコはきびすを返し、ベッドに飛びこんでいる。ドラゴンのぬいぐるみを小こ脇わきに抱くと、頭からタオルケットをかぶった。そのまま、石のように動かなくなってしまう。

　──かつてはシルヴィアの持ち物だったぬいぐるみ。

　その事実が判明してからも、エーコは決して手放そうとはしない。むしろ、以前よりも躍起になって、我が子のように抱えこんでいる。シルヴィアに対する、せめてもの抵抗なのかもしれない。

「おい、エーコ……？」

　おそるおそる声をかけてみるが、返事はない。思い切って、タオルケットを半分ほどめくってみたが、なぜか嫌がる素振りも見せない。

「まさか……」

　まぶたを閉ざしたエーコの顔を見て、アッシュは悟った。

　エーコは眠っているわけではない。肉体から魂が抜けた状態なのである。いわば抜け殻なのだ。

「……また遣けん竜りゆう工こう房ぼうに行っちまったのか」

　アッシュは溜ため息いきを漏らすと、ベッドのふちに腰かけた。

「そういえば……」

　ふと、シルヴィアに告白される寸前の記憶が蘇よみがえる。

　シルヴィアの行為が衝撃的すぎて、すっかり忘れていたのだが──あの晩、シルヴィアが登場する直前のことだ。

　アッシュとエーコの間には、温かくて、心地良くて、そして甘い雰囲気が漂っていた気がする。

　あと一歩を踏みだせば、それこそキスに至るような……。

「なんてこった……」

　あの夜、エーコはアッシュとのキスを望んでいたのだ。ところが、シルヴィアが現れたことで、その機会は呆あつ気けなく失われた。そう考えると、アッシュが思っている以上に、エーコが抱えている怒りは根深いのかもしれない。

「……どうすれば仲直りできるんだ？」

「──要は、君とキスできなかったのが悔しいのだろう？　いっそのこと、強引に唇を奪ってやったらどうだ？　案外、あっさり解決するかもしれないぞ」

「いやいや、そんな単純な話じゃ……って、うわあああっ！」

　背後を振り返った途端、アッシュはベッドから転がり落ちた。

　あのレベッカ・ランドールが、窓枠に悠然と腰かけて、ウェーブのかかった赤毛をそよ風になびかせているのだ。

　煌こう々こうと輝く炎のような佇たたずまいは、まさしく〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉の二つ名にふさわしい。

　一体、いつからそこに座っていたのだろう……？

　窓の外には、レベッカの相パ棒ル──クー・フリンの巨きよ軀くがあった。学院最強と名高い聖竜マエストロながら、レベッカの前では借りてきた猫のように大人しい。

「ふふっ。久しぶりだな、アッシュ」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、レベッカはさりげなく膝ひざを組みかえた。そんな仕草は驚くほど扇情的で、アッシュは慌あわてて視線を逸そらしてしまう。

「それにしても、驚いたぞ。わたしが故郷でバカンスを満喫している間に、君とエーコとシルヴィアの関係がそこまで進展していたとは」

「ちょっ……どこまで知っているんです!?」

　アッシュはドキリとした。

「先日、コゼットさんから手紙をもらってな。君たちのことが面白おかしく記されていたのさ。君たちがアルビオン＝フォレスト修道院に赴いて、マザー・ドラゴンに謁見したことも書いてあった。ふふっ、まるで恋愛小説を読んでいるようだったな。なんなら、今ここで朗読しても構わないが？」

　レベッカは制服のポケットから、可愛らしい便せんを取りだした。

「全力でお断りします！」

「ああ、そういえば……君とシルヴィアは七歳のとき、〈オーファンの儀〉で出会っていたそうじゃないか。さすがのわたしもびっくりした。極めつけは、シルヴィアが君に愛の告白をして、接せつ吻ぷんした場面だな。シルヴィアとは思えない行動力だ」

「レベッカさん……お願いですから、それ以上は……」

　身み悶もだえするアッシュをいたぶるように、レベッカはさらに言葉を続ける。

「そうそう、君はエーコともキスを交わしたそうじゃないか──おや、どうしたんだ、アッシュ？」

「どうしたもこうしたもないです。レベッカさんのせいで、俺おれの体力も気力も、とっくにゼロですよ……」

　アッシュは床に両りよう手て両りよう膝ひざをついて、ずーん……と落ちこんでしまった。

「はは……すまない。君と久しぶりに会えたのが嬉うれしくて、ちょっと意地悪をしたくなったんだ」

　レベッカは苦笑すると、窓枠から腰をあげた。かつん、かつん……と、革靴の踵かかとを響かせながら、アッシュのもとに歩み寄ってくる。

　ふわり……と、清涼感のある香りに包まれたと思った瞬間、レベッカの身体が陽光を遮さえぎった。

　レベッカが落とした影に、アッシュは隠されていた。

「……！」

　アッシュは全身を硬直させた。

　視界に飛びこんできたのは、レベッカの豊かな胸もとだった。制服の生地を限界まで押し上げる、見るからに柔らかそうなふくらみ。

　まるで捨てられた子犬でも抱くように、レベッカはアッシュの頭を抱き寄せていた。レベッカの体温が、香りが、柔らかな乳房を通して伝わってくる。

　アッシュの意識は、もはや真っ白だった。

「どうだ？　少しは元気がでたか？」

　アッシュを正気に返らせたのは、慈母のように優しげな声音だった。

「は、はい……！」

　元気がでるというよりは、ただひたすらに驚いてしまったわけだが、あの〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉に抱き締められたという事実には感激した。

　もしかしたら、一生分の運を使い果たしてしまったのではないか……思わず、そんな心配が脳裏をよぎったほどだ。

　レベッカはアッシュを解放すると、涼しい顔で立ちあがった。

　そして、誰だれにともなく、ぼそりとつぶやいた。

「……で、今の場面も記録に残すのか──コゼットさん？」

「もちろんですわ。うふふふふ……」

　文字通り天井から降り注いだ声に、アッシュは度肝を抜かれた。

「なっ……！」

　慌あわてて頭上を仰ぎ見ると、満面に笑みをたたえたメイドが、天井にぴたりと張りついている。

　どれほどの鍛錬を積めば、そのような隠おん密みつ行動が可能になるのか……理解に苦しむところだった。

　天井から一部始終を見守っていたらしいコゼットは、悪びれる様子もなく、華麗に舞い降りた。

　すとん、と床に着地すると、優雅に一礼してみせる。

「今やアッシュ様は、姫様の花婿になられるかもしれないお方……不肖コゼット、姫様のためとあらば、たとえ火の中水の中──」

「いやいや、立派な不法侵入ですから！」

「大丈夫ですわ。見つからなければ、合法ですっ♪」

　人差し指をぴんと立て、コゼットは片目をつぶってみせた。コゼットにしてはお茶ちや目めな仕草で、心を奪われそうになったが、ここで負けるわけにはいかない。

「可愛くいっても駄目です！」

「あらあら、残念ですわ。アッシュ様は、可愛いのよりも、エッチなほうがお好みだったのかしら？」

　濡ぬれた唇から、ほう……と甘い溜ため息いきを漏らすコゼット。先ほどとは打って変わって、大人っぽい表情を浮かべている。

「なっ、なにをいってるんですか!?」

「うふふ、もちろん冗談ですわ。そうそう、姫様の告白の件について、なのですが」

　コゼットがようやく本題を切りだしたので、アッシュは緊張した。

「これは、わたくし個人からのお願いなのですが。姫様の前では、いつも通りに振る舞っていただけるとありがたいのです」

「いつも通りに、ですか？」

「はい。なにぶん、姫様はあのような性格ですので……アッシュ様がほんの少しでも、あの告白やキスのことをほめかしただけで、恥ずかしさのあまり逃げだしてしまわれるでしょう。告白へのお返事も、決して急がれる必要はありませんわ」

　告白への返事を急がなくてもいい──そう聞いたアッシュは、いまだに返事を引き伸ばしている自分を情けなく思ったが、すぐさま答えをだせるような問題でもない。ホッと安あん堵どしたのも事実だった。

「わかりました」

　アッシュが答えると、コゼットは満足そうに微笑ほほえんだ。そして、くるりときびすを返そうとしたのだが、レベッカに呼びとめられた。

「そうだ、コゼットさん。明日の午後一時から、生徒会役員を集めて会議を開く。シルヴィアに伝えてはくれないか？」

「確かに承りました。それでは、失礼いたします」

　コゼットは丁寧にお辞儀をすると、退室した。その背中を見送ると、レベッカはアッシュに鋭い眼差しを向けた。

「もちろん君も出席するんだぞ、アッシュ。もともと、わたしはそれを伝えに来たのだからな」

「わかりました。でも、他のみんなはまだ帰省中では？」

「それは大丈夫だ。一応、各役員の実家に手紙を送っておいた。みんな、明日の午後までには戻ってくれるだろう。ジェシカなどは、私よりも先に故郷を発たったくらいだ。一刻も早く、君に再会するためにな」

「相変わらずですね、ジェシカは……」

　ジェシカの勢いを思いだすと、アッシュは戦々恐々としてしまう。今いま頃ごろは水竜ハイドラのリアンノンに騎乗して、懸命に川を下っていることだろう。

　それでも先に到着したのはレベッカのほうなのだから、改めてクー・フリンの機動力には感服せざるを得ない。

「そうだ、アッシュ」

　レベッカが急に厳しい口調で、アッシュを見据えた。

「来月には大仕事が待っている。色いろ恋こい沙ざ汰たのせいで生徒会役員としての任務を疎おろそかにすることだけは、会長として許さないぞ？」

　来月といえば、天秤宮ライブラの月──生徒会役員の大仕事といえば、すぐに思い当たった。

「『天秤宮ライブラの騎き竜りゆう祭さい』ですね？」

「半分は正解だが、半分は外れだ」

　いぶかしむアッシュの前で、レベッカは思わせぶりに両腕を組んだ。

「君はすっかり忘れているのだろうが、このアンサリヴァン騎き竜りゆう学がく院いんは、今年で創立五百周年を迎える。厳密には、来月の創立記念日にな」

「すっ、すみません。すっかり忘れてました」

　五百周年──改めてそんな数字を突きつけられると、気が遠くなりそうだった。

「いいか、アッシュ。今年は『天秤宮ライブラの騎竜祭』を『アンサリヴァンの五百年祭』と名を改め、盛大に執り行うことが決まっている。こうした歴史的瞬間に生徒会長として立ち会えることを、わたしは誇りに思う」

　凛りんとして宣言したレベッカの勇姿は、アッシュの目には普段以上に輝かしく映った。





　　　　◇






「ああもう！　信じられないわ！」

　遣けん竜りゆう工こう房ぼうに引きこもったエーコは、ナヴィーの力を借りて、外界の様子をくまなく鑑賞していた。

　壁一面が銀幕と化し、アッシュの様子を映しだしている。ずっと壁にへばりついていたエーコは、レベッカが退室したのを見届けると、地団駄を踏んだ。

「今度はレベッカにまでデレデレしちゃって！　ひょっとして、レベッカもアッシュを狙ねらってるんじゃないの!?」

「ふふっ……もしかしたら、シルヴィア王女よりも強力なライバルになったりしてね」

　エーコの後方では、ナヴィーが微笑を浮かべている。

「あんた、まさかとは思うけど……楽しんでるんじゃないでしょうね!?」

「あら、そう見える？」

　びしっと指を突きつけるエーコに対し、ナヴィーは艶えん然ぜんと微笑ほほえんでみせたのだった。





"The Bracelet of Avalon ～A.S.B.1365.9～" is closed.








第二話　音速の貴公子









　──どん、どん……どん！

　翌朝、アッシュは誰だれかが窓を叩たたく音に起こされた。慌あわてて跳ね起きる。

「すぅ、すぅ……」

　アッシュのすぐ隣では、エーコが騒音などものともせず熟睡中だった。以前は全裸で寝ていたエーコだが、最近は寝間着姿で寝る習慣がついている。

　アッシュがシルヴィアにキスをされて以来、なにかと不機嫌なエーコだが、ベッドの使用はかろうじて許していた。寝入る前はアッシュに背を向けるのだが、一度寝入ってしまえば、その寝顔は無邪気なものだった。

　が、今はエーコの寝顔に見とれている場合ではない。

　アッシュはベッドから抜けだすと、カーテンを素早く開け放った。

「うわっ！　このパターンは……！」

　窓の外では、二体のドラゴンが押し合いへし合いをしている。

　一方は、白銀の毛並みが美しい聖竜マエストロ。

　他方は、蛇のように長い身体をくねらせて、壁面にへばりつく水竜ハイドラだった。

　前者にはルッカが、後者にはジェシカが騎乗している。窓ガラスごしに、ふたりがいい争う声が聞こえてきた。

「んもう！　ルッカさんってば、邪魔しないで下さるかしら!?」

「……わたしのほうが、ジェシカより先に着いた。ガウェインだって、アッシュに会いたがってる」

　ふたりとも、アンサリヴァンに戻ってきた直後らしい。

　ジェシカは騎乗具にたくさんの荷物をぶら下げているし、ルッカは大きなリュックサックを背負っている。間の悪いことに、男子寮の前で鉢合わせてしまったのだろう。

　とにかく、この状況を許すわけにはいかない。夏休みの初日に起こった悪夢が、脳裏に甦よみがえる。ルッカとジェシカが窓の外で争った結果、その熱気が周囲の女子生徒に感染し、壁一面が破壊される羽目となったのだ。

　アッシュはガラッと窓を開け放つと、

「なあ……頼むから、玄関から普通に入ってくれないか？」

　悪戯いたずら好きな生徒を諭す教師のように、苦々しい口調で告げた。

「それは無理ですわ！　さあ、アッシュ様！　わたくしの想いが詰まったお土産を受け取って下さいまし！」

「エクブラッドの里でしか採れないお土産、たくさん……ある」

　たちまち窓越しに大量の荷物を投げこまれ、アッシュは目を見ひらいた。

「待っ──おわあっ！」

　あっという間に、土産の山に埋もれてしまう。

　ジェシカが投げこんだのは、アッシュが見たこともない果物が大半だった。きっと地元の名産品なのだろう。一方、ルッカの土産は薬草や香木ばかりである。たちまち、室内に独特の香りが広がっていく。

「気持ちはありがたいんだけど、もう少し限度を考えてくれないか？」

　荷物の山からなんとか這はいだし、アッシュは懇願の眼差しを送ったのだが、

「いいえ、まだです！　一番のお土産はわたくし自身ですわ！」

　今度はジェシカ自身が鞍くらを蹴けり、室内に飛びこんできた。

「あっ、ずるい……わたしだって……！」

　すかさず、ルッカも宙に身を躍おどらせる。

「ちょっ、お前ら……！」

　左右からジェシカとルッカが飛びついてくる。ふたりの美少女の体温を感じ、ドキリとしたのも束の間、アッシュは尻しり餅もちをついた。

　一瞬、意識がぼんやりとなったが、左右からジェシカとルッカに挟まれて、まさしく両手に花の状態だった。右手はふくよかな乳房の感触が大半を占め、左手は小動物のようにぷにぷにとした感触が悩ましい。

「会いたかったですわ。これほど夏休みが長く感じられたのは、初めてでした」

「わたしも……会いたかった。できれば……アッシュを、族長に紹介したかった……」

　ジェシカもルッカも一転して、真しん摯しな表情を浮かべている。ふたりの真心がひしひしと伝わってきて、アッシュは嬉うれしく思った。

　ただし、ひとつだけ問題があった。

「ちょっと、あんたたち？　いい加減にしないと……」

　いつの間にか目覚めたエーコが、ベッドの上に仁王立ちして、ごごごごご……と怒りのオーラを放っているのだ。

「まとめて踏みつぶすわよ！」





　　　　◇






　──午後一時。

　生徒会室には会長のレベッカを筆頭に、風紀委員のシルヴィア、会計のマックス、書記のルッカ、庶務のアッシュとジェシカ、そしてマスコットのエーコが卓を囲んでいる。

　やはり告白とキスの件を強く意識しているのか、シルヴィアはアッシュから最も離れた席に着いている。久しぶりに顔を合わせたというのに、アッシュとはまだ一言も交わしていなかった。

　──なんだか気まずいな……。

　アッシュとしてはやはり、以前のように気兼ねなく会話できる関係に戻りたいと願っている。

　だが、シルヴィアの告白とキスを思いだすと、ひどく緊張してしまうのだった。

　それはきっと、シルヴィアも同じなのだろう。

　ふと、アッシュはコゼットの言葉を思いだした。

　昨日、「姫様の前では、いつも通りに振る舞っていただけるとありがたい」と、コゼットは伝えてきたのだ。告白への返事も急ぐことはない、とも付け加えた。

　ちなみに、普段ならシルヴィアのいくところには必ず付き従っているコゼットだが、会議には顔を出していない。なんでも、街に買いだしに行ったらしい。

　──コゼットさんが頼れないとなると……そうだ、まずは俺おれが冷静になって、姫様になにげなく話しかけてみたらどうだろう？

　そんなアッシュの思考をばっさりと断ち切るように、

「……あの泥棒猫、絶対に許さないんだから」

　アッシュの隣で、エーコがぼそりと物騒なつぶやきを漏らした。

　シルヴィアを意識しているのは、アッシュだけではないのだった。シルヴィアの様子をちらちらと窺うかがうエーコは、まるで手負いの獣さながら、髪の毛をブワッと逆立てている。

　──駄目だ。俺おれが下手に姫様に喋しやべりかけたりしたら、エーコを刺激してしまう……。

　アッシュが頭を抱えたそのときだった。

「──それでは、会議を始めるとしよう」

　レベッカの宣言で、会議が始まったのだ。議題は「天秤宮ライブラの騎き竜りゆう祭さい」改め「アンサリヴァンの五百年祭」である。

「…………」

　レベッカの威厳に打たれたのか、エーコも怒りの矛先を収めたようなので、アッシュは胸を撫なでおろした。




　三時の鐘が鳴った頃ころ、誰だれかがドアをノックしたので、会議は一時中断となった。

「──失礼いたします。レベッカ様に、例の物をお届けにあがりました」

　入室してきたのは、王室仕様のメイド服に身を包んだ少女である。その清純そうな美び貌ぼうには、アッシュも見覚えがあった。

　新学院長ミラベル・ロートレアモンの使用人を務める、ユニスである。

　例の物とはなんだろう……と、アッシュが不思議に思っていたら、ユニスはレベッカのそばに歩み寄り、古めかしい小箱を手渡した。

　大きさはユニスの両手に収まるほどで、宝石箱のような趣がある。

　小箱を受け取ったレベッカは、厳粛な面持ちでふたを開いた。

　現れたのは、金属製の物体──黄き金ん色の鍵かぎだった。

　ただの鍵ではなく、流麗な装飾が施ほどこされている。特に、真紅の竜りゆう綺き華か晶しようがはめこまれているのを見ると、由緒正しい一品だと思われた。

　レベッカは鍵を確認すると、ユニスに声をかけた。

「ありがとう、ユニスさん。ミラベル殿下に、くれぐれもよろしく伝えてほしい」

「かしこまりました」

　丁寧にお辞儀をすると、ユニスはあっさりと退室した。

　ユニスの背を見送ると、レベッカは一同の顔をぐるりと見わたした。

「諸君に朗報だ。我々生徒会役員はずっと、この部屋を間借りしていたわけだが……今年に入って急に役員が増えたこともあり、手狭になってきた感は否めない」

　レベッカのいう通り、生徒会室は日々、狭くなる一方であった。人数が増えて賑にぎやかになれば、自然と荷物も増える。一応、潔癖性なマックスが整せい理り整せい頓とんに励んではいるが、最近では追いつかなくなりつつあった。

「そこで、以前からミラベル王女に打診していたのさ。我々に新たな活動拠点を用意してほしいとな」

「じゃあ、その鍵かぎは……！」

　ジェシカが瞳ひとみをきらきらさせながら、腰を浮かした。

「うむ。今日の会議はひとまず終了だ。諸君を新たな拠点に案内しよう！」





　　　　◇






　レベッカが案内したのは、学院の敷地内にある建物だった。

　煉れん瓦が造づくりの二階建て。そのデザインは洗せん煉れんされていて、現代建築の様式が色濃く反映されている。年季の入った建造物が並ぶ学院内では、かなり異彩を放っていた。

　しかも、その館やかたを一言で表現するならば──廃はい墟きよ。玄関の扉には何枚もの板が打ちつけられ、立ち入りを厳重に禁じているのだ。

　と、レベッカが厳粛な面持ちで口を開いた。

「元々、この館は生徒会役員の仕事場として、十年ほど前に建設されたものだった」

「えっ？　じゃあ、どうして今まで封鎖されていたんです？」

　アッシュは不思議に思い、レベッカの横顔を見やった。

　これほど立派な仕事場が十年前に建てられたというのに、どうして生徒会役員は校舎の一室を間借りしなければならなかったのか。

「この建物の名は、ジュリアス館という」

　レベッカの重苦しい言葉を聞いて、アッシュは胸がざわめくのを覚えた。

「それって、まさか……！」

「そう、あのジュリアス・ロートレアモン王子が生徒会長を務めていた当時、学院理事会と交渉して、建設させた館なのさ。生徒会役員の活動拠点として、学院の敷地内に屋敷を建てる──それがジュリアス王子の夢だったそうだ。一応、その夢は叶かなったわけだが……結局、一年足らずでジュリアス館は封鎖された。そして『ジュリアス館』という名前すら消されることとなった。理由なら想像がつくだろう？」

「ジュリアス王子は、相パ棒ルのモルドレッドを殺したから……」

「そうだ。竜殺しドラゴン・スレイヤーの名を冠した館を、そのまま使い続けるわけにはいかないというわけだ。それから十年もの間、このジュリアス館は入口を封鎖され、ずっと立ち入りが禁じられてきた」

　レベッカは凛りんとした眼差しで、屋敷を見上げた。

「だが……一連の事件を経て、我々はジュリアス王子が決して背徳者ではないことを知った。その事実が公表されるのは、ずっと先のことになるだろう。だが、ジュリアス館の封印くらいは、もう解いてもいいと思う。ミラベル王女も許可してくれたことだしな」

　そこで言葉を切ると、レベッカは懐から竜りゆう綺き華か晶しようを取りだした。聖竜マエストロクー・フリンが分泌した結晶体らしく、神々しい輝きを放っている。

「──雷竜衝破ライトニグ・ブラスト！」

　レベッカが竜媒魔法オラクルを発動させると同時に、電撃を伴う烈風が生じた。

　──轟ごうっ！

　玄関の扉に打ちつけられていた板が、粉々に吹き飛ぶ。それでも扉には傷ひとつついていない。卓越したコントロール技術だった。

　レベッカはすました顔で竜綺華晶をしまうと、背後を振り返った。

　その鋭い視線の先には、シルヴィアが突っ立っている。どことなく、上の空に見えた。まだアッシュのことを気にしているのか、今日は口数も少ない。

「さあ、シルヴィア。兄上が建てた館やかただ。鍵かぎを開けるのは、君が適任だろう」

　シルヴィアはハッと我に返ると、レベッカの正面に歩みよった。

「ありがとうございます、会長。あまり大きな声ではいえませんが……兄上も、きっと喜んでくれるでしょう」

　シルヴィアは遠慮がちに鍵を受け取ると、玄関の前に立った。しばらくは感慨深げに扉を見つめていたが、やがて意を決したように、鍵穴に鍵を差しこむ。

　かちり……と金属的な音が響いて、解錠を告げた。

　最初に手を叩たたいたのは、レベッカだった。釣られるように、アッシュたちも拍手を始める。そして、口々に「おめでとう！」と祝辞を送る。

　シルヴィアとは冷戦中のエーコも、ちゃんと空気を読んでいた。不機嫌そうな表情ながらも、ちゃんとシルヴィアに拍手を送っているのだ。

「ありがとう。みんな、ありがとう……」

　シルヴィアは嬉うれし涙なみだをにじませて、感極まっている。

　そんな微笑ほほえましい光景を前に、アッシュは自然と笑みをこぼした。

　そのとき、シルヴィアがなにげなく、アッシュを見た。

　視線と視線がぶつかった途端、シルヴィアは急に顔を赤くしてうつむいたのだが、

「おめでとう、姫様」

　アッシュが心をこめて声をかけると、

「あ、ありがとう……アッシュ」

　ぎこちない口調ではあったが、シルヴィアがちゃんと答えてくれたので、アッシュは安あん堵どした。修道院でキスを交わして以来、ようやくまともに言葉を交わすことができたのだった。

「──っ！」

　次の瞬間、アッシュは尻しりのあたりに激痛を覚え、頰ほおを引きつらせた。なんとか歯を食いしばり、背後を振り返ると、

「……なに鼻の下伸ばしてんのよ？」

　エーコが仏頂面をして、アッシュの尻しりをつねっている。アッシュがシルヴィアと言葉を交わしたのが、少々……いや、かなり不満らしい。

　アッシュは尻の痛みに耐えながら、エーコの耳もとでささやいた。

「べっ、別に伸ばしてないぞ！　今のは、お祝いの気持ちを伝えただけで……」

「ふん、どうだか」

　エーコはますます指に力をこめる。こんな情けない状況を周囲に気づかれるわけにもいかず、アッシュは苦く悶もんの声を必死で押し殺した。

「それでは、諸君。できればジュリアス館の復活を祝し、華やかなお茶会を開催したいところだが……見ての通り、十年も放置されてきた館やかただ」

　レベッカは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、本日の任務を高らかに宣言したのだった。

「まずは大掃除を開始する！」





　　　　◇






　かくして、生徒会役員一同は掃除に取りかかったのだが──そこで、思わぬ落とし穴にハマることとなった。












「ひゃあっ！」

　転んだ拍子に、バケツの水を盛大にぶちまけるシルヴィア。

「んもう、姫様は手をださないでくだ──きゃっ！」

　水浸しとなった床の上、つるりと滑って尻しり餅もちをつくジェシカ。その顔には蜘く蛛もの巣がびっしりと貼はりついている。

「むむ！」

　その脇わきでは、エーコとルッカが必死で力比べを続けていた。花瓶を応接間に運ぶよう、レベッカに頼まれたのだが、その主導権を争っているのだった。

　いかにも美術的価値の高そうな花瓶にもかかわらず、エーコとルッカは「自分が運ぶ」と譲らず、引っぱり合っている。

「なんなんだ、この修羅場は……？」

　アッシュは啞あ然ぜんとして、つぶやいた。

「まったく、困ったものだな」

　そんなアッシュの背後に、レベッカが歩み寄ってくる。つややかな唇には、苦笑を浮かべていた。

「実は先ほど『アッシュの好みは〝掃除のできる女〟らしいぞ』と釘くぎを刺してやったのだが……どうやら薬が効きすぎたようだ」

「ええっ!?　どさくさに紛れて、なにをいってるんですか！」

「ふふっ。君の色男ぶりには頭が下がるぞ、アッシュ」

「い、色男だなんてとんでもないですよ！」

「さては、生徒会を自分のハーレムにするつもりか？」

「いやいや、滅相もないです！」

　うろたえるアッシュを見て、レベッカは楽しげに微笑ほほえんだ。

「ははっ、冗談だ。とにかく、彼女たちに期待したわたしがバカだったな。シルヴィアは掃除の経験などないだろうし、ジェシカも使用人の家系に生まれた割には不器用で、そそっかしい。ルッカは典型的な〝片づけられない女〟だし、エーコに至っては……君のほうがよく知っているだろう？」

「……そうですね。せめてコゼットさんがいてくれれば、百人力なんですけど」

「コゼットさんは、ああ見えて多忙な人だし、あくまでもシルヴィア専属の使用人だ。気やすく頼むわけにはいくまい。とはいえ、これでは掃除どころではないな」

　レベッカが嘆息したそのとき、エーコとルッカの争いに異変が生じた。ずっと壺つぼの引っぱり合いをしていたのだが、エーコが急に手を離したのである。

「あっ……！」

「ふふん！　竜族の知恵を侮らないことね！」

　得意満面のエーコに、アッシュは心の中で「むしろ子どもの浅知恵じゃないか？」とツッコミを入れたが、口には出さなかった。

　ルッカは壺つぼを手にしたまま、後方へと吹っ飛んでしまう。

　正確には、アッシュが突っ立っている方向へ。

「えっ……？」

　ルッカの背中が眼前に迫ってきたので、アッシュは慌あわてた。その小さな身体をかろうじて受け止め、薬草めいた香りに包まれたのも束の間、バランスを崩してしまう。

　ちょうどそのとき、アッシュの背後をマックスが通りがかった。潔癖性なマックスは、一心不乱にモップがけをしていたのだが──そこに、ルッカを抱いたアッシュが突っこんだのだった。不意を衝つかれたマックスは、呆あつ気けなく跳ねとばされてしまう。

「──ああっ！　僕の眼鏡が！」

　マックスの悲痛な声が聞こえた気がしたが、アッシュはそれどころではない。ルッカと絡みあったまま、なんとか静止し、うっすらとまぶたを開けた途端、

「むふっ!?」

　驚きよう愕がくのあまり、息を吹きだした。声にならなかったのは、アッシュの鼻から唇にかけて、ぷにっとした感触が覆おおっているからだ。

　視界を覆いつくすのは、緑と白の縞しま模も様よう。なんとなく、甘酸っぱい香りを覚えた。

「あっ！　だ、駄目……アッシュの息がかかって……！」

　ルッカはアッシュの顔面に騎乗しているのだった。

　──うわっ……早くどいてくれっ！

　アッシュは懸命に自分の意思を伝えようとしたのだが、

「あふっ……！」

　アッシュが喋しやべろうとすればするほど、ルッカはぷるぷると身体を震わせる。左右の太ももが、アッシュの頭を強く挟みこんでくる。

　ルッカの体温がムンムンと伝わってきて、アッシュは思わず昇天してしまいそうになったが──次の瞬間、強烈な殺気が吹き付けてきたので、ゾッとした。

「あんたね……どさくさに紛れて、なにやってんのよ!?」

「なんという破は廉れん恥ちな！　それでも竜騎士ドラグナーの端くれか！」

「うらやましくて仕方ありませんわ！　今すぐ代わってくださいまし！」

　エーコ、シルヴィア、そしてジェシカの三人だった。

　先ほどまでの諍いさかいはどこへやら、いつの間にか休戦協定を結び、アッシュとルッカに強烈な視線を浴びせてきたのだった。ジェシカだけは、微妙に論点がずれているのだが。

「あっ……やだ…………も、もう…………だめぇええっ！」

　ルッカは急に身体を緊張させると、ビクン！　と全身を震わせた。と見る間に、ぐったりと脱力して、くてんと前のめりになってしまう。

　妖よう精せいのように儚はかなげな上半身が、アッシュの身体に倒れこんできた。

　──ヤバい！　この体勢は……！

　ルッカの顔が、アッシュの股こ間かんにちょこんと載っている。

　マズい。いくらなんでも、この体勢はマズすぎる。以前、レイモンから借りた大人向けの絵本に、これと似たような体勢が描かれていたことを思いだした。

「うわああああっ！」

　アッシュは慌あわてて、ルッカの下から這はいだした。一体、ルッカの身になにが起こったのだろう？　不思議に思い、床に倒れているルッカの顔を覗のぞきこむと、

「アッシュの……エッチ。わたし、もう……お嫁に行けない」

　ルッカは荒い呼吸を繰り返しつつ、ドキリとするほど艶つやっぽい眼差しを送ってきた。

　紫水晶の瞳ひとみはじっとりと潤み、頰ほおは真っ赤に染まっている。頰だけではない。エルフのように尖とがった耳もまた、その先端から耳たぶに至るまで、淡紅色に染まっているのだった。

「すっ、すまんルッカ……！」

　不可抗力とはいえ、乙女の花園に顔を突っこんでしまったのだ。アッシュは罪悪感に駆られた。












　もっとも、懺ざん悔げしているような余裕は、一秒たりとも与えられなかった。

「ねえ。踏みつぶされる覚悟、できてる？」

「破は廉れん恥ちもここまで極まると、もはや我が家の家訓を持ちだす必要もないな？」

　エーコもシルヴィアも、なぜか笑顔だった。

　竜族の足あし蹴げりと姫騎士の鉄てつ拳けんが、同時に炸さく裂れつする。

「ごふっ！」

　呆あつ気けなく宙を舞いながら、しかし、アッシュは不思議と懐かしい気持ちを覚えていた。

　数年ぶりに故郷の地を踏んだような、心あたたまる感覚である。

　ここ数ヵ月の間に、アッシュを取り巻く状況は目まぐるしく変化した。新たな事実が次々と判明した。

　アヴァロンの騎士として、もはや後戻りのできないところまで突き進んでしまったわけだが──今この瞬間だけは、エーコが誕生した当時のような、ドタバタとした雰囲気が甦よみがえった気がしたのだった。
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「ふう。君たちに掃除を頼んだわたしが甘かった。とりあえず、君たちは外で待機だ。ついでに頭も冷やすといい」

　レベッカは腕組みをすると、エーコ、シルヴィア、ルッカ、ジェシカに対し、厳しい宣告をした。

　玄関ホールの中央、横一列に並ばされたエーコたちに、反論の余地はなかった。

「あの……会長。僕は眼鏡屋に行ってきます」

　一方、先ほどの事故に巻きこまれたマックスは、がっくりとうなだれている。愛用していた眼鏡を破壊されてしまったのだから、無理もない。眼鏡にヒビが入っただけで、マックス自身に怪け我ががなかったのが、不幸中の幸いだった。

　玄関から出ていったエーコたちを見送ると、アッシュは重要な事実に気づいた。

　──あれ？　今の俺おれって……レベッカさんと、ふたりきりなんじゃ……？

　そう、もはやジュリアス館に残っているのは、アッシュとレベッカだけである。

　その事実を意識した途端、アッシュの身体は緊張感に包まれた。

「どうしかしたのか、アッシュ？」

　アッシュが緊張したそばから、レベッカが怪け訝げんそうに訊たずねてくる。たちまち、清涼感のある香りがふんわりと漂ってきた。まぎれもなく、レベッカの匂においだった。

「いえ……べっ、別に、なんでもないですよ？」

　虚勢を張ろうとすればするほど、舌がもつれてしまう。

「もしかして、急にわたしとふたりきりになったものだから、緊張しているのか？」

　レベッカは容赦なく図星を指してきた。

「そ、そうですね……」

「そう硬くなる必要はない。思い返せば、君とふたりきりになるのは久しぶりだったな」

　突然、レベッカが妖よう艶えんな流し目を送ってきたので、アッシュはドギマギした。

　頰ほおだけでなく、耳たぶまでが火ほ照てってしまう。

　レベッカは、そんなアッシュのうろたえぶりを愉たのしむように眺めている。

「いいか、アッシュ？　このレベッカ・ランドールとて、厳格な生徒会長である前に、ひとりの女だ。案外、君とこのような状況になるのを、虎こ視し眈たん々たんと狙ねらい澄すましていたかもしれないぞ？」

「……えっ？」

「そもそも、あの姦かしましい後輩達を追いだし、この状況を作りだしたのは、他ならぬ──このわたしなのだからな」

「レベッカ……さん？」

　アッシュはごくりと生なま唾つばを飲んだ。

　まさか、レベッカは本当に……アッシュとふたりきりになりたいがために、エーコたちを追いだしたというのだろうか。

「アッシュ。今、この屋敷にはわたしと君しかいない。わたしたちがなにをしても、見み咎とがめる者はいないんだ」

　レベッカはさりげなく両手を伸ばすと、アッシュの頰を挟みこんだ。

　白魚のような指が、アッシュの頰を優しく撫なでる。

　レベッカの体温が、指先を通じてほんのりと流れこんでくる……。

「わわっ！　駄目ですよ、レベッカさん！」

「おや、どうして駄目なんだ？」

　レベッカは小首をかしげた。そんな少女のような仕草も、レベッカがやると妙に色っぽくて、目のやり場に困ってしまう。

「だって、レベッカさんは真面目まじめで、凛り々りしくて、自分にも他人にも厳しい人で……なによりも、すべての学院生の憧あこがれですから！　そんなレベッカさんが、遊びでこんなことをしたら駄目です！」

「ぷっ……あははははっ！」

　レベッカが急に腹を抱えて笑いだしたので、アッシュは驚いた。いつもは涼しい微笑を浮かべるだけのレベッカが、目め尻じりには涙の粒さえ浮かべて大笑いしているのだ。

「レベッカさん？」

「いや、本当にすまない。君があんまり初々しいものだから、つい可お笑かしくなってしまってな」

「へっ？　じゃあ、今までのは……？」

「もちろん冗談に決まっている」

「ひどいですよ、レベッカさん！」

「ははっ、だから謝っているだろう？　ちょっと悪戯いたずらが過ぎたようだ」

　レベッカはひとしきり笑うと、急に真顔になった。

「そうだ、アッシュ。良い機会だから、君にわたしの気持ちを伝えておく」

　ドクンと、アッシュの心臓が跳ねあがる。

　レベッカは一歩を踏みだすと、アッシュの両肩に手を置いた。

　その眼差しは、真剣そのものだった。先ほどとは打って変わって、茶ちや化かすような雰囲気は微み塵じんも感じられないのだ。

「いいか、アッシュ。わたしは君に期待している」

「期待ですか？」

「ああ、そうだ。もし、この学院にわたしを超える生徒がいるとしたら──それはアッシュを置いて他にない、という期待だ」

「そんな、恐れ多いですよ！」

「謙けん遜そんする必要はない。わたしは是非、次期生徒会長は君に任せようと考えている。あと半年もすれば、わたしは卒業する。そろそろ後継者を見つけておかんとな」

「ええっ!?」

　予想外の言葉に、アッシュは愕がく然ぜんとした。

　騎き竜りゆう学がく院いんの生徒会長といえば、一般的な学院のそれとは重みが違う。その地位は、学院都市アンサリヴァンの市長をも凌りよう駕がし、市政に関与する権限も持つのだ。

　その一方で、学業成績は常にトップクラスを維持せねばならない。アンサリヴァンの生徒会長たるもの、下位に沈んでいては示しがつかないというわけだ。

　アッシュにとっては、雲をつかむような話だった。

「まあ、もうしばらくは先の話だ。今はただ、頭の片隅に留とどめておいてくれればいい。さて、と──わたしの個人的な話は、これでおしまいだ。あの姦かしましい娘たちが戻ってくるまでに、掃除をすませておこう」

「了解です、レベッカさん！」

　アッシュは直立不動になると、力強く返事をした。

　正直なところ、レベッカの申し出はあまりに唐突で、予想外で、戸惑ってばかりだったのだが、レベッカがアッシュに期待しているという気持ちだけは、ひしひしと伝わってきた。

　生徒会役員に就任する以前は、雲の上の存在だったレベッカ。

　そんな大先輩からこれほど信頼されているという事実は、アッシュに全身が震えるほどの喜びをもたらしたのだった。
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「そうだ、アッシュ。実は先ほど、浴室を発見したのだが……どうも水道の調子が悪いようだ。ちょっと見てくれないか？」

　アッシュが会議室のテーブルを乾から拭ぶきしていると、レベッカが急に思いだしたように、声をかけてきた。

「ああいう設備に関しては、男子のほうが詳しいかと思ってな」

　アッシュは手を止めると、レベッカに視線を向けた。

「俺おれもそんなに詳しくはないですよ？」

「君でも無理なら、業者に頼むさ。とりあえず、見てほしい」

「解りました」

　アッシュは濡ぬれた布ふ巾きんを置くと、レベッカに続いた。綺き麗れいになった廊下を歩きながら、つかつかと前を行くレベッカに声をかける。

「風ふ呂ろ場ばがあるなんて、驚きですね」

「ああ。応接間に食堂、会議室、寝室、書庫、そして浴室……ざっと見て回ったが、至れり尽くせりの館やかただぞ、ここは」

　やがてレベッカは、浴室と記された扉の前にたどり着いた。

「すごい……！」

　浴室に足を踏み入れるなり、アッシュは感嘆の声をあげた。

　大人が五人は入れそうなほど、室内は広い。シェブロン様式をふんだんに取り入れた、絢けん爛らんたる装飾が目を引いた。

　浴槽部分には、大理石が惜しげもなく使われている。四方の壁には竜りゆう華が灯とうが設置されていて、室内を幻想的に彩っていた。

　さすがに十年も放置されていたので、埃ほこりは積もっているし、カビも生えているが、きちんと掃除すれば高級ホテルの浴室にだって負けないだろう。

「喜ぶのは早いぞ、アッシュ。先ほどもいっただろう？　どうやら水道設備が故障しているらしくてな」

　レベッカは試しに、蛇口をひねろうとした。が、金属の接触部分が錆さびているのか、蛇口はぴくりとも動かない。これでは、浴槽に給水することもできない。

「じゃあ、俺がやってみます」

　アッシュはレベッカと交代すると、蛇口を握りしめた。

「うーん……！」

　渾こん身しんの力をこめ、蛇口をひねる。

　ぎぎぎぎぎ……耳障りな音とともに、わずかに回った気もするが、水は出ない。

「ほう。わたしのときはぴくりとも動かなかったのだが、さすがは男の子だ」

「いや、そんな大したことじゃ……」

　母子家庭で育ったアッシュにとって、こうした台詞せりふは聞き慣れたものだったが、レベッカの口からいわれると、やはり照れ臭かった。

「よし、わたしも手伝おう」

　レベッカは突然、アッシュの手に自分の手を重ねた。

「……！」

　重なり合った手のひらから、ほのかな温ぬくもりが伝わってくる。右手がすっぽりと、レベッカの体温で包まれたかのようだった。

　いや、それだけではない。レベッカが身を寄せてきたことで、アッシュの背には豊満な胸が当たっている……。

　──うおっ！　これはヤバい！

　トクトクトク……アッシュの心臓が早鐘を打ち始める。もはや脳は沸騰寸前、全身の血液が下半身に集まっていくような気がした。

　なんとか煩悩を断つために、アッシュは「蛇口をひねる」という本来の任務に意識を集中させることにした。

「行きますよ、レベッカさん！」

　蛇口を強く握りしめると、渾身の力をこめる。

　レベッカもまた、アッシュの手を強く握りしめた。

　──がりっ！

　ついに、錆さびついた蛇口が回った。

「やった！」

　アッシュが歓喜の叫びをあげたのも束の間、

「ちょっと待て、アッシュ。その手に握っているのは……なんだ？」

　レベッカが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめている。

「えっ!?」

　アッシュはまじまじと、右手に握りしめている物体を見つめた。

　それは腐食の果てに、ぽっきりと折れた蛇口だった。

　次の瞬間、蛇口を失った水道管から、猛然と水が噴きあがった。

「うわっ！」

「どくんだ、アッシュ！」

　レベッカは素早くアッシュを押しのけると、懐から竜りゆう綺き華か晶しようを取りだした。

「蒼の氷竜凍牙アズール・エクスブリザード！」

　竜媒魔法オラクルの中でも、魔法名の頭に色が冠されているものは、上位魔法に属する。

　レベッカが発動させたのは、その名が示すとおり、氷結魔法だった。

　アッシュが肌を刺すような冷気を覚えた直後、水道管は氷漬けとなった。

「ふう……なんとか水は堰せき止めた。水道管については業者に頼むとして──」

　レベッカは涼しい顔をして、アッシュを振り返った。

「お互い、ずぶ濡ぬれになってしまったな」

「はは……そうですね」

　アッシュは今さらのように、自分もレベッカも濡ぬれ鼠ねずみになっていることに気がついた。

　濡れそぼった赤毛から、水滴をしたたらせるレベッカ。濡れた制服が肌にぴったりと張り付いて、その見事な身体の輪郭をくっきりと際立たせている。

「ん？　どうかしたのか、アッシュ？」

　濡れた髪をかきあげながら、レベッカは小首をかしげた。

　自分の扇情的な姿に気付いていないのか、それともわざと気づかないふりをして、またアッシュをからかっているのだろうか。

「なっ、なんでもないです！　俺おれ、火を熾おこしてきますね！」












　アッシュは素早く回れ右をすると、暖炉のある応接間を目指し、一目散に駆けだした。
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　まだ使えそうな薪が物置部屋に残っていたので、アッシュは借用することにした。

　石造りの暖炉は、翼を広げた竜を思わせる彫刻が施ほどこされていて、いかにも騎き竜りゆう学がく院いんらしいデザインだった。

　アッシュが火を熾おこしていたら、レベッカが応接間にやって来た。

「あ、レベッカさん。ちょうど火が点ついたところです」

「ありがとう、アッシュ」

　レベッカは暖炉の前に歩み寄ると、突然、制服を脱ぎ始めた。

「……っ！」

　ワンピース・タイプの制服が、ぱさりと音をたてて、床に落ちる。

　雪白の背中があらわとなった。その腰は砂時計のガラス容器さながら、キュッとくびれている。

　下ブ着ラのストラップの片方が肩から落ちて、二の腕に引っかかっている様子が大人っぽくて、なまめかしい……。

「おっ、俺おれは外にでてますから！」

　慌あわてて部屋を飛びだそうとしたアッシュだが、

「待つんだ、アッシュ」

　ぐいっと引き戻されて、舌を嚙かみそうになった。レベッカが瞬時に、アッシュの手首をつかんだのだ。

「レベッカさん……？」

　あの誇り高き〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉が、アッシュの前で素肌をさらしている。

　ましてや、今この部屋に、アッシュとレベッカはふたりきりなのだ。

「君もずぶ濡ぬれなんだから、さっさと脱ぐといい。五百年祭を間近に控えた今、風邪でもひかれたら大変だからな」

　うろたえるアッシュとは対照的に、レベッカの表情は真剣そのものだった。

「でも……」

「なんだ、わたしのいうことが聞けないのか？」

　レベッカの目が、すっ……と細くなった。唇こそ微笑を浮かべているが、その双そう眸ぼうは先ほどの氷結魔法よろしく、ひんやりとした冷気を帯びている。

「わかりました！　脱ぎます、ちゃんと脱ぎますから！」

「うむ、それでいい」

　レベッカは満足そうに笑った。




　暖炉がぱちぱちと音をたてるのを聞きながら、アッシュはパンツ一丁で膝ひざを抱えている。

　左腕に巻いていた包帯も濡ぬれてしまったので、服と一緒に乾かしていた。

　パンツ一丁であることよりも、左腕の〈星せい刻こく〉をさらしていることのほうが、アッシュとしては落ち着かない。

「……………………」

　アッシュが暖炉の前に腰をおろしてから、ずっと無言の時間が続いていた。

　すぐ背後には、下着姿のレベッカが暖を取っている。

　こんなところをエーコやシルヴィアに見られたら、死刑にされても文句はいえないな……などと考えていたら、

　──ぴとっ。

　突然、レベッカが背中を預けてきたので、アッシュはぴくんと震えた。

　レベッカの肌が、アッシュの背に触れている。

　いや、単に触れているというのではない。

　まぎれもなく、それは密着状態だった。

　ぴたりと触れ合った肌を通して、レベッカの温ぬくもりを感じた。

「こうすれば、暖かいだろう？」

　ささやくような口調で、レベッカが告げた。

「そっ……そそっ、そうですね……！」

　狼ろう狽ばいのあまり、アッシュの声はすっかり裏返っている。

　アッシュは石のように固まって、ただただレベッカの背中を感じていた。





　　　　◇






　ジュリアス館を追いだされたエーコ、シルヴィア、ルッカ、ジェシカの四人は、校庭のベンチに並んで腰かけ、手て持もち無ぶ沙さ汰たな時間を過ごしていた。

　四人が四人ともアッシュに好意を抱いているのは、もはや明らかだ。

　そのせいで、どうも空気がぎくしゃくしている。誰だれも話題を提供することはなく、ただただ不穏な沈黙が続くばかりだった。

　──はあ……アッシュと一番強い絆きずなで結ばれてるのはあたしのはずなのに、どうしてあいつの周囲には、こんなに魅力的な牝メスがゴロゴロと……。

　エーコはさりげなく、シルヴィアとジェシカの胸もとを盗み見た。

　制服の布地を押し上げるほど、ふたりとも見事な乳房をしている。

　しかもシルヴィアは騎士国のお姫様だし、ジェシカはとにかく押しが強い。

　一方、ルッカは性格的にも控えめだし、バストサイズもエーコと同レベルだが、エクブラッド人ならではの、妖よう精せいじみた美び貌ぼうの持ち主だ。しかも天才少女。

　──も、もしかして……あたしって、この中じゃ一番、女の子としての魅力が足りないんじゃ……!?

　マザー・ドラゴンの情報のおかげで、エーコも種族の壁を気にする必要はなくなった。もう少し成長すれば、エーコも人間の赤ちゃんを授かることができるという。

　ようやくライバルたちと同じスタート・ラインに立てたことで、一度は完全に立ち直ったエーコだったが、またしても不安が胸をよぎった。

　──それに、レベッカも怪しいわ。

　今現在、ジュリアス館ではアッシュとレベッカがふたりきりで作業を続けている。

　あの真面目まじめそうなレベッカが間違いを起こすとは思えないが、この学院で最も強く、そして美しい女生徒といえば、誰だれもがレベッカ・ランドールの名を挙げるだろう。

　それに、レベッカがアッシュを見る目は、他の男子を見る目とは根本的に違う気がするのだった。

　もちろん根拠はない。

　動物的な──いや、女の勘である。

　そのときだった。

「──やあ、お嬢さんがた。ご機嫌はいかがかな？」

　天空を斬きり裂くように、黒髪長髪の男子生徒が飛来したのである。

　貴公子然とした、端正な生徒だった。

　ざっ……と風が巻き起こり、高貴な輝きを放つ聖竜マエストロが着陸する。

　あのクー・フリンに勝るとも劣らぬ巨体だった。額を飾る黒水晶が、ぎらぎらとした輝きを放っている。

　その黒水晶を一目見た瞬間、エーコはぞくりと身を震わせた。

　ただの装飾品にしか見えないが、なにやら不気味な波動を感じ取ったのである。

　貴公子は、聖竜マエストロの頭部に超然と立っている。

「あのお方は……！」

　貴公子の顔を見るなり、ジェシカがベンチから立ちあがった。どうやらジェシカには見覚えのある男らしい。

　エーコは貴公子の顔を見つめた。漆黒の長髪をひとつに束ね、眉まゆは細く凛りんとして、双そう眸ぼうは深い紺こん碧ぺきをたたえている。鼻び梁りようは高く、一流の彫刻家が彫った神像のようだ。

「……なによ、あんた？」

　エーコがじろりと睨にらみつけると、貴公子は朗らかに笑った。

「その幼竜じみた角……お前がエーコで間違いないな？」

　ずしん、ずしん……大きな地響きとともに、聖竜マエストロがエーコとの距離を詰めてくる。

　その気になれば、エーコを丸まる吞のみできそうな距離にまで達した。

　それでもエーコは恐れない。アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの末まつ裔えいである自分に、一介のドラゴンが危害を加えるとは思えなかったからだ。

　貴公子は優雅な仕草で、エーコに手を差しのべた。

「幼竜エーコ。今日から僕の仲間になれ」

「はあっ？」

　一体、この男はなにをいっているのだろう？

「いいか、エーコ？　お前は僕の覇道に必要不可欠な存在なんだ。はっきりいわせてもらうと、僕はお前が欲しい。正確には、アヴァロン聖竜皇家の力がね」

「あんた、まさか……帝国軍の手先じゃないでしょうね!?」

　エーコは警戒心をあらわにして、貴公子を睨にらみ据えた。

「ふっ……この僕を、機械油に塗まみれた帝国人と一緒にされては困るな」

「じゃあ、何者だっていうのよ？」

　その質問を待っていたとばかりに、貴公子は会心の笑みを浮かべた。

　そんな主人の内心を読み取ったのか、聖竜マエストロが後あと肢あしだけで立ちあがる。

　あっという間に、オスカーの姿は地上から離れた。

「僕の名はオスカー・ブレイスフォード、シェブロン王になる男だ！　そして、この子は我が忠実なる相パ棒ル、トリスタン！」

　はるかなる高みから、貴公子は威風堂々と宣言してみせた。

「上から目線にも、ほどがありますわね……」

　エーコの隣で、ジェシカが呆あきれたようにつぶやいた。

　そのとき、ずっと押し黙っていたシルヴィアが毅き然ぜんとして、前に進みでた。

「随分な挨あい拶さつだな、オスカー殿」

「これはこれは、シルヴィア・ロートレアモン王女殿下。周りの庶民とすっかり馴な染じんでいるので、まったく気づかなかったよ」

　オスカーは皮肉たっぷりに答えると、シルヴィアを見下ろした。

　ふたりは顔見知りらしい。片や騎士国の王女、片やシェブロン王国の貴族なのだから、どこかで顔を合わせていても不思議はないのかも……と、エーコは思った。

「失礼ながら、オスカー殿。確かあなたの王位継承順位は一〇八位だと記憶している。はっきりいえば最下位だ。現実的に考えて、あなたが即位するなど夢物語ではないか？」

「ふっ……確かに今の僕は最下位だけどね。目に見える情報だけに囚われていたら、とても騎士王パラデインにはなれないよ？」

「なんだと……!?」

　シルヴィアは頰ほおに血を上らせた。

「確かに、王位継承権を持つ者は百名を超える。だけどね、僕には聖竜マエストロトリスタンが付いているんだ。王位継承者の中でただひとり、僕は竜騎士ドラグナーなのさ」

　オスカーは自己陶酔じみた表情を浮かべると、さらに言葉を続けた。

「そして、シェブロン王家が王位継承者に求める条件は簡かん潔けつ明めい瞭りよう──男であることと、最強であること。それだけだ！　最強を求めるがゆえに、僕はエーコを欲する！」

「どうやら……話し合う余地はなさそうだな」

　シルヴィアは諦あきらめたようにつぶやくと、オスカーを睨にらみつけた。

「いいか、オスカー・ブレイスフォード！　竜族は騎士国の至宝だ。ロートレアモン騎士王家の姫として──そして同じ学院で学ぶ友として、私はエーコを護る！」

「あんた……！」

　その凛りんとした宣言を聞いたエーコは、ハッとしてシルヴィアの背中を眺めた。

　修道院から帰還して以来、エーコとシルヴィアの仲は、ずっとぎくしゃくしていた。

　アッシュの唇を奪ったシルヴィアのことが、エーコにはどうしても許せなかったし、シルヴィアのほうは部屋に閉じこもってばかりいた。

　にもかかわらず──エーコを狙ねらうオスカーに対し、シルヴィアは毅き然ぜんとして宣言したのである。さらに、エーコを「友」とまで呼んでくれた。

　エーコは思わず瞳ひとみを潤ませた。

　シルヴィアは懐から竜りゆう綺き華か晶しようを取りだして、蒼そう穹きゆうに掲げてみせた。

「──シルヴィア・ロートレアモンの名において命ずる！　ランスロットよ、我が召喚に応じよ！」

「おおおおおお……おおおおおぉん……！」

　シルヴィアの呼び声に応じ、ランスロットの咆ほう哮こうが雷鳴のごとく轟とどろいた。

　空間を跳躍して、ランスロットは瞬時に現れた。その背に跳び乗り、手綱を握ると、シルヴィアはオスカーを睨んだ。

　ただし、トリスタンと比べると、ランスロットはまだまだ小柄で、成長の余地を残している。年齢的には一歳差しかないはずなのに、両者の間には大人と子どもほどの差が感じられるのだ。決してランスロットが未成熟なのではない。むしろ、トリスタンの成長ぶりが桁けた外はずれなのだった。

「ふっ……ならば、お手並み拝見といこう。トリスタン！」

　オスカーの声に応じて、トリスタンが吼ほえた。

　トリスタンの鼻先に、紫電をまといつかせた光球が生じる。

　ばちばちと音をたてながら、光球は少しずつ肥大していく。

　──どんっ！

　直後、大地を揺るがすほどの衝撃が走った。

　トリスタンが発動させたのは、上位魔法──銀光の雷竜衝破シヤイニーシルバー・ライトニング・ブラストだった。

「くっ……ランスロット！」

　シルヴィアの意思に応じ、ランスロットが防御魔法のシールドを展開する。

　クリスタル状のシールドが輝きながら、ランスロットの前方に構築される。

　着弾──白銀の閃せん光こうが、エーコの視界を染めた。

　ジェシカの身体にしがみつきながら、エーコはうっすらとまぶたを開く。そして、信じがたい光景を目撃した。

　防御魔法のシールドもろとも、ランスロットがずるずると後退しているのだ。

「ふふっ。先ほどの威勢はどこへいったのかな、シルヴィア王女？」

　オスカーが嗜し虐ぎやく的てきに告げた。

　トリスタンは二射、三射と光球を飛ばし続けている。

「ぐっ……耐えるんだ、ランスロット！」

　シルヴィアが苦く悶もんの声を漏らす。さすがのランスロットも防戦一方となってしまい、もはや身動きがとれない様子だった。

「ガウェイン、来て！」

　と、シルヴィアの不利を悟ったルッカが竜りゆう綺き華か晶しようを振りかざし、ガウェインを呼んだ。

「うぉおおおおおおおおおおおおおお……！」

　ガウェインも空間を跳び越えて、瞬時に顕現した。

　ランスロットに負けず劣らず、壮絶な咆ほう哮こうを轟とどろかせると、ルッカを背に乗せる。そして、トリスタンに襲いかかった。

　トリスタンは攻撃魔法を中断すると、ガウェインの突進をひらりとかわした。

「すまない、ルッカ！」

　自由となったシルヴィアが、ランスロットをガウェインの隣に移動させると、

「あの人……とても強い……」

　ルッカにしては珍しく、眉まゆ根ねを寄せている。

「大丈夫だ、ルッカ。私たちが力を合わせれば、敵ではない」

　シルヴィアの力強い言葉に、しかし、ルッカは首を横に振って答えた。

「油断……禁物。トリスタンのおでこにある黒水晶……嫌な気配、感じる」

「なんだと？」

　シルヴィアは怪け訝げんそうに、トリスタンの額を飾る黒水晶に視線を向けた。

　と、オスカーが余裕の笑顔を浮かべた。

「ふっ。そちらは基礎過程ユニオスのエクブラッド人か。なかなか面白くなってきた」

　刹せつ那な、トリスタンの巨体が消えた。

　文字通り、ふっ……とその場から消失したのである。

「なっ！」

　シルヴィアが絶句したときにはもう、トリスタンはランスロットの背後に移動している。

　トリスタンの尻尾しつぽが鞭むちのようにしなり、ランスロットの後あと肢あしを直撃した。

　ランスロットは苦く悶もんの呻うめきをあげたが、それでも膝ひざは屈することなく、なんとか堪こらえた。振り向きざま、紅の炎竜吐息クリムゾン・エクス・ブレスを放つ。

　負けじとばかりに、トリスタンも深紅の吐息ブレスを炸さく裂れつさせる。

　至近距離でブレス同士が衝突し、爆風を巻き起こした。だが、同じブレス攻撃でも、火力はトリスタンのほうが圧倒的に上だった。

「うぐっ……！」

　シルヴィアとランスロットは呆あつ気けなく、後方に吹き飛ばされた。

　対照的に、トリスタンは爆風を浴びても微動だにしない。

　ランスロットは校舎にぶつかる寸前、かろうじて踏み留とどまったが、今度は膝を屈してしまう。シルヴィアはなんとか手綱を握っているが、苦痛に耐えている様子だった。

「ぐるるるる……」

　手負いとなったランスロットは、それでも主人たるシルヴィアを死守すべく、トリスタンに向けて威嚇的な唸うなりを漏らしている。

「──ガウェイン！」

　そのとき、ルッカがなにを思ったか、一直線に急上昇を始めた。

「まさか……！」

　エーコは目をみはった。

　数ヵ月前──湖畔の合宿所での戦いが脳裏をよぎったのだ。

　ルッカは学院上空を縦横無尽に飛び始めた。いや、決して縦横無尽ではない。ルッカは蒼そう天てんという名のキャンバスに、〈星せい刻こく〉の紋様を描いているのだ。騎き竜りゆう演えん舞ぶによる魔法を発動させるつもりらしい。

　ガウェインが滑空するたび、ピンク色の魔力光が尾を引いて、〈星刻〉の構図を完成形へと導いていく。オスカーは邪魔をする素振りも見せず、悠然としている。

　やがて〈星刻〉の模様が完成し、燦さん然ぜんと輝いた。

「騎竜演舞、弐にの舞──〝破断の槍雨ジヤベリン〟！」

　ルッカが叫ぶと同時に、地上を目がけ、魔力で構築された槍やりが降り注ぐ。

「ちょっ……ルッカさん!?　いくらなんでも、やり過ぎですわ！」

　無数の槍が高速で降り注ぐ光景を前に、ジェシカが蒼そう白はくとなって叫んだ。

「ふっ、あれが噂うわさに名高い騎竜演舞か」

　オスカーは頭上を振り仰ぐと、楽しそうにつぶやいた。

　直後、数十本もの槍やりが大地に到達し、土煙を朦もう々もうと舞い上げる。

　あっという間にオスカーとトリスタンは砂さ塵じんに吞のみこまれた。

　勝負は決したと思われたが、突如、土煙のむこうから不敵な声が響いた。

「あいにくだが、期待外れだ」

　エーコは愕がく然ぜんとして、前方に視線を凝らした。

　砂塵のヴェールが収まると、クレーターと化した大地の中央──無傷のトリスタンが堂々と立っていた。その頭上では、オスカーがさわやかに微笑ほほえんでいる。

「くっ……！」

　ルッカは高速でガウェインを着陸させた。エーコとジェシカを背中でかばいつつ、オスカーを真っ向から睨にらみつける。そのままの体勢で、背後のジェシカに声をかけた。

「ジェシカはエーコを連れて……逃げて。オスカーに敵かなうの……たぶんレベッカだけ！」

　普段はほんわかとしたルッカが、急に切羽詰まった声をあげた。

「──ルッカのいう通りだ。お前たちは、会長とアッシュに保護してもらえ」

　脇わきから声をかけてきたのは、シルヴィアだった。ルッカが時間を稼いだおかげで、少しは回復したのだろう。手綱をさばいて、ランスロットをガウェインの隣に並ばせた。

「わかりましたわ。さ、エーコさん！　ここはおふたりに任せましょう！」

　ジェシカはエーコの手首を引ひっ摑つかむと、一目散に駆けだした──のだが、十歩と進まぬうちに行く手をふさがれた。

「ふん。そうやすやすと逃がすかっての」

　漆黒のメイド服を着た少女が、壁のように立ちはだかっていたのである。

　黒革製の眼帯をしているせいか、奇妙な迫力を感じさせる少女だった。眉まゆはきりっと吊つりあがり、小生意気な印象を感じさせる。

「おら、さっさと幼竜エーコを置いていきな。さもないと──」

　眼帯少女は跳躍すると、懐からナイフを取りだした。右手に四本、左手に四本。計八本のナイフを、問答無用で投とう擲てきする。

「ひっ！」

　なんとかエーコを背中でかばいつつも、ジェシカは身をすくませた。

　──ばさっ！

　国旗が疾か風ぜに翻ひるがえるような音とともに、誰だれかが飛びこんできた。横方向に高速回転することで、スカートの裾すそを派手に翻し、流星群のごときナイフを叩たたき落おとす。

「ご機嫌よう、セレス様。随分と乱暴ですわね？」

　エーコとジェシカをかばうように立ちはだかったのは、なんとコゼットだった。買い物かごを提げているところを見ると、街での買い物をすませたばかりなのだろう。

　コゼットの周囲には、先ほどスカートの裾すそで叩たたき落おとしたナイフが散乱している。

「あんた、あの女を知ってるの!?」

　エーコが訊たずねると、コゼットは苦笑した。

「本名はセレスティーナ・ラフォン様。オスカー様の専属メイドですわ。一応、ラフォン家とシェリー家は親しん戚せき同士ですので、存じています」

「お前は第四王女のメイドか！　家畜は家畜らしく、道ばたに這はいつくばってろ！」

　セレスは眉まゆを限界まで吊つりあげると、コゼットを罵ば倒とうした。

「そのお言葉、そっくりそのままお返しします──同業者さん」

　コゼットはにこやかに応じると、小声でエーコとジェシカにささやいた。

「事情はよくわかりませんが、ここはわたくしに任せてくださいな」





　　　　◇






「結局、副会長は来てくれなかったな。わたしの指導力も、まだまだだ」

　しばらくの沈黙を経て、レベッカがぽつんと口を開いた。

「副会長ですか？」

　とりあえず、レベッカが話題を提供してくれたことで、アッシュは安あん堵どした。












　今なお、レベッカはアッシュに背中を密着させている。なにか喋しやべっていないと、理性の糸が断ち切られてしまいそうだった。

「ああ。一応、あいつにも手紙をだしておいたのだが」

「そういえば……俺おれはまだ、副会長に会ったことがないです。いつもサボッてばかりですけど、放っておいて構わないんですか？　そんな勝手な奴やつを野放しにしておくなんて、レベッカさんらしくない気もしますし」

「副会長のオスカーは、ちょっと訳ありでな。正直、私も手を焼いている」

　溜ため息いき交じりの言葉が返ってきたので、アッシュは意外な感に打たれた。

「レベッカさんほどの人が、ですか？」

「そうでなければ、放置したりはしないさ」

「どんな人なんです？」

「オスカー・ブレイスフォード。上級課程シニオスの二年生だ。彼の特徴を挙げていけば十指に余るだろうが……真っ先に挙げるべきは、やはりシェブロン貴族であることだろう」

「えっ？　シェブロン人なのに竜騎士ドラグナーっていうのは、おかしくないですか？」

「なんだ、君はそんなことも知らなかったのか？」

「すみません。学院内の情報には疎くて……」

「まあいい。君のいう通り、外国人に〈オーファンの儀〉を受ける資格はない。だが、シェブロンの王侯貴族だけは別だ。毎年数名ずつだが、シェブロン人の高貴な子どもたちが送りこまれている。いわば特別枠というわけだ」

「全然知りませんでした……」

「特別枠が制定されたのは、およそ五十年前らしい。もっとも、参加したシェブロン人が幼生オーフアンを身に受けたことは一度もなかった。単に竜飼い人ブリーダーとしての適性が認められなかったのか、マザー・ドラゴンがあくまでも騎士国民にこだわったのか……本当の理由は解らないが」

「じゃあ、副会長が最初の成功例だったと？」

「そういうことだ。特別枠の参加者を無視、あるいは拒絶し続けてきたマザーが、初めて認めたシェブロン人──それがオスカーというわけだ」

「とんでもない人ですね、副会長って……。でも、それだけなんですか？」

「どういうことだ？」

　一瞬、レベッカの背がぴくりと震えた気がした。

「相手がシェブロン貴族で、特殊な事情を抱えているのは解りました。でも、レベッカさんが手を焼く理由にはなっていない気がするんです」

「……ふっ。なかなか鋭いな、君は」

　レベッカは感心した風に微笑ほほえんだ。

「実はだな……」

　レベッカが急に歯切れを悪くしたので、アッシュは怪け訝げんに思った。

「以前から、オスカーはわたしに──」

　その瞬間、レベッカの言葉を遮さえぎるように、

　──ずぅん……！

　地鳴りのような音と、地震のような揺れが伝わってきた。

「うわっ！　今、確かに揺れましたよね？」

「ああ、震源はかなり近かった」

　触れ合った背中から、レベッカの緊張が伝わってくる。それでも、レベッカは背中を離そうとはしなかった。

「工事でもしてるんでしょうか？」

「いや、そんな予定は聞いていない」

　レベッカが冷静に答えた直後だった。

　──ばたんっ！

　応接間の扉が、けたたましく開かれたのだ。

「大変よ、アッシュ！」

「姫様とルッカさんが危ないですわ！」

　口々に叫びつつ飛びこんできたのは、エーコとジェシカだった。

　ふたりとも息も絶え絶えになっているが、アッシュとレベッカの姿を目の当たりにした途端、そろって眉まゆを吊つりあげた。

「ちょっ！　真面目まじめに掃除してたんじゃなかったの!?」

「まさかアッシュ様を誘惑するために、わたくしたちを追い払ったんじゃ!?」

　エーコとジェシカの、鬼気迫る形相が同時に迫る。

「ふたりとも落ち着け。水道管の事故で服が濡ぬれたから、乾かしているだけだ」

　うろたえるアッシュとは対照的に、レベッカは毅き然ぜんとして答えた。

「本当にそれだけですの？　もしかして、事後だったり……しませんわよね？」

「くどいぞ。そんなことより、シルヴィアとルッカが危ないとはどういうことだ？」

　レベッカが鋭い一いち瞥べつを与えたので、ジェシカはハッと我に返った。

「そうですわっ！　エーコさんがオスカー先輩に狙ねらわれて……！」

　言葉を詰まらせたジェシカのあとを、エーコが引き継ぐ。

「あたしたちを逃がすために、シルヴィアとルッカとコゼットが戦ってるのよ！」

　にわかには信じがたい話だったが、エーコとジェシカは真剣そのものである。

「じゃあ、さっきの轟ごう音おんは……！」

　アッシュは愕がく然ぜんとした。

　オスカーの目的がエーコだというのなら、アッシュにも無関係な話ではない。

　なんのつもりかは知らないが、オスカーがエーコを狙ねらっているというのであれば、アッシュがやるべきことは決まっている。

　たとえ相手が先輩だろうと、副会長だろうと、そしてシェブロン貴族だろうと──エーコに害を為なすならば、撃退あるのみだ。

「レベッカさん！　俺おれ、オスカーを止めてきます！」

　アッシュは生乾きの制服を引ひっ摑つかむと、素早く身に着けた。そして駆けだす。

「あたしも行くわ！」

　アッシュの背後から、エーコの鋭い声が響いた。





　　　　◇






「バカな！　こんなことが!?」

　校庭にたどり着くなり、アッシュは息を吞のんで凍りついた。

「うそでしょ……？」

　アッシュの隣では、エーコも呆ぼう然ぜんとしている。

　校庭には、ランスロットとガウェインが身体を丸めて横たわっていた。

　シルヴィアとルッカは、各々の相パ棒ルの背に突っ伏したまま、気を失っている。特に目立った外傷は見られないので、アッシュは安あん堵どした。

　一方、竜騎士ドラグナーたちの戦場からやや離れた位置では、

「はあああああああああああああああああっ！」

　ふたりのメイドが睨にらみ合ったまま、壮絶な気合をほとばしらせている。片方はコゼットだが、もうひとりは眼帯を装着した少女だった。アッシュの知らない顔だ。

　アッシュのはるか頭上から、涼やかな声が降り注いだ。

「──やあ、アッシュ・ブレイク。やっとおでましか」

　シルヴィアとルッカを倒した男は、聖竜マエストロトリスタンの頭上でくつろいでいた。

「あんたが副会長か？　なんの目的があって、こんなことをする？」

　オスカーはアッシュの顔をまじまじと見つめていたが、やがて微笑を浮かべた。

「一度、お前とはじっくり話したいと思っていたんだ。無論、拳こぶしと拳でな！」

　オスカーの叫びに反応し、トリスタンが一歩を踏みだす。

　ずぅん……！　と地鳴りがして、大地が縦に激しく揺れた。

「ちょっと待て！　拳と拳というなら、まずは降りてこい！」

　アッシュが頭上に向けて叫ぶと、オスカーは〝上から目線〟で冷ややかに告げた。

「なにも僕自身の拳とはいっていないよ？　お前が受けるのはトリスタンの拳だ」

「殺す気か!?」

「問答無用！」

　オスカーの意思を受け、トリスタンが前まえ肢あしを振りおろす。

　アッシュはエーコを抱き締めると、後方へ跳んだ。

「きゃっ！」

　エーコが小さく叫んで、アッシュにしがみつく。

　先ほどまでアッシュとエーコが立っていた地面を、トリスタンの爪つめがえぐり取る。轟ごう音おんとともに砂さ塵じんが舞い、視界を埋めつくす。灰色のヴェールを左右にかき分けるように、再びトリスタンの威容が現れた。

「おやおや。〝アヴァロンの騎士〟といっても、その程度かい？」

　オスカーは嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべた。

「ふふっ。次はかわせるかな？　行け、トリスタン！」

　トリスタンは咆ほう哮こうすると、アッシュをじろりと睨にらみ据えた。

　アッシュは奥歯を嚙かんだ。オスカーがエーコを欲しているのなら、本気で殺すつもりだとは思えない。

　──あの野郎、俺おれたちをいたぶって遊んでやがるのか……？

　トリスタンが激烈な雄お叫たけびとともに、再び前肢を振りあげる。

　太陽光が遮断され、アッシュとエーコの身体がすっぽりと影に覆おおわれた。

「ほら、どうしたんだい？　真面目まじめに逃げないと、本当にプレスしちゃうよ？」

　オスカーが意地の悪い笑みを漏らし、アッシュを見おろしたそのときだった。

「──ここは任せろ！」

　深紅の火球ブレスが一直線に飛んできて、トリスタンの横腹をかすめたのだ。

　白銀の体毛を焼かれたトリスタンは、不快感もあらわに、蒼そう天てんの一角を睨みつけた。

「レベッカさん！」

　アッシュは歓声をあげた。

　校庭の上空には、深紅の煌きらめきを帯びた聖騎甲アークを装備して、聖竜マエストロクー・フリンに騎乗したレベッカの勇姿があった。騎乗具に頼ることなく、パルの頭上に直立──その騎乗様式こそオスカーと同じだが、やはり聖騎甲アークの有無は決定的に見えた。

　レベッカはクー・フリンを華麗に着地させると、オスカーに鋭い視線を向けた。

「学院内での私闘は校則違反だぞ、オスカー」

「たかが校則に縛られる僕ではないさ」

「……まさかとは思うが、このわたしに本気で勝てると思っているのか？」

　眉まゆをひそめるレベッカに対し、オスカーはにやりと唇の端を吊つり上あげた。

「答えはイエス。レベッカ・ランドール最強伝説も、今日で終わりだ！」

　オスカーが得意げに宣言すると同時に、トリスタンの咆ほう哮こうが響きわたった。

「なにが始まるんだ……？」

　アッシュがつぶやいたそのとき、オスカーが託宣のごとく告げた。

「オスカー・ブレイスフォードが命じる！　汝なんじが創つ成くりし聖騎甲アークを我に献呈せよ！」

　オスカーの全身が金色の光に包まれる。そして閃せん光こう。まぶしさのあまり、アッシュもエーコも目を開けてはいられず、手をかざして視界を遮さえぎった。

　そして──光が途絶え、視界が回復した直後、アッシュは見た。

　綺き羅ら星ぼしのごとく光り輝く甲かつ冑ちゆうを装備した、聖天竜騎士アーク・ドラグナーの姿を──。

「見ての通りだ。僕もまた、晴れて聖天竜騎士アーク・ドラグナーになったのさ」

　オスカーは自信たっぷりに告げると、会心の笑みを浮かべた。

　獅し子しのたてがみを思わせる騎士甲冑は壮麗で、兜かぶとから拍車に至るまで黄き金ん色だった。

　黄き金んはシェブロン王国を象徴する色だし、獅子はシェブロン王家の家紋に使われている。

　おそらくトリスタンは、オスカーの出自や野望を踏まえた上で、その絢けん爛らんたる聖騎甲アークを創つ成くったのだろう。

「さあ、レベッカ。以前からの約束だ──僕が勝ったら、お前を嫁にする！」

「はあ？　どういうことだ!?」

　アッシュは驚きのあまり、つい口を挟んでしまった。あのレベッカに勝負を挑むだけでも無謀なのに、嫁にしようなどとは！　一体、どれほど自信過剰な男なのかと、呆あきれ果ててしまう。

「付け焼き刃の聖騎甲アークでわたしに勝てると思っているのか、オスカー？」

　レベッカが凛りんとした眼差しで、言葉の槍やりを突きつける。

「それでいい、レベッカ！　強い女ほど、僕は燃えあがるのだから！」

　その言葉が、試合開始の合図となった。主人の気迫に呼応して、クー・フリンとトリスタンが吼ほえ猛たけり、ばさりと翼をはためかせる。

　烈風とともに、真紅と黄金の聖天竜騎士アーク・ドラグナーは天高く飛ひ翔しようした。




　校庭には、騒ぎを聞きつけた教職員や警備員、竜舎に勤める竜丁グルームたちが集まりつつあったが、誰だれもが手をこまねいて、大空を見上げるばかりだった。

「すごい！　一般生徒とは次元が違いすぎる！」

　アッシュも頭上を仰ぎつつ、驚きを禁じ得ない。騎き竜りゆう学がく院いんの上空、地上百メートル前後の空域で、レベッカとオスカーは激しい空中戦を繰り広げている。

「──アッシュ様はご存知ですか？　オスカー様の二つ名を」

　そのとき、コゼットがさりげなく、アッシュの隣に歩み寄ってきた。

「コゼットさん!?　さっきの眼帯メイドはどうしたんです？」

「セレス様でしたら、ご覧の通りですわ」

　コゼットは天てん真しん爛らん漫まんな笑顔になると、背後を振り返った。その視線を追いかけたアッシュは、驚きのあまりのけ反りそうになった。

　校庭の片隅に、セレスは芋虫のように転がっている。

　ぴくぴくと痙けい攣れんしつつ、泡を噴いていた。

「コゼットさんがやったんですか!?」

「お恥ずかしいですわ」

　コゼットは右手を頰ほおに添えると、ポッと頰を赤らめた。コゼットにだけは逆らわないでおこうと、アッシュは心の中で誓った。

「そうだ！　姫様を放っておいてもいいんですか？　それにルッカも！」

「姫様とルッカ様でしたら、先ほど医務室に運んでおきましたので」

「早っ！」

　アッシュは目をむいた。事実、アッシュが校庭の片隅に目をやると、ランスロットとガウェインの背は空っぽである。コゼットの万能ぶりに、アッシュは舌を巻くばかり。

「そうだ、オスカーの二つ名というのは？」

　コゼットの言葉を思いだし、アッシュは訊たずねた。

「音速の貴公子ザ・バロン・オブ・ソニツク──それが、オスカー様の二つ名なのです」

「なるほど。速さだけなら、レベッカさん以上に見えますね」

　アッシュは上空を見上げつつ、納得した。

　そのとき、エーコがアッシュの袖そでを心配そうに引っ張った。

「ねえ、大丈夫なの？　あのオスカーとかいう奴やつ、あたしの力を狙ねらってるみたいだけど……もしレベッカが負けたら──」

　アッシュはエーコの頭に手を置くと、安心させるように告げた。

「大丈夫だ。さっきはレベッカさんに救われたけど、今度こそ俺おれがエーコを護るから」

「なっ……！」

　アッシュのストレートな言葉に、エーコは赤面した。

「もちろん、エーコの協力も必要だ。相パ棒ルのいない竜騎士ドラグナーなんて、ただの歩兵に過ぎないわけだし」

　薔ば薇ら色いろに染まった頰を見られるのが恥ずかしいのか、エーコはそっぽを向いた。

「わかってるわよ！　あ、あたしが創つ成くった聖騎甲アークを装備できるなんて、竜騎士ドラグナーとして最高の誉れなんだからね！」

「まだ未完成だけどな」

「なんですって！」

　エーコは悔しそうに地団駄を踏んだ。

　事実、エーコ製の聖騎甲アークは未完成のままである。まだ確固たる形状を得ていないため、甲かつ冑ちゆうというよりは、魔力の塊を着用しているようなものだ。

　それでも固有魔装──聖剣エクスカリバーは呼びだせるので、心強いのは確かだった。

　なによりも、竜族が主人に聖騎甲アークを献呈するのは、愛と忠誠の証である。主人を大切だと想う気持ちが最高潮に達したそのとき、聖騎甲アークは誕生するのだから──。

「あたしだって、できれば今すぐ完かん璧ぺきな聖騎甲アークを創つ成くってあげたいわよ。でも、あたしはまだ幼竜だし、知識や技術だって足りないし──」

　アッシュは苦笑すると、エーコの頭に手を置いた。

「ごめんな、エーコ。決してバカにしたわけじゃないんだ。エーコはエーコらしく、自分のペースで頑張ればいいからさ」

「！」

　頭を撫なでられながら、エーコは真紅の瞳ひとみを潤ませた。

　そのとき、壮絶な轟ごう音おんが大気を震しん撼かんさせた。風が逆巻いて、エーコの髪を激しく揺さぶった。コゼットもスカートの裾すそを押さえて、烈風に耐えている。

　やがて風ふう塵じんは収まった。アッシュは信じがたい気持ちで、校庭に墜おちてきた聖竜マエストロの姿を眺めやった。エーコとコゼットも息を吞のんでいる。

　天空から墜ちてきたのは、満まん身しん創そう痍いのクー・フリンだった。周囲の地面はクレーター状と化している。

「うそだろ？　レベッカさんが墜おとされた？」

　アッシュは信じられない気分で、つぶやいた。

　相パ棒ルの頭上、膝ひざをついたレベッカの聖騎甲アークには異変が生じている。装甲の一部が欠けて、素肌が覗のぞいているのだ。その痛ましい姿は、手折られる寸前の赤あか薔ば薇らを連想させた。

「──失望したよ、レベッカ」

　続けざま、オスカーを乗せたトリスタンが優雅に着陸した。

「お前は戦闘被害が周囲に及ばぬよう、案じながら戦っていたな？」

「そうだな。わたしは君を甘く見ていたようだ。君がこれほどの境地に達していたとは」

　傷を負いながらも、レベッカは冷静に答えた。

「ふん。ようやく僕の女になる決心がついたか？」

「いや、それはない」

「即答か！」

　オスカーにしては珍しく、真顔でツッコミを入れた。

「王妃の椅い子すなんて、わたしには窮屈すぎるんだ。解ってくれ、オスカー」

「そんなことはないぞ。やはりシェブロン王妃の座を温めるのは、お前の尻しりが一番だ。美しく引き締まったその尻なら、王妃の椅子も快く受けいれてくれるだろう」

　そういって、オスカーはにやりと嗤わらった。

「それよりも、だ。見たところ聖騎甲アークは崩壊寸前だし、クー・フリンも消耗している。せいぜい、あと一撃が限界ではないか？」

「そう思うなら、試してみるか？」

「ふっ。それでこそ僕の女だ」

　微笑をこぼしたのも束の間、オスカーは急に不満げな表情を浮かべた。

「実をいうと、お前の魔ま槍そうゲイ・ボルグが、僕はずっと気に食わなかった。今日こそは、その忌々しい槍やりをへし折ってくれる！　飛べ、トリスタン！」

　オスカーはトリスタンに命じ、急上昇を始めた。

「行くぞ、クー・フリン！」

　レベッカもまた、クー・フリンを飛ひ翔しようさせた。

　そして、ふたり同時に固有魔装を召喚する。

「顕現せよ！　不流ながれずの魔ま弓きゆう──その銘はフェイルノート！」

　オスカーが呼びだしたのは、黄き金ん色に輝く弓だった。右手が弓ゆ弦づるを引くと同時に、魔力で構築された矢が顕現する。

「顕現せよ！　一撃必中の魔槍──その銘はゲイ・ボルグ！」

　一方、レベッカも真紅に光り輝く魔槍ゲイ・ボルグを呼びだした。レベッカの右手に収まるなり、すさまじい魔力の波動を放つ。

　固有魔装同士が共鳴し、熱気を孕はらんだ風が唸うなる。

　アッシュは咄とつ嗟さに、暴風からエーコの身体をかばった。するとエーコはさりげなく、キュッと手を握ってきた。指と指が絡んでいる。アッシュがドキリとして、肩ごしに振り返ると、エーコはもじもじと恥ずかしそうにうつむいた。それでも手は握ったままだ。

　こんな状況だというのに、アッシュは顔を熱くした。

「──魔ま弓きゆうフェイルノート。聞いたことがありますわ。決して標的を外すことのない、百発百中の弓だとか。決して流れ矢を生まぬ弓……それゆえに『不流ながれず』なのでしょう」

　コゼットの説明を聞いて、アッシュはある事実に思い当たった。

「それって、レベッカさんのゲイ・ボルグと特性が似てますよね。ゲイ・ボルグも一撃必中の槍ですし」

「ええ。どちらも相手の〝運命〟に干渉するタイプの兵器ですわね」

「そうか！　オスカーがさっき、ゲイ・ボルグが気に入らないっていってたけど、フェイルノートと似てるのが嫌なんだ……」

　アッシュがつぶやいた直後、レベッカとオスカーが必殺の一撃を繰りだした。

「僕の嫁になれ、レベッカ！」

　その言葉とともに、オスカーが弓ゆ弦づるを離す。

「わたしに勝てたなら、一秒くらいは考えてやる！」

　レベッカが魔ま槍そうを振るう。稲妻のごとき閃せん光こうが走った直後、魔力の塊が大地と水平にほとばしり、レベッカとオスカーの中間地点で激突した。

　びりびりと大気を震わせながら、魔装攻撃による力比べが始まる。

　その攻防は、まさしく一進一退かと思われたが──。

「君の負けだ、オスカー！」

　突如、レベッカが大だい音おん声じようを放った。

「この期に及んで強がりだと？　レベッカ・ランドールも堕ちたものだな！」

　オスカーの皮肉を黙殺すると、レベッカは凛りんとして宣言した。

「レベッカ・ランドールの名において命じる！　クー・フリンよ──汝なんじが献呈せし聖騎甲アークの、真なる姿を我に示せ！」

「なんだと……!?」

　オスカーが動揺を見せたそのとき、レベッカの聖騎甲アークに異変が起きた。

　真紅の光こう輝きがほとばしり、各々の装甲が変形を始めたのだ。頭部をすっぽりと覆おおう兜かぶとが新たに構築されたかと思うと、肩から胸もと、腰に至るまで、新型装甲が次々と展開されていく。さらには、真紅のマントがばさりとひるがえった。

「バカな！　今までは本気じゃなかったというのか？　この牝め狐ぎつねが！」

「行くぞ、オスカー！　魔槍ゲイ・ボルグ──〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟！」

　レベッカの言葉に呼応して、今度は魔槍に変化が生じた。重々しい金属音を奏でつつ、各部が伸張し、新たなパーツが追加されていく。

「わたしを本気にさせたことは誉めてやる！」

　レベッカが痛烈に叫ぶと同時に、先ほどまでとは比較にならぬ魔力がほとばしった。

「ふざけるな！　お前ひとりモノにできなくて、王座に就けるものか！」

　宙空でぶつかり合う、ふたつの光こう芒ぼう──一方は真紅、他方は黄き金ん。その衝突点は、一度はオスカーの手前まで移動していたのだが、再びオスカーが盛り返し始める。

「なんてやつだ！　今度こそレベッカさんは全力なのに、押し返してる！」

　アッシュが額に汗を浮かべていると、コゼットが深刻そうに告げた。

「いけませんわ。一撃必中の魔槍と、不流ながれずの魔ま弓きゆう……どちらも、先に『撃破する』という結果を定め、そこから『攻撃する』という原因に逆行するタイプの兵器です。このまま無意味な鍔つば迫ぜり合あいが続けば、おふたりの命にも関わります」

「でも、レベッカさんなら、その事実に気づいていてもおかしくないのでは？」

「もちろんレベッカ様ならお気づきでしょう。ですが、もはやレベッカ様自身にも、互いの魔装が定めた運命を止められないのでは──」

　コゼットの言葉を最後まで聞き終えないうちに、アッシュはエーコを振り返った。

「頼む、エーコ。お前の創つ成くった聖騎甲アークを出してくれ！」

「ちょっと、どうするつもり？」

　エーコは眉まゆをひそめて、アッシュの顔を見つめた。

「エクスカリバーを使って、あのふたりの魔装攻撃を中断させる。魔ま槍そうと魔ま弓きゆうが定めてしまった運命ごと、消滅させるしかない！」

「そんなことって、できるの？」

「できるかどうかは問題じゃない。やるしかないんだ！」

「……わかったわ」

　エーコは意を決したように、胸の前で拳こぶしを握りしめた。目を閉じると、聖騎甲アークを呼びだす呪じゆ文もんを唱える。

「兜アルメーテ、首鎧ゴルハール、胸当ペート、背当エスパルダール、腰当ブラフオネーラ、尻当フアルダーヘ、草摺エスカルセーラ、冠板ブフエータ、肩当オンブレーラ、上膊当ブラサール、肘当コダル、前膊当アンテブラーソ、手甲マノーポラ、股当キホーテ、膝当グアルダ、脛当グレーバ、鉄靴エスカルペ……」

　アッシュは目をみはった。以前は途切れ途切れだった呪文を、エーコはよどみなく唱えてみせたのだ。そして、呪文の最後をしめくくるフレーズを勇ましく叫ぶ。

「──拍車エスポラーソ！」

　神聖なる魔力を孕はらんだ風がアッシュの肌に吹きつけた。

　白銀の閃せん光こうがほとばしり、アッシュの全身を包みこむ。

　左腕の〈星せい刻こく〉が反応し、激しい熱を帯びる。

「くっ……！」

　肌に痛いほどの熱量を感じ、〈星刻〉が見る見るうちに肥大する。そしてアッシュの全身に広がっていく。フォンティーン城でモルドレッドを撃退したときと、まったく同じ現象だった。

　光の海にぼんやりと浮かびつつ、アッシュは温ぬくもりを感じていた。まるでエーコの体温のようだと思った。

　そして、エーコ・オリジナルの聖騎甲アークが顕現──したはずなのだが、アッシュの装備に変化は見られない。全身の皮膚に〈星刻〉が及んでいることを除けば、見た目は制服姿の男子生徒そのものだった。

　まだ幼竜のエーコには、聖騎甲アークを構築するのがやっとで、明確な造形を与えるのは無理なのだ。それでもアッシュは感じている。

　──エーコがアッシュのために創つ成くってくれた、聖騎甲アークの守護を。

「はぁ、はぁ……どう？　最短記録更新よ！」

　魔力を消耗したエーコは、肩で息をしながらも、自信たっぷりに微笑ほほえんでみせた。

　エーコのいう通り、これほど迅速に聖騎甲アークを構築してみせたのは初めてだった。

「ありがとな、エーコ」

　アッシュはエーコの頭を撫なでると、はるか上空をキッと見据えた。そして、聖騎甲アークの力を借りると、空に向けて跳躍した。
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　校舎がミニチュアに見えるほどの空域で、レベッカは焦燥感に駆られていた。

　これほど両者の実力が伯はく仲ちゆうしていると、もはや共倒れ以外の道はない。奥歯を嚙かみ締しめたそのとき、巨大な魔力反応が近づいてくるのに気づいた。

「うおおおおおおおおおおおおっ！」

　それは、大剣を携えたアッシュの叫びだった。驚くべきことに、〈星せい刻こく〉が全身に広がっている。一応、アッシュ自身の報告を聞いてはいたが、こうして目の当たりにするのは初めてだった。

　アッシュはぐんぐん迫りつつ、聖剣エクスカリバーを鞘さやから抜き放つ。まずはレベッカに鋭い視線を走らせた。

「レベッカさんを射貫くという運命！」

　続けざま、今度はオスカーを一いち瞥べつする。

「オスカーを刺し貫くという運命！」

　圧倒的な魔力を白刃にこめて、アッシュは大剣を振りかぶった。

「どちらも俺おれが断ち切ってみせる！」

　そして一いつ閃せん。魔装攻撃同士の衝突点に、聖剣は轟ごう然ぜんと音をたて、干渉した。

　突如として加わった外圧のせいで、行き場を失った魔力が大爆発を起こしそうになったのも一瞬のこと、エクスカリバーが燦さん然ぜんときらめく。

　レベッカは喉のどの奥で唸うなった。暴発寸前だった魔力エネルギーのすべてが、エクスカリバーの白刃に吸収されてしまったのだ。

　アッシュは平然と空中で軽々とターンすると、トリスタンの頭部に跳び乗った。エクスカリバーの切っ先を、オスカーの胸もとに突きつける。

「〝アヴァロンの騎士〟と戦う意志はあるか、オスカー？」

　その眼光と口調には、傍から見ていたレベッカでさえ、ぞくりとしたほどだった。

　──とくん。

　突然、レベッカの鼓動が跳ねあがった。

　それは、レベッカが一度も経験したことのなかった、ときめきだった。

「くっ……今日のところは、この辺で許してやる！　だけど、僕は決して諦あきらめない。レベッカも、そしてエーコもだ！」

　そういって、オスカーはトリスタンの巻き角にしがみついた。直後、主人の意図を察したトリスタンが、素早く頭を振った。

「うわっ！」

　不意を衝つかれたアッシュは、たまらず宙に放りだされてしまう。

「アッシュ！」

　レベッカは思わず眼下を覗のぞきこんだ。

「だ、大丈夫です……」

　アッシュはなんとか宙に留とどまっている。不可視とはいえ、エーコが創つ成くった聖騎甲アークは、今もアッシュを守護しているのだろう。エーコの想いの強さを、レベッカは痛感させられた。と同時に、エーコが聖騎甲アークの造形を成し遂げたとき、アッシュはどのような勇姿を見せてくれるのだろう……と思うと、胸が躍おどるのだった。

　その隙すきに、オスカーとトリスタンは空の彼方へと飛び去っていた。





"Wheel of Fortune ～A.S.B.1365.9～" is closed.








第三話　アーニャの帰還









　天秤宮ライブラの月──第一日。

　アンサリヴァン騎き竜りゆう学がく院いんでは、いよいよ後期課程が始まる。

　実家に帰省していた学院生が戻ってきたことで、夏休みの間はやや寂しげだった学院都市も、今では活気を取り戻している。

　午前中、学院生たちは始業式のため、講堂に集まっていた。

　アッシュとレイモンは、上級課程シニオス一年の最後列で、ぼんやりと突っ立っている。最前列で直立不動しているシルヴィアやマックスとは違い、のんびりとくつろいでいた。

　もっとも、アッシュのほうは、ある悩みを抱えていた。

「いててて……」

「どうした、アッシュ？　腰痛か？　夏休みの間に大人の階段を上りきったか？」

　レイモンはにやりと笑うと、アッシュの背中をバンバンと叩たたいてきた。余計に痛みが増幅されてしまい、アッシュは忌々しげに叫ぶ。

「そんなわけないだろ！　全身が筋肉痛なんだよ」

「確かに、夫婦の営みは全身運動でもあるからな。エーコちゃんの姿が見えないのも、そのせいか？」

「いい加減そこから離れろよ！　それと、エーコはただの寝坊だ」

「ま、俺おれにはわかってたけどな。お前が清らかなままだってことに」

「だったら最初からいうなって！」

「ついでに、俺も清らかなまま新学期を迎えてしまった……」

　ず～ん、と落ちこんでしまうレイモン。見た目は美男子なのに、相変わらずモテない人生を突き進んでいるようだ。アッシュは苦笑した。

「そいつは残念だったな」

「で、どうしてお前は全身筋肉痛なんだ？」

　アッシュは仕方なく、先日の一件を話して聞かせた。

　オスカーの襲撃を受けたこと。

　エーコ自身が創つ成くった聖騎甲アークを装備して、なんとか撃退には成功したこと。

　ただし、エーコ製の聖騎甲アークは肉体への負荷が高く、短時間の装備でも激しい筋肉痛をもたらすこと……等々。

「マジかよ!?　そんなことがあった割には、大して噂うわさになっていないようだが？」

　レイモンは不思議そうに首をひねった。

　事実、あれだけの私闘が繰り広げられた割には、誰だれもその話題を口にしていない。

「まだ夏休み中で、学院生の大半は帰省してたからな。それに、アンサリヴァンの生徒会長と副会長が決闘したなんてことが外部に漏れたら、市議会で槍やり玉だまにあげられても不思議じゃない」

　アッシュの説明に、レイモンは納得の表情を浮かべた。

「確かに、前代未聞の醜聞だよな。じゃあ、ミラベル王女あたりが箝かん口こう令れいを敷いたってとこか……」

「そうじゃなければ、今いま頃ごろは新聞記事になってたと思う……」

　アッシュは溜ため息いき交じりにうなだれた。

　あの私闘の直後、アッシュたちは学院長室に呼び出され、ミラベルから厳重注意を受けたのだ。

　注意だけですんだのは、幸運だったともいえる。学院内での私闘に対しては、厳罰をもって対応するのがアンサリヴァンの習わしなのだ。

　すべての元凶はオスカーだったわけだが、本人はさっさと逃亡したため、なんの咎とがめも受けてはいない。廊下の掲示板に「一週間の謹慎処分」を申しわたす告知が張りだされたものの、本人には痛くもかゆくもないだろう。理不尽な話だった。

「おっと、噂をすれば──」

　ふいに、レイモンが壇上に視線を向けた。

　ちょうど学院長のミラベルが挨あい拶さつを始めたところだった。

「ご機嫌よう。学院長のミラベル・ロートレアモンです」

　覚かく醒せいしたエーコが暴走し、フォンティーン城を窮地に追いこんだ襲撃事件を受け、アンサリヴァンに派遣されてきた第三王女、ミラベル。

　王女という身分の割にはシンプルな服装をしているが、白銀の髪といい、冷徹な眼差しといい、その存在感は圧倒的ともいえる。一挙一動に、きらびやかな星ほし屑くずが芽生えているかのようだった。

「さて……生徒の皆様に、是非とも守っていただきたいことがあります」

　決して大きな声でもないのに、凛りんとした声は、講堂のすみずみまで響きわたる。その鋭い言葉には、学院生の多くが緊張し、ごくりと唾つばを飲みくだしたほどだ。

「ひとつ、わたくしの個人的な研究を邪魔しないこと。ひとつ、わたくしのティータイムを邪魔しないこと。それと──」

　ミラベルは急に口ごもると、ポッと頰ほおを染めた。

　あまりの可か憐れんさに、男子だけではなく、女子までもが見とれている。アッシュとレイモンも例外ではなかった。

「そ、その……わたくしが学院長に就任して以来、こ、こ……」

「恋文ですわ、姫様」

　ユニスがさりげなく、横から助け船をだした。

「そ、そう、恋文を送りつけてくる生徒が、あとを絶ちません。ですが、こういうことは迷惑ですので……以後、謹んでください」

　ぷいっと顔を背けると、ミラベルは早足で舞台から下りた。まっすぐ出口に向かう。王女の影のごとく、ユニスが音もなく付き従った。

　普段は冷然としたミラベルだが、どうやら色いろ恋こい沙ざ汰たには慣れていないらしい。

　恋文という単語さえなかなか口にできないとは、箱入り娘にもほどがあるな……と、アッシュは思った。

　一国の王女様なので、当然といえば当然かもしれない。

　だが、エスパーダ聖庁大学院に留学していたという経歴を考えれば、恋文のひとつやふたつでうろたえるのは意外だった。案外、研究室に引きこもってばかりで、周囲との交流はなかったのかもしれない。

「ミラベル王女……いい！」

　アッシュの脇わきでは、レイモンが親指をグッと突きたてている。いつになく鼻息が荒い様子だった。

「よし、俺おれもミラベル王女に恋文を送ってくる！」

「待て待て！　さっき注意されたばっかだろうが！」












　アッシュは呆あきれて、相変わらずな親友にツッコミを入れた。
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　午後からは職員会議が控えているため、正午の鐘とともに放課後が訪れた。

　アッシュは帰り支度をしながら、オスカー・ブレイスフォードについて考えている。

「もう、早くしてよね！　お腹がペコペコだわ」

　すぐ隣では、始業式には寝坊して間に合わなかったものの、授業には制服姿で潜入していたエーコが、アッシュを促している。

　エーコの制服姿を見るのは、久しぶりな気がした。

「ほら、おいしいお肉があたしを呼んでいるのよ！」

「ああ……わかってる」

　とは答えつつも、アッシュはなおも考え続ける。

　フォンティーン城での大事件以来、ゼファロス帝国軍に目立った動きは見られず、アッシュもエーコも安心していたのだが──今度はオスカーという曲くせ者ものが現れた。

　帝国軍ほど厄介な相手とも思えないが、仮にもシェブロン貴族である。なまじエーコに秘められた力が巨大であるだけに、最悪、外交問題に発展する可能性も考えられた。

　とりあえず、アッシュはレイモンの情報網を頼ることにした。

「すまん、エーコ。もう少し待っててくれ。レイモンに聞きたいことがあるんだ」

　アッシュが両手を合わせて頼みこむと、エーコはなんとか折れてくれた。

「……仕方ないわね。さっさとすませなさいよ？」

「ああ、悪い」

　アッシュはレイモンの席に駆け寄ると、声をかけた。

「なあ、レイモン。オスカーについてなんだけど……情報通のお前なら、なにか聞いていないか？」

「ああ、いいぜ」

　レイモンは秘蔵の手帳を開くと、ぱらぱらとページをめくり始めた。

　女子生徒のプロフィールが満載の手帳である。実は多くの男子生徒が、この手帳に記された情報を求めて、小銭を落としていくのだった。

　ふと、アッシュは強烈な違和感を覚えた。

「ちょっと待て、レイモン。オスカーは男なのに、どうして自慢の手帳が出てくる？」

　レイモンは「ふっ」と意味深な微笑を漏らすと、前髪をかきあげた。

「ときに〝可愛い〟とか〝美しい〟は、性別をも超えてしまうんだよ。お前だって、いずれは解るようになるさ」

「……俺おれはお前の将来が心配になってきたぞ？」

「大丈夫さ、アッシュ。お前は俺の好みじゃないから」

「さらりと妙なことをいうな！」

「まあ、冗談はともかく──オスカー・ブレイスフォードはシェブロン王国出身で、現在は上級課程シニオスの二年生。授業や学院行事はサボってばかりだが、そのくせ試験の成績だけは常に上位をキープしてやがる。学年五位を下回ったことはないから、教師も文句はいえないようだ」

「マジか……！」

　あまり勉強ができそうなタイプには見えなかったので、アッシュは驚かされた。

「しかも今のシェブロン王が愛人に生ませた子だから、ただの貴族じゃなくて、ちゃんと王位継承権も持っている。まあ、その愛人が平民だったせいで、王位継承順位は一〇八位──はっきりいえば最下位だけどな」

「あれ？　ブレイスフォード家ってのは、確かシェブロン貴族の家柄だろ？　てっきり母親の家系かと思ってたけど」

「俺も詳しいことは知らないが、母親はオスカーが幼い頃ころに亡くなっている。その後、ブレイスフォード家がオスカーを養子として迎え入れたそうだ」

「そうだったのか。ああ見えて、いろいろと苦労してるのかもな……」

　他にも、レイモンは細かな情報をいくつか教えてくれた。

　候補生としての資格は充分でありながらも、アロンヌ湖畔での選抜合宿には絶対に参加しないこと。寮では絶対に、一人部屋にしか住まないこと……等々。

　レイモンは手帳を閉じると、顔をあげた。

「まあ、副会長のことだったら、俺おれよりも姫様のほうが詳しいかもしれないな。シェブロン王家とロートレアモン騎士王家には深いつながりがあるし、王侯貴族じゃないと知り得ない噂うわさだって聞いてるかもしれない」

「なるほど。それは一理あるな」

　アッシュはさりげなく、教室の最前列に視線を向けた。

　シルヴィアは、ちょうど帰り支度をしているところだった。

　オスカーとトリスタンに負わされた怪け我がは、既に治っているようだ。治癒系の竜媒魔法オラクルが効いたのだろう。

　声をかけるなら絶好のチャンスだが、アッシュは踏み留とどまった。

　あの夜、修道院で交わしたキスが脳裏をよぎったのだ。

「どうしたアッシュ？　顔が赤いぞ」

　不思議そうに訊たずねてくるレイモン。

「い、いや、なんでもない、なんでもないぞ！　そうだな、確かに姫様ならなにか知ってるかもしれないけど……」

「駄目よ！　シルヴィアに頼るのは駄目！」

　急に口を挟んできたのは、エーコだった。いつの間にか、アッシュの背後に忍び寄っていたのだ。待ちくたびれたのかもしれない。

「あれ？　最近じゃあ、エーコちゃんも姫様とは仲良くしてるんじゃなかったか？」

　夏休みの一件を知らないレイモンは、怪け訝げんそうにエーコを眺めやった。

「と、とにかく駄目よ！　シルヴィアだけは──」

　焦るエーコを尻しり目めに、しかし、レイモンは一息に叫んでしまった。

「おぉい、姫様ぁ！　アッシュの奴やつが、姫様に訊ききたいことがあるんだってさ！」

「ちょっ、お前……！」

　アッシュは焦ったが、既に手遅れだった。

　レイモンがアッシュの名前を告げた途端、シルヴィアの肩は大おお袈げ裟さなくらいに、ビクンと震えたのである。

「おいおい、どうしたんだ？　今さら恥ずかしがる間柄でもないだろう？」

　レイモンは決して嫌がらせをしているのではなく、心の底から不思議に思っているようだった。

　もっとも、そんなレイモンの善意が、今は非常にもどかしい。

「そ、それはだな……むしろ今だからこそ恥ずかしいというか──」

　アッシュの様子を見て、レイモンは急に鋭い目をした。

「お前……まさか！　姫様との間になにかあったのか？　だから、エーコちゃんも姫様を避けようとして？」

「い、いや、決してそういうわけでは……！」

「そ、そそっ、そうよ！　違うのよ！」

　口ではなんとか否定したものの、レイモンが図星を指してきたので、アッシュとエーコはパニック寸前に陥ってしまう。

「うーむ、怪しい……」

　レイモンがいぶかしげに目を細めたそのとき、帰り支度を終えたシルヴィアが、遠慮がちに歩み寄ってきた。

「その……私に訊ききたいことがあるそうだが？」

「あ、うん……」

　アッシュは緊張のあまり、それだけを答えるのが精一杯だった。

「良かったら……一緒に昼食でもどうだ？　実は〈ラ・テーヌ〉が新装開店したらしくてな。ひ、ひとりでは入りづらいし……」

　シルヴィアの楚そ々そとした態度を見て、レイモンは目を丸くした。

　ましてや、シルヴィアのほうからアッシュを食事に誘ったのである。レイモンよりもむしろ、アッシュ自身が驚いた。

「あの……本当に姫様ですか？　実はコゼットさんの変装だったりして？」

　レイモンが愚かな質問をしたので、シルヴィアは柳りゆう眉びを吊つりあげた。

「そんなはずがなかろう！　わっ、私はアッシュを誘っているのだ！　なにか文句があるのかっ!?」

「いえいえ、滅相もないです！　そ、それじゃあ、俺おれは急用を思いだしたので……また明日な、アッシュ！」

　レイモンは恨めしげな視線でアッシュを見やると、そそくさと逃げだした。明日になったら、きっと恨み言と質問攻めが待っているのだろう。

「そ、それで、お前は私の誘いを受けるのか？　それとも断るのか？」

　アッシュに詰めよるシルヴィア。

「ちょっと、どういうつもり!?」

　アッシュをかばうように、エーコが飛びだしてくる。すかさず、アッシュの右腕にしがみついた。

「……っ！」

　なまじ竜族並みの怪力を誇るエーコである。アッシュは一瞬、腕の関節が外れたかと思った。それでも悲鳴を漏らすのは、なんとかこらえた。

「ならば、三人で〈ラ・テーヌ〉に行けばすむことだ。うむ、そうしよう！」

　シルヴィアはエーコに対抗するかのように、アッシュの左腕をつかんだ。まるで恋人同士のように、腕を絡ませてくる。

「ひっ、姫様？」

　以前のシルヴィアであれば、考えられない仕草だった。告白とキスをしたことで、吹っ切れたのかもしれない。

「ちょっと……なにをしてるのよっ！」

　エーコが文句を飛ばしたが、シルヴィアはもはや取りあわず、アッシュを促した。

　右手にエーコ。

　左手にはシルヴィア。

　教室に居残っていた生徒たちは、一様に目を丸くして、両手に花のアッシュを見送るばかりだった。
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　夏休みの間に店内改装を終えた〈ラ・テーヌ〉では、新装開店を記念して、ウェイトレスたちが様々なコスチュームを身にまとい、給仕を務めていた。

　犬や猫などの小動物、女騎士、丸っこい幼竜……などなど、仮装のバリエーションは豊富である。

　店内は賑にぎわっており、空席は数えるほどしか見当たらない。あと少し遅れていたら、並ぶ羽目になっていただろうと思われた。

「今日は俺おれがおごるよ」

　アッシュは空いたテーブルに着くなり、さりげなく告げた。

　実は竜騎士ドラグナーに任命されたことで、アッシュの懐には毎月、給料が入るようになったのだ。今ではもう、〈ラ・テーヌ〉に通い詰めたとしても懐は痛まない。苦学生だった頃ころを思えば、夢のような話だった。

「へえ。自分からそんなことをいいだすなんて、少しは甲か斐い性しようが身についてきたじゃないの」

　そんなアッシュを、エーコは頼もしく思っている様子だった。もっとも、エーコの食費は誕生以来、ずっとアッシュが負担していたわけだが。

「ふん。男の稼ぎをアテにするようでは、まだまだだな。騎士国の女たるもの、軽けい佻ちよう浮ふ薄はくなシェブロン女のごとく男に媚こびるのではなく、自立を目指すべきだ」

　シルヴィアがエーコを牽けん制せいするような発言をしたので、アッシュは冷や汗をかいた。案の定、エーコはシルヴィアに牙きばをむく。

「なんですって？　じゃあ、ここはシルヴィアが奢おごりなさいよね！　元々、あんたの誘いで来たんだから！」

「こらこら！　姫様に対してそんないい方はないだろ？」

「なによ、シルヴィアの肩をもつわけ!?」

　エーコは頰ほおを真っ赤に染めている。

「そ、それはだな……」

「喧けん嘩かは見苦しいぞ、お前たち。たかが学食のメニューごときで、いちいち揉もめる必要はあるまい。エーコのいう通り、この店に誘ったのは私だ。全額、わたしが負担しよう」

　シルヴィアの太っ腹な発言に感心したのも束の間、アッシュは違和感を覚えた。

「いや、ちょっと待て。俺おれ、姫様がお金を払ってるとこなんて、一度も見たことがないんだけど」

「むっ？　なにがいいたいのだ、アッシュ？」

「なあ、姫様。失礼なことを聞くけど……手持ちはあるのか？」

「手持ちだと？　なんのことだ？」

　シルヴィアは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「まさか、財布を持ってないとか？」

「どうして一国の王女が財布を持つ必要がある？　財布なら、いつもコゼットが管理しているぞ？」

「そのコゼットさんは、どこにいるんだ？」

「確か、入浴用のアロマオイルが切れたから、買いに行くとかいっていたな。だが、ロートレアモン騎士王家の名をだせば、つけでいくらでも食べられるはずだ」

「いやいや、城下町の三つ星レストランならともかく、ここは学院都市だからな？　姫様だって、大衆店を相手に王家の威光を振りかざしたくはないだろ？」

「うっ……それはそうだが」

「やっぱり、今日は俺がご馳ち走そうするよ。姫様には、いろいろと聞きたいこともあるし」

「すまん、アッシュ……」

　がっくりとうなだれるシルヴィアを見て、

「ふん。今回はあたしの勝ちね！」

　エーコは得意満面、誇らしげに笑っている。

「いやいや、お前が威張るところじゃないからな？」

　アッシュが呆あきれたようにツッコんだそのとき──

「おっ、お帰りなさいませにゃん……ご主人様！」

　メイド服に猫耳と尻尾しつぽを追加したウェイトレスが現れたので、アッシュは度肝を抜かれた。しかもウェイトレスの顔に見覚えがあったことで、驚きは倍増した。

「アーニャなのかっ!?」

　アッシュは呆ぼう然ぜんとして、ウェイトレスの顔を見つめた。

　エーコとシルヴィアも硬直したまま、言葉を失っている。

　褐色の肌。漆黒の髪に鋭い眼差し。小柄ながらも、どこか雌め豹ひようを思わせる体つき。まぎれもなく、かつては敵として戦ったアーニャだった。

「はにゃっ！　アッシュ・ブレイクに幼竜エーコ！　そっ、それにシルヴィア王女だにゃんっ！」

「お前、言葉使いが変だぞ？」

　アッシュが冷静に指摘すると、アーニャは全身から湯気を立ち上らせんばかりに、真っ赤になった。

「そっ、それは、店長の命令だから仕方なく……」

　アーニャはぶつぶつとつぶやきながら、視線をさまよわせている。

　そのエキゾティックな美び貌ぼうに、アッシュは思わず惹ひきつけられた。

　猫耳と尻尾しつぽの飾りが、アーニャの可か憐れんさをさらに引き立てている。

　まるで可憐な黒猫だ。

　フリルが満載のメイド服も、びっくりするほど似合っている。スカートは膝ひざ丈たけよりも短く切り詰められて、太ももがさりげなく覗のぞいているのが悩ましい。












「ぐはっ！」

　アッシュが見とれていたら、突然、左右の脇わき腹ばらに肘ひじ鉄てつを食らった。

「なっ……なにをするんだよ、エーコ！　姫様まで一緒になって！」

　アッシュが反論すると、エーコとシルヴィアはムスッとして答えた。

「ふんっ！　口を半開きにして見とれてるからよ！」

「うむ。今回ばかりはエーコに同意せざるを得ない」

「まったく、妙なところで共同戦線を張るんだな」

　アッシュは脇腹を押さえつつ、嘆息した。

「それよりも、アーニャとかいったわね？　なんでアンサリヴァンにいるわけ!?」

　エーコの怒りの矛先は、今度はアーニャにまっすぐ向けられた。

「フォンティーン城で尋問を受けていたのではなかったのか？　もしや、また良からぬことを企んでいるのではあるまいな？」

　シルヴィアもエーコに負けず劣らず、アーニャに鋭い視線を向けている。

「……………………」

　左右から詰め寄られ、アーニャはたじたじとなった。

「あら、アーニャちゃん。もうお友達ができたのかしら？」

　そのとき、アーニャの背後から〈ラ・テーヌ〉の店長がやって来た。

　背は高く、モデル張りのプロポーションを誇るが、ほんわかとした笑みを浮かべているので威圧感はない。まだ二十代にもかかわらず、基礎過程ユニオスの学院生からは「お母さん」と呼ばれて慕われている、いわば名物店長だった。

「あ、あの、あたしの正体を知ってる人たちが……」

　アーニャは今にも泣きそうな顔をして、店長を振り返った。

「まあまあ、シルヴィア王女殿下ではございませんか。〈ラ・テーヌ〉のような学生食堂にお越し頂き、光栄の至りですわ」

　店長はシルヴィアに気づくなり、恭うやうやしくお辞儀をした。

　そして、アーニャにまつわるエピソードについて語り始めた。




「──というわけで、この子はもう、騎士国の敵ではありませんの」

　店長の話を要約すると、ヴェロニカの尋問に大人しく応じたアーニャは赦免され、アンサリヴァン市で暮らすことになったという。その際、アーニャの監察官及び保護者として名のりをあげたのが、〈ラ・テーヌ〉の店長だったのだ。

「あの……本当に、迷惑をかけてごめんなさい。謝ったところで、許されることじゃないとは思うけど……」

　アーニャは真剣な顔をして、エーコに頭を下げた。

「なによ……調子が狂うわね」

　エーコはムスッとして、頰ほおをふくらませた。

　フォンティーン城内では散々な目に遭わされただけに、そう簡単に許せないのは、仕方のないことだろう。だが、深く頭を下げたまま、微動だにしないアーニャの姿を見ていたら、さすがのエーコも毒気を抜かれたようだった。

「ま、まあ……おいしいお肉をご馳ち走そうしてくれるなら、許さないこともないけど」

　エーコの言葉に、アーニャは顔を輝かせた。

「本当!?　今日のオススメは『子羊のグリル』よ！」

「……じゅるり」

「こらこら、涎よだれが垂れてる！」

　アッシュは慌あわててナプキンを取ると、エーコの口もとを拭ぬぐった。そうしてエーコとアーニャを交互に眺めていたら、ふと、アッシュの胸に不思議な感慨が湧わいた。

「考えてみたら……エーコが誕生したきっかけも、実はアーニャだったんだよな。ほら、森の中で俺おれを襲ってきてさ」

「ほ、本当に、ごめんなさい……」

　アーニャはますます小さくなってしまう。

「いや、別に怒ってはいないから安心してくれ。ある意味、アーニャのおかげでエーコは目覚めたとも考えられるし」

　アッシュが苦笑交じりにフォローを入れると、エーコが怒声をあげた。

「はぁ!?　なにをいってるのよ！　あんたが死にかけたりしなかったら、あと三年は眠っていられたんだからね！」

「どんだけ寝坊助なんだよ！　卒業してるぞ!?」

　アッシュとエーコがいい争っていたら、アーニャがくすりと笑った。

「ん？　どうかしたか？」

　アッシュが不思議そうに訊たずねると、アーニャは苦笑交じりに答えた。

「やっぱり竜騎士ドラグナーとその相パ棒ルだけあって、仲が良いんだなと思って」

「べっ、別に仲良くなんてないわよ！」

　エーコは腕組みをすると、そっぽを向いてしまった。その頰がほんのりと赤く染まっていることに、アッシュは気づいた。そのせいで、アッシュまでが照れ臭くなってしまう。

「そうそう！　アーニャちゃんったら、最近はアッシュさんの話ばかりするんですよ。新学期も待ち遠しかったみたいだし──」

「てっ、店長！　なにをいってるんですか、もう！」

　アーニャは耳たぶまで真っ赤に染めると、店長の背中を強引に押した。

　あっという間にフロアを横切って、厨ちゆう房ぼうに引っこんでしまう。

「ちょっと、注文はどうするのよ!?　『子羊のグリル』は？」

　エーコが声を張り上げたが、アーニャはなかなか出てこない。

「妙だな。アーニャの奴やつ、どうしちまったんだろう？」

　アッシュが心の底から不思議に思っていたら、ずっと押し黙っていたシルヴィアが口を開いた。

「まったく油断も隙すきもない奴だな、お前は。まさかアーニャまで……」

　シルヴィアはぶつぶつとつぶやいているが、後半はほとんど聞き取れなかった。

　アッシュは真顔になると、シルヴィアを見つめた。

「なんで姫様が不機嫌になってるんだ？」

「自分の胸に聞け！」
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「うわあ……おいしそう！」

　ようやくテーブルに並んだ料理の数々を見て、エーコが歓声をあげた。

　ほかほかと湯気をたてる子羊のグリルは骨付きで、優に五人前はありそうな大きさだった。表面がこんがりと焼けていて、いやが上にも食欲をそそる。

「むっ、これは確かに……」

　ずっと仏頂面を浮かべていたシルヴィアでさえ、食指が動いた様子だった。

　他にはアロンヌ貝ときのこのパスタ、秋野菜のサラダ、パンプキンの冷製ポタージュスープ……さらには石窯で焼いたパン・ド・カンパーニュも並んでいる。

「もらったわ！」

　聖女ロサ・マリアへの祈りを終えるなり、エーコは子羊にかぶりつこうとした。

「こらこら、ちゃんと切り分けるから！」

　アッシュは慌あわててエーコを押し留とどめると、肉の塊にナイフを通す。

　刃を入れた瞬間、ジュッと音がして、溢あふれんばかりの肉汁が滴したたり落ちた。

　スライスした肉を小皿に載せてやると、エーコは笑顔で頰ほお張ばった。

「はふはふ……ん～、おいしいっ！」

　ここ最近、いよいよ女性らしく成長しつつあるエーコだが、ご馳ち走そうを前にしたときだけは、童心に返ってしまうのだった。

　と、真っ正面から強烈な視線を覚えたので、アッシュはギョッとした。

　シルヴィアが、アッシュの手もとを凝然と見つめているのだ。

「どうしたんだ……姫様？」

　アッシュが声をかけた途端、シルヴィアはハッと我に返り、慌あわてて首を横に振った。

「べ、別に！　なんでもないぞっ！」

　とはいいながら、シルヴィアは小皿をしっかりと手にしている。

　その狼ろう狽ばいぶりを見て、アッシュは悟った。思わず苦笑をこぼしてしまう。

　おそらく、シルヴィアは大皿の肉を自分で切り分けた経験がないのだろう。そうした作業はすべて、コゼットが務めてきたのだ。

　だが、プライドの高いシルヴィアのことである。アッシュに「切ってほしい」とは頼めなくて、悶もん々もんとしているに違いない。

「ほら、貸してみな」

　アッシュはシルヴィアの小皿を手に取ると、肉塊にナイフを入れた。再び、ジュッと肉汁が溢あふれ落ちる。食べやすい厚さにスライスして、小皿に盛りつけた。

「ありがとう……」

　シルヴィアは小皿を受け取ると、蚊の鳴くような声で礼を述べた。

　と、今度はギンッと殺気を孕はらんだ視線が頰ほおに刺さってきたので、アッシュはぞくりとした。

「エーコ？　どうかしたのか？」

　隣席を見ると、エーコが真顔で小皿を突きだしている。おいしい肉料理を前に、機嫌は上々のはずだったが、なぜだか眉まゆを吊つり上あげていた。

「お・か・わ・り！」

「ああ……いいぞ。まだまだたくさんあるからな」

　アッシュは冷や汗をかいた。エーコは明らかに怒っている。きっとアッシュとシルヴィアのやり取りを見たせいで、不機嫌になっているのだ。

　アッシュは肉をやや厚めにスライスすると、エーコの小皿に取り分けてやった。

「ほら、エーコ──」

　刹せつ那な、横からひょいと伸ばされた手が小皿をかすめ取ったので、アッシュは狼狽した。

「ほう……たかが学食と侮っていたが、この味は三つ星に値あたいする」

　慌てて背後を振り返ると、あのオスカー・ブレイスフォードが涼しげな顔で立っていた。スライスした肉を指でつまみ、おいしそうに囓かじっている。美び貌ぼうの貴公子にあるまじき振る舞いだった。

「なんなのよ、もうっ!?　あたしのお肉よ！」

　激げつ昂こうしたエーコが拳こぶしを振り上げたが、オスカーはひらりとかわした。待ち合わせに遅れた友人さながら、さりげなく空席を陣取ってしまう。

「こら！　しれっと座ってんじゃないわよ！」

　エーコの怒声をものともせず、オスカーはさらりと前髪をかきあげた。

「まあ、いいじゃないか。同じ生徒会役員なんだし」

「なにいってんだ？　いつもサボってばかりのくせに」

　アッシュが呆あきれたようにつぶやいたが、オスカーは優雅な微笑を浮かべるのみだった。

「オスカー殿。あなたはなにを考えている？　あれだけのことをしでかしておきながら、よくも我々の前に顔をだせたものだな？」

　鋭い目をしてオスカーを睨にらみつけたのは、シルヴィアだった。

　蒼あおい氷のような瞳ひとみは、しかし、めらめらと熱い炎を燃やしている。

　先日、オスカーとトリスタンに敗北を喫しただけに、胸中には複雑な思いが渦巻いているのだろう。

「ふっ。君は地べたに這はいつくばってばかりだったけどね、シルヴィア王女殿下」

「なっ……！」

　シルヴィアは憤ふん怒ぬのあまり頰ほおを染めると、唇を震わせた。が、次の言葉がどうしてもでてこない様子である。

　ルッカと共同戦線を張ってもなお、シルヴィアは完敗した。

　今はなにをいっても負け犬の遠とお吠ぼえにしかならないことは、シルヴィア自身も痛感しているのだろう。

「ところでエーコ。竜族だけあって、君は肉料理が好物なのかい？」

　藪やぶから棒ぼうに、オスカーは妙なことを訊たずねてきた。

「そうよ。それがどうかした？」

　エーコが不機嫌そうに応じると、オスカーは莞かん爾じとして笑った。

「もし僕の仲間になってくれるなら、最高級のシェブロン牛を毎日のようにご馳ち走そうしてあげるよ。ステーキでもソテーでもグリルでも、なんでも構わない。そうだ、君はトロと呼ばれる部位を知っているかい？　牛トロを生で頂くのも、乙な味がするものだよ」

「シェブロン牛のトロを……生で!?」

　エーコは今にも涎よだれを垂らしそうな顔をしている。

「こらこら！　そっちに反応してどうする!?」

　アッシュは慌あわててエーコをたしなめると、オスカーを睨み据えた。

「いい加減にしろよ？　エーコは俺おれのパルだ」

　アッシュの勇ましい宣言は、しかし、なんの効果ももたらさなかった。オスカーは嘆息すると、大仰に肩をすくめたのである。

「悠長だな、お前は。既にシェブロン王だって、エーコの正体に気づいているんだぞ？」

「それがどうした？　王国と騎士国は同盟を結んでいるんだ」

　筆記試験の苦手なアッシュでも、そのくらいは知っていた。騎士国民の常識である。

「しかも、並みの同盟関係じゃない。主君に忠誠を誓う騎士のように、騎士国は王国のために尽くしてきた歴史がある。エーコの情報が国家間で共有されたとしても、別に不思議じゃないさ」

「おめでたい脳みそだな……〝アヴァロンの騎士〟が聞いて呆あきれる。お前は本当に、未み来らい永えい劫ごう、王国と騎士国の仲良しごっこが続くとでも思っているのか？」

　オスカーが急に真顔になったので、アッシュはぞくりとした。

「オスカー殿！　今のは問題発言だぞ！」

　シルヴィアも動揺をあらわにして、オスカーの横顔を睨にらみつけた。

「ふっ。現実的に考えれば、我がシェブロン王国が竜族を管理したほうが、よほど手っ取り早いのは確かだろう？　ところが、王国は騎士国に竜族の管理を委ゆだねている。いつの時代であろうと、騎士王パラデインはシェブロン王に絶対の忠誠を誓うはずだ──と信じてな。そんな美談も、五〇〇年前なら通用したかもしれないが……」

「おいおい、同盟が破棄される可能性なんて、本当にあるのか？」

　アッシュは固唾かたずを吞のんで、オスカーの返事を待った。

「覚かく醒せいしたエーコが首都フォンティーンで暴れ、各国の首脳陣をおびやかした──あの事件を機に、世界情勢が変わりつつあるのは間違いないね。あれさえなければ、シェブロン王が騎士国政府を不審に思うこともなかったわけだし」

「くっ……！」

「それと、もうひとつ。現シェブロン王ザカライアスⅢ世も、もはや老いた。名君としての面影は皆無だよ。それどころか自らの老いを嘆き、不老不死の秘薬を求めているそうだ。こうなってしまうと、醜いだけの老人だね。いつの時代も、国家を腐らせるのは私利私欲に塗まみれた老害なのさ」

「おいおい、不老不死って……王様がそんな寝言をいってて大丈夫か？」

　アッシュは戦々恐々として、訊たずねた。おとぎ話にでてくる魔法使いのようなことを、シェブロン王は本気で考えているというのだろうか。

「本気も本気さ。なんせ、アヴァロンの皇女が生まれてきたのだからね」

　オスカーは平然と答えた。

「ちょっと待て。どうしてそこでエーコが関係してくるんだ？」

「アヴァロン聖せい竜りゆう皇こうの生き血をすすれば、不老不死の肉体を得る──古い言い伝えだよ」

「なんですって……！」

　エーコは両手で身体を抱くような仕草をすると、ブルルッと身震いした。

「バカな！　そんな話、俺おれは聞いていないぞ！」

「お前は夏休みの間に、マザー・ドラゴンと話をしたそうだが、彼女はなにもいってなかったのかい？」

　アッシュはオスカーの情報網に舌を巻きながらも、真顔で答えた。

「ああ。そんなことは、マザーは一言もいってなかった」

　オスカーは得心がいったとばかりにうなずいた。

「そうか。マザーが君たちになにもいわなかった──その事実こそが、すべてを物語っているな。不老不死なんて、絶対にありえない。そうは思わないか？」

「それは確かに、一理あるな」

　アッシュは初めて、オスカーの言葉に同意した。

　もし、アヴァロンの生き血にそのような秘密が隠されているのなら、マザー・ドラゴンは警鐘を発したはずだろう。

「まあ、大陸の各地に伝わる不老不死伝説に、アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けを絡めたことで生まれた、迷信の一種だろうね。ザカライアス三世だって、青年時代には一笑に付していたはずさ。だけど老いは人間を変える。藁わらをも摑つかむ思いで、いずれザカライアスはエーコに接触してくるだろう」

「そんな情報を俺おれたちに教えたりして、お前はなにがしたいんだ？」

「もちろん、次期シェブロン王になりたいのさ。僕がシェブロン王に即位した暁には、エーコの身の安全はもちろん、騎士国との同盟も維持すると誓おう」

「本気か？」

「もちろんさ。万が一、僕以外の王位継承者──例えばキレ者のユリエルあたりが即位した場合、騎士国は王国に併合されるだろうね。ユリエルはいずれ、この大陸を自分の手中に収めるつもりだ。そのためにはまず、旧来のシステムを破壊し、竜族を自分の管理下に置くことを考える。その上で、奴やつはゼファロス帝国の機械化部隊に挑むだろう。文字通り世界大戦の勃ぼつ発ぱつさ──」

　そのとき、オスカーは急に口をつぐむと、手もとのグラスを無造作につかんだ。そして一息に飲み干す。

　シルヴィアが顔をしかめた。オスカーが奪ったグラスは、元々はシルヴィアの飲みかけだったのだ。潔癖なシルヴィアのことなので、間接キスを連想したのかもしれない。

「あの……ご注文は、いかがいたしますか？」

　そのとき、遠慮がちな声とともにアーニャが現れた。ペンとメモ用紙を手にしているところを見ると、来店したばかりのオスカーに気づき、注文を取りに来たのだろう。

　そして、オスカーが急に押し黙ったのは、ウェイトレスの気配に気づいたからだと、アッシュは気づいた。ふざけた性格をしているが、かなり用心深い性格のようだ。

　オスカーはアーニャを一いち瞥べつすると、不敵な笑いを浮かべた。

「そうか、お前がアーニャ──いや、シャマラ・キルツカヤだな？　司法取引の結果、無罪放免になったという噂うわさは本当だったか」

「なっ、どうして知っているの!?」

　アーニャは眉まゆを釣りあげると、素早く身構えた。たとえ猫耳と尻尾しつぽをつけたメイド服姿とはいえ、元は帝国軍の工作員にして、山岳民族タンタロスの族長である。全身から噴きだす殺気は本物だった。筆記具の尖せん端たんは、オスカーの眼球を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらい澄すましている。

「おい、アーニャ……」

　アッシュは焦った。せっかくヴェロニカの慈悲で釈放されたというのに、ここで学院生を傷つけたりしたら、獄中に戻されても文句はいえない。

「ふっ、そうだ。その目だ。どんなに一般市民を装ったところで、君は戦士。戦闘民族タンタロスの血は、君に安寧を許しはしない──」

　思わせぶりな口調で、オスカーはゆらりと立ちあがった。アーニャに負けず劣らず、鋭い眼光をほとばしらせている。

「しつけの悪い仔こ猫ねこちゃんには、きつい仕置きが必要だな」

「ここじゃ相パ棒ルは呼べないわ。近接戦闘で、あたしに勝てるとでも？」

　アーニャは既に、戦士の顔をしていた。

「やめるんだ！　お前らが戦う理由なんて、どこにもないだろ!?」

　アッシュは懸命に止めようとしたが、既に両者の間には殺気がほとばしり、他者の介入を許さない雰囲気が満ちている。ただ触れただけで、肌を切られそうな空気感だった。

　いつしか騒ぎを聞きつけて、周囲のテーブルに着いていた生徒たちも、怪け訝げんそうに事態を見守っている。

「──こらオスカー！　てめーっ、またなにかやらかしたなっ！」

　その直後、痛烈な声が響いたかと思うと、漆黒の影が飛びこんできた。

「ごふっ！」

　しかも跳とび蹴げりのオマケ付きだった。オスカーは見事なまでに吹っ飛んだ。

「そ、それが主人に対する所業……なのかい？」

　床に這はいつくばったまま、苦しそうに悶もだえている姿は、美び貌ぼうの貴公子とは思えない有り様だった。

「……ったく、手間をかけさせんじゃねーよ。このクソ虫！」

　銀髪のポニーテールを揺らしつつ、漆黒の眼帯少女──セレスは、情けない主人のもとへ歩みよると、その襟首をむんずとつかんだ。

　一同が啞あ然ぜんとして見守る中、セレスはオスカーをずるずると引きずりながら、無言で立ち去ったのだった。





"The New Term ～A.S.B.1365.10～" is closed.








第四話　シェブロン王家の〝鉄の掟〟









　昼食後、アッシュたちは急いでジュリアス館に向かっていた。

「急ぐぞ！　騎士国民たる者、時間厳守は当然のたしなみだからな。ましてや、王女ならなおさらだ！」

　学院生が行き交う校庭を駆けながら、シルヴィアがアッシュとエーコを叱しつ咤たする。

　授業は午前で終わったが、午後からは生徒会会議が始まる予定だった。「アンサリヴァンの五百年祭」を無事に終えるまで、会議は毎日のように開かれるのだ。

「まったく、オスカーの奴やつに振り回されていなければ、こんなことには……。大丈夫か、エーコ？」

　アッシュはエーコの横顔を窺うかがった。

「こ、これくらい大丈夫よ！」

　エーコは躍起になると、急にスピードをあげた。

　アッシュを追い越すと、シルヴィアに並ぶ。

「むっ！　この私を追い抜くつもりか!?」

　エーコに距離を詰められた途端、シルヴィアも意地を張った。より大きく腕を振ると、ぐんぐんと加速する。

「こらこら、妙なところで張り合うなって！」

　アッシュ自身、食後の急な運動が祟たたって、脇わき腹ばらのあたりに痛みを覚えていたが、エーコもシルヴィアもスピードを緩めたりはしない。

　むしろ、アッシュとの距離は開いていく一方だった。

「どんだけ元気なんだよ……！」

　アッシュも仕方なく、速度をあげる。どうしてエーコとシルヴィアがやたらと張り合うのか、その理由が自分にあることは薄々感じているものの、深く考えると胃のあたりが重くなりそうで、アッシュは走ることに専念した。

　エーコとシルヴィアの競走は、ジュリアス館に至るまで続いた。

　デッドヒート──というほど大おお袈げ裟さではなかったが、意地と意地が激しくぶつかり合った結果、両者がジュリアス館に到着したのは、ほぼ同時のことだった。少なくとも、アッシュの目には同着に見えた。

「はぁ、はぁ……あ、あたしの勝ちね……」

「なにをいう！　わ、私のほうが……はぁ、はぁ……」

　アッシュがジュリアス館に辿たどりついたとき、ふたりは疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子で、玄関先に座りこんでいた。

　互いに背中合わせになって、肩で息をしている。流れ落ちる汗が制服を湿らせて、ムンとした熱気が伝わってきた。そのせいか、普段よりも色っぽく感じられてしまい、アッシュはドキリとしてしまう。

「まったく、なにやってんだ？」

　そんな気持ちを紛らわすように、アッシュはあえて仏頂面で声をかけた。

「あんたにいわれたくないわよ！」

「お前にいわれたくはないぞ！」

　たちまち烈風のような反応が返ってきたので、アッシュはたじたじとなった。

　そのとき、二階の窓から涼しげな声が降り注いだ。

「胸の差で、シルヴィアの勝ちだな」

　アッシュが頭上を振り仰ぐと、窓際にはレベッカが佇たたずんでいた。悠然と両腕を組んで、楽しそうにエーコとシルヴィアを見おろしている。

「ただし──会議は既に始まっている。各自、反省するように」

　そう付け加えると、レベッカは引っこんだ。怒っているようには見えなかったが、その冷静な口調ゆえに、余計に恐ろしく感じられ、アッシュは直立不動となった。

「き、騎士国の王女たる私が遅刻を喫するとは……無念だ！」

　レベッカに勝利をいい渡され、喜ぼうとしたのも束の間、シルヴィアはがっくりとうなだれた。

「ふふん、ざまぁないわ！」

　そんなシルヴィアを見て、エーコは勝ち誇ったように胸を張ったが、

「こらこら！　なんで誇らしげなんだよ！」

　アッシュは慌あわてて、エーコをたしなめたのだった。





　　　　◇






　──ジュリアス館の二階、会議室。

「面子めんつもそろったことだし、今日の任務について説明しよう」

　レベッカは厳粛な表情を浮かべると、一同の顔を見回した。

「諸君も知っての通り、五百年祭では長距離走も行われる。コースは〝白羊宮アリエスの騎き竜りゆう祭さい〟と同じで、レース中盤にはフィアナの森に差しかかる。今日は我々の手で、フィアナの森の各ポイントに、獣除けの魔ま香こう炉ろを設置する」

　そんな仕事も生徒会役員の任務だったとは知らず、アッシュは意外に思った。てっきり教職員の仕事だと思っていたのだ。

　アッシュは改めて、生徒会役員の責務の重さを実感した。

「なお、作業は三つのチームに分かれて行う。生徒会役員は選よりすぐりの精鋭集団とはいえ、森の中にはバジリスクをはじめ、危険な獣も少なからず棲せい息そくしている。最近では、頭がふたつもある蛇が頻繁に目撃されているから、注意するように。チーム分けについてだが──」

　レベッカの言葉を遮さえぎって、ジェシカとルッカが同時に起立した。

「わたくし、アッシュ様と同じチームがいいですわ！」

「わ、わたしも……アッシュと同じがいい」

　ジェシカは堂々と、ルッカは遠慮がちに主張したが、レベッカは悪戯いたずらっ子を諭すように応じた。

「そんな勝手を許していたら、いつまで経ってもチームは決まらないだろう？　ここは公平に、くじ引きで決めるべきだと思う。マックス、例の物を用意してくれ」

「はい、会長」

　事前に頼まれていたらしく、マックスは机の上に小さな箱を置いた。一辺が三〇センチほどの立方体で、上面には穴が開いている。

「Ａチームは三人、ＢとＣは二人ずつです。では、まずは僕から引かせてもらいます」

　マックスが引いたのはＢだった。マックスは事務的な顔をして、隣席のジェシカに箱を回した。

　ジェシカは聖女ロサ・マリアに祈るように両手を組むと、

「いきますわっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに、くじを引いた──こちらもＢだった。

「ああっ……！」

　ジェシカは恨めしげな顔をして、くじを製作したマックスを横目で睨にらんだ。マックスは気け圧おされてしまったのか、居心地の悪そうな顔をしている。

　次に引いたのはルッカで、Ａである。

　続けざま、エーコもＡを引いた。

　そしてアッシュの番が来る。

「……………………」

　エーコとルッカが、しきりに熱い眼差しを送ってくるのがわかった。

　チームＡの枠は三人なので、アッシュがＡを引く可能性はまだ残されている。

　アッシュはごくりと唾つばを飲みこむと、箱の内部に手を突っこんだ。

　数枚の紙片が指先に触れる。しばらく迷ったあと、意を決して一枚を選んだ。

「俺おれはＣですね」

「あう……、残念」

　ルッカは肩を落とすと、溜ため息いきをついた。対照的に、エーコは眉まゆを吊つりあげると、

「あんたねえ！　あたしの騎士なら、気合でＡを引きなさいよ！」

「無茶いうなって！」




　アッシュから箱を受け取ったシルヴィアは、「むぅ……」ととうなったまま、なかなかくじを引こうとしない。

「どうした、シルヴィア？　いくら考えこんだところで、望みの番号が手に入るとは限らないぞ？」

　レベッカが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、シルヴィアは目に見えて狼ろう狽ばいした。

「べ、別に希望の番号なんてありません！」

「おや、そうか？　運良くＣを引こうものなら、森の中でアッシュとふたりきりか。良かったな、シルヴィア」

「そんなことは断じて思っていません！」

　シルヴィアは赤面すると、勢いに任せてくじを引いた。

　慎重な手つきで、折りたたまれた紙片を開くと──。

「Ａだと!?」

　シルヴィアはこの世の終わりに立ち会ったような顔をして、紙片を凝視した。

「──決まりだな。Ａチームはエーコとルッカとシルヴィア。Ｂチームはマックスとジェシカ。そしてＣチームは、わたしとアッシュだ。それでは、これよりフィアナの森に向かう！」

　レベッカの意気揚々とした口調とは対照的に、会議室には葬式めいたムードが漂っている。

　エーコもシルヴィアもルッカもジェシカも、アッシュと同じチームになれなかったことで、かなりショックを受けている様子だった。

　当のアッシュは、緊張のあまり冷や汗をかいている。あのレベッカとチームを組み、任務をこなさねばならないのだ。

　──レベッカさんの足を引っ張らないように、頑張らないとな。





　　　　◇






　フィアナの森は、学院都市アンサリヴァンの北西に広がる森林地帯である。実技の授業や学院行事などで訪れる機会も多く、学院生には馴な染じみの深い森だった。

「よし、あそこに下りてくれ」

　聖竜マエストロクー・フリンの頭上に堂々と立ちながら、レベッカが命じた。

　クー・フリンは威勢よく吼ほえると、森の南西部に着陸した。天てん蓋がいのように密集する枝が途切れて、ちょっとした広場となっている。

　その並外れた巨体は、森の中での行動には不向きといわざるを得ない。そんなクー・フリンにとっては、ちょうどいい休憩場所といえた。

　クー・フリンは早速、腹ばいになって休んでいる。神々しい威容を誇る巨竜だが、レベッカの前では飼い犬のように大人しい。

「魔ま香こう炉ろを壊さぬよう、気をつけてくれ」

　レベッカは軽やかに着地すると、アッシュを振り返った。

「了解です、レベッカさん」

　アッシュは慎重に、クー・フリンの頭部から飛び降りた。

　手に提げたバッグには、三個の魔香炉が収まっている。

　見た目は一般的な香炉と大差ないが、本体には竜りゆう綺き華か晶しようが埋めこまれている。森の中に設置すれば竜媒魔法オラクルが発動し、一般的な野獣が嫌う匂においを漂わせるのだ。

　ただし竜族にはなんの影響も及ぼさないので、野外での騎き竜りゆう競きよう技ぎには必ひつ須すのアイテムといえた。

「迷子になるなよ、アッシュ」

　レベッカが悪戯いたずらっぽく注意してきたので、アッシュは苦笑した。

「大丈夫ですよ。どんなに深い森の中でも、〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉を見失うなんてありえませんから」

「そっ、そうか」

　レベッカにしては珍しく、ほんの少し言葉を詰まらせた。こほん、と咳せき払ばらいをひとつ挟むと、くるりとアッシュに背を向けてしまう。

　ふわりとなびいた毛先からは、清涼感のあふれる香りがした。

「君は意外と、口の上う手まい男なんだな。それとも天然なのか……」

　レベッカはぼそりとつぶやくと、森林道に沿って歩きだした。

「……？」

　──俺おれ、なにか悪いことをいったのかな……？

　と心配しつつ、アッシュはレベッカの背中を追いかける。

　湿った土の匂いは、どこか懐かしい感じがした。

　森のあちこちでは、野鳥が啼ないている。

　頭上から降り注ぐのは、秋の木漏れ日。

　──フィアナの森か……。

　いつしか、アッシュは感慨にふけっていた。

　忘れもしない、今年の春。

　アッシュは「白羊宮アリエスの騎き竜りゆう祭さい」に出場中、ミルガウスとアーニャに遭遇した。

　アーニャを撃退したと思ったのも束の間、アッシュは谷底に転落。

　そしてエーコが誕生した──。

「どうした、アッシュ。上の空に見えるが？」

「──わわっ！」

　アッシュは我に返った。

　前方を歩いていたはずのレベッカが、いつの間にか真横に並んで、アッシュの顔を覗のぞきこんでいるのだ。顔と顔の距離が近すぎて、アッシュはドキンと心臓を跳ねあげた。

「すみません！　ちょっと考えごとをしていて……」

「ほう。わたしを使って、いけない妄想にでもふけっていたか？」

「そんなことしませんってば！　恐れ多いです！」

　レベッカが突拍子もないことをいうものだから、アッシュは頰ほおを熱くした。そんなアッシュの反応を愉たのしむように、レベッカはくすくすと微笑ほほえんだ。

「恐れ多い、か……。敬意を払ってもらえるのは嬉うれしいが、ひとりの女としては寂しい気もするな」

　レベッカが急に憂いを帯びた眼差しを向けてきたので、アッシュはどぎまぎした。

　──ひとりの女として。

　そんな言葉を漏らした唇は、かすかに濡ぬれて、つややかに光っている。

「アッシュ！」

　ふいに、レベッカがアッシュを強引に押し倒した。

「えっ……？」

　香炉を詰めたバッグが、どさりと床に落ちた。

　アッシュは為なされるがまま、茂みの奧おくに倒れこんだ。背中には、湿った土の感触。あっという間に、レベッカの下敷きにされていた。

　重なり合った身体と身体。

　密着した部分からは、レベッカの微熱が伝わってくる。それだけではない。レベッカの息遣いまでもが、かすかに聞こえてきた。

「……！」

　レベッカはアッシュに覆おおい被さったまま、微動だにしない。

「……レベッカさん？」

「静かに」

　レベッカの人差し指が、アッシュの唇をふさぐ。

　森の静けさを破るように、砂袋を引きずっているかのような、不気味な音がした。

　視界の片隅を、大きな影がよぎる。

　──……双頭の蛇か!?

　アッシュは硬直した。ここ最近、目撃例が増えたといわれる特殊な蛇に、よりにもよって出くわしてしまったのだ。

　草むらの向こうには、ふたつに枝分かれした鎌かま首くびが、にゅっと突きでている。首の太さは巨木の幹に匹敵し、全長がどれほどあるのかは想像もつかない。

　こちらの気配を悟ったのか、双頭の蛇は一瞬、ぴたりと動きを止めたが、アッシュとレベッカが石のように固まっていると、再び進み始めた。

　やがて、その異形は森の奥深くへと消えた。

「ふう……。助かった」

　思わず溜ため息いきを吐いたアッシュの耳もとで、レベッカがささやいた。

「君は意外と、大胆なんだな」

　レベッカの吐息は、妙な熱を孕はらんでいる。

　アッシュはきょとんとしたが、ようやく気づいた。

「うわっ!?」

　問答無用で押し倒され、身体を重ねているうちに、右手がレベッカの左胸を鷲わしづかみにしていたのだ。

　驚いた拍子、アッシュは右手に力をこめた。無造作に揉もんでしまったのである。

「んっ……！」

　ほんの一瞬、レベッカが甘い吐息を漏らした。頰ほおにはかすかに紅が潮さし、悩ましげな表情を浮かべる。

　それは過去、レベッカが一度も見せたことのない顔だった。

　制服ごしにもかかわらず、レベッカの乳房は柔らかくて、今にも指先が沈みこんでしまいそうだった。下着をつけていないのだろうか……アッシュはつい、そんな想像をしてしまう。その甘美な手ざわりは、この世のものとも思われなかった。

「えっと、これは決してわざとじゃなくて！」

　アッシュは慌あわてて弁解したが、レベッカが覆おおいかぶさっているので、無理に手の位置を変えることもできない。

「ああ、わかっているさ。君を責めるつもりはないから、安心しろ」

　レベッカは悩ましげに答えると、どういうわけか、さらに体重を乗せてきた。

　右手の中、量感たっぷりの塊が、ふにっと形を変える。

「レベッカさん!?」

「……大胆なアッシュに、ひとつだけ訊ききたいことがある」

　うわごとのような口調で、レベッカは切りだした。

「な、なんです？」

「その……笑わずに聞いて欲しい。誰だれもが、わたしをすごいとか、カッコいいとか、強いという。もちろん悪い気はしないのだが、わたしだって年とし頃ごろの女だ。たまには、かっ……可愛い、などといわれたくなることもある。わたしがそう思うのは、やはりおかしいだろうか？」

　もじもじと恥じらいながらも、レベッカの目は真剣そのものだった。いい加減な気持ちで答えるわけにはいかないと、アッシュは瞬時に悟った。

「おかしくなんか、ないですよ」

　真しん摯しな気持ちで、アッシュは答えた。右手は今もなお、レベッカの乳房に触れているのだが。

「ほ、本当か？」

「はい。今のレベッカさん、とても可愛いです」

　アッシュは力強く断言した。

　レベッカはハッと息を吞のむと、頰ほおを薔ば薇ら色いろに染めた。

「お願いだ。もう一度、いってくれないか？」

　予想外の言葉に戸惑いながらも、アッシュは再び告げた。

「とっ、とても可愛いです！」

　あまりにも照れ臭くて、アッシュは全身を火ほ照てらせてしまう。それが自分自身の熱なのか、レベッカの体温が流れこんでいるのか……もはや判然としない。

　ただただ、全身が熱かった。

「……ありがとう、アッシュ。そんなことをいってくれたのは、君が初めてだ」

　レベッカは満足そうに微笑ほほえむと、ようやく上体を起こした。

　レベッカの感触と香りが、すっと遠ざかる。

　アッシュは緊張感から解き放たれると同時に、ほんの少し残念な気持ちも抱いたが、ふいにブルルッと寒気を覚えた。

　森林道のほうから、ずしん、ずしん……と、聞き慣れた足音が聞こえてきたのだ。この森に棲せい息そくする、どんな獣よりも大きな足音である。地竜アーシアとも違う。大地の揺れ方から察するに、聖竜マエストロだと思われた。

　しかも一体ではない。足音は二体分だった。

「──ねえ、設置ポイントはまだなの？　こんな仕事、さっさと終わらせて帰るわよ！」

　アッシュの耳じ朶だを打ったのは、間違いなくエーコの声だった。

「うむ。この程度の任務に手間どっていては、生徒会役員の名がすたる。どんどん突き進むのだ、ランスロット！」

　こちらはシルヴィアの声だった。

「あの……このあたりはＣチームの担当地区だから……」

　おずおずと指摘したのは、ルッカのようだ。となれば、もう一体の聖竜マエストロはガウェインなのだろう。

「なんですって！」

「なんだと！」

　エーコとシルヴィアが同時に反応する。

　どうやら、Ａチームの面々は難航しているらしい。森の中では常人以上の能力を発揮できるルッカがいるので、本来なら百人力のはずだが、エーコとシルヴィアが足を引っ張っているようだ。

　ルッカの苦労が目に見えるようで、アッシュは苦笑を漏らした。

　だが、そんな笑いもすぐさま凍りついた。

「それにしても──アッシュったら、今いま頃ごろどうしてるのかしら？」

　突然、エーコが不機嫌そうな声をあげたのである。

「いや、相手はレベッカ会長だ。さすがに、我々が心配する必要はあるまい」

　冷静に応じるシルヴィア。

「ちょっと、『我々』ってなによ？　どうしてあんたまでが心配するわけ？」

「わ、私だってアッシュのことが好きなのだ！　当たり前だろう！」

　やけっぱちな調子で、シルヴィアが返す。アッシュがこの場にいないと思っているせいか、もはや自分の気持ちを押し隠すつもりはないようだ。以前のシルヴィアだったら、考えられない態度だった。

「えっ？　シルヴィアも、アッシュのことが……好きなの？」

　そんなシルヴィアの豹ひよう変へんぶりに、ルッカは戸惑っている様子だった。ルッカは夏休みの出来事を知らされていないので、不思議に思うのも無理はない。

「とにかく！　もしレベッカと変なことをしていたら、踏みつぶすわよっ！」

　エーコの鋭い言葉が、わんわんと森に響く。

　森のどこかにいるアッシュに、いい聞かせているかのようだった。

　Ａチームの三人は道を引き返すと、東の方角へと引き返した。

　ずしん、ずしん……ランスロットとガウェインの足音が、次第に遠ざかっていく。

「──ふふっ。見つからなくてよかったな、アッシュ」

　レベッカが愉たのしそうにつぶやいた。小悪魔めいた微笑を前に、アッシュは魂を吸いこまれそうな気がした。うわついた気持ちをまぎらわすように、足もとに転がっていたバッグを拾いあげる。中身を改めると、魔ま香こう炉ろは無事だった。

　ふと、アッシュは重大なことに気づいた。

　──今さらだけど、大蛇が現れたとき、この魔香炉を使っていれば……あんな風に隠れる必要はなかったんじゃないか？

「どうした、アッシュ？」

　十歩ほど先行したレベッカが急に振り返ったので、アッシュは慌あわてた。そのせいで、脳裏に浮かんだ疑問は吹っ飛んだ。

「すぐ行きます！」





　　　　◇






「これで最後ですね」

「ご苦労だったな、アッシュ」

　アッシュは足もとの設置ポイントに、三個目の魔ま香こう炉ろを置いた。

　内蔵された竜りゆう綺き華か晶しように触れると、竜媒魔法オラクルが発動する。

　竜綺華晶が発光した以外、特に変化は感じられないが、これでコースの付近に危険な獣が現れることはないだろう。人間にはほとんど知覚できないのだが、危険な野獣だけを不快にさせる匂においが漂っているのだ。

「せっかくだから、休んでいくか？」

　そういって、レベッカは燃えるような赤毛を風になびかせた。

　密集した樹木の隙すき間まからは──ルビニア湖が覗のぞいている。水面みなもに陽ひ射ざしが降りそそぎ、きらめいている様子は、巨大な鏡のようだった。

「そうですね。ずっと歩き通しでしたし」

　気軽に賛成したものの、秋の湖岸は美しく色づいている。そんな場所で、レベッカとふたりきりで休憩するというのは、まるでデートのような気がした。

　デート──その単語を意識した途端、照れ臭さや羞しゆう恥ち心しん、そして緊張感といった感情がドッと押しよせてしまい、アッシュはあたふたとなった。

「──うわっ！」

　その瞬間、一陣の風が森を吹き抜けたかと思うと、白い布きれらしき物体が、アッシュの顔面にぺたりと貼はりついた。

　ほんのりと温かい、柔らかな布地だった。

　香水のように甘い匂いが、鼻孔を押しつつむ。

「まっ、前が見えない！」

　アッシュは慌てて、顔から布きれをむしり取った。そして驚きよう愕がく。

「うわっ！　どうしてこんなモノが……!?」

　アッシュは頰ほおを紅潮させた。

　どう見ても、それは女性用の下着だった。絹地の光沢には高級感がある。貴族のお嬢様が穿はいていそうだな……と、アッシュは思った。

　それ以前に、どうしてこんなものが風に運ばれてきたのだろう？

「静かにしろ、アッシュ」

　ふいに、レベッカが緊張感を孕はらんだ声でささやいた。

　レベッカは気配を殺すと、湖のほとりに近づいていく。

　微熱を帯びた下着を握りしめると、アッシュはレベッカの足跡をたどった。

　レベッカは森が途切れる寸前で立ち止まると、茂みに身をひそめた。湖を慎重に眺めやる。アッシュもレベッカの視線を追った。

　たおやかな人影が、浅瀬で水浴びをしていた。

　──こんなところで水浴びだって？　不用心な人だな……。

　水浴びをしている人物は、漆黒の長髪を背中に垂らしている。腰のあたりまで水に浸かっていた。こちらに背を向けているので顔は見えないが、すらりとした瘦そう軀くといい、どことなく気品に満ちた雰囲気といい、確かに見覚えがあると思った。撫なで肩がたのラインに至っては、芸術的なまでに美しい。

「……ん？」

　ふと、アッシュは気づいた。

　湖岸から離れた草むらでは、見るからに猛たけ々だけしい聖竜マエストロが、ゆったりと昼寝をしているのだ。クー・フリンに匹敵する巨きよ軀くである。額に埋めこまれた黒水晶に気づくなり、アッシュはトリスタンだと気づいた。

「いや、ちょっと待てよ……トリスタンがあそこにいるということは──」

　アッシュは全身を強張らせた。

　そう、水浴びに興じているのは、あのオスカー・ブレイスフォードなのだ。

　──なんて……綺き麗れいなんだ……。

　そこまで思考が及んだそのとき、アッシュは愕がく然ぜんとした。

　──待て待て、あいつは男なんだぞ!?　俺おれはなにを見とれているんだ……！

　アッシュが悶もだえていると、オスカーが身体を横に向けた。

「えっ……」

　その刹せつ那な、アッシュは胸の中央を撃ち抜かれたような、強烈な衝撃を受けた。

　オスカーの胸もとには、男なら絶対に存在しない双丘があった。身動きをするたびに、ぷるんと悩ましげに揺れる。

　その様子は、たわわに実る果実のようだ。

　一体どうやって隠していたのか、かなりの巨乳である。桜色の尖せん端たんはツンとして、空を向いていた。単に大きいだけでなく、形も美しい。

「あ、あ、あれはどういうことです、レベッカさん!?　オスカーの奴やつ、どう見ても女じゃないですか！」

「はあ……とうとう、わたし以外の生徒にもバレてしまったか」

　レベッカは深々と溜ため息いきをついた。

「ということは、レベッカさんは知っていたんですか？」

「骨格や身のこなしには、そこはかとなく女らしさが残っているからな。教師や一般生徒の目はごまかせても、このわたしはごまかせないさ」

「じゃあ、レベッカさんが見抜いていることを、オスカーは……？」

「元々、オスカーが嫌々ながらも生徒会副会長に就任したのは、わたしがそのことを指摘したからなんだ。オスカーがわたしに結婚を迫るのは、秘密を握ったわたしを野放しにしたくない──という理由だな。決して、純粋な恋愛感情からではないのさ」

　レベッカは過去を思いだしているのか、遠い目をしている。

「でも、オスカーはどうして男装なんか……？」

「本人から直接聞いたわけではないが、理由なら想像はつく。シェブロン王国では今もなお、女子には王位継承権が与えられない。つまり女を捨てない限り、オスカーが王位に就くことは絶対に──」

「誰だれだっ!?」

　その瞬間、どこに隠し持っていたのか、オスカーがナイフを投げた。

　銀色の光こう芒ぼうが閃いて、アッシュとレベッカの頭上を通過する。

　──すたっ！












　鋭利な刃物は、背後の樹木に深々と突き刺さった。

　アッシュはゾッとして、身動きがとれなくなった。すさまじい技量である。よほど鍛錬を積んでいなければ、これほどの投とう擲てきは無理だろう。

「ふっ。バレてしまっては、仕方がないな」

　レベッカは悪びれる様子もなく、すっくと立ちあがった。

「ふん……レベッカか。まあ、お前なら別に問題はないか──」

　安あん堵どの表情を浮かべたオスカーだったが、遅れてアッシュが立ちあがった途端、一大恐慌をきたした。





　　　　◇






「うわああああっ！　なんということだ！」

　全裸にバスタオル一枚を巻きつけただけの格好で、オスカーは頭を抱えている。

　大事なところは隠れているが、すらりと伸びた手足は艶なまめかしくて、アッシュは目のやり場に困ってしまう。

　いったん女子だとバレてしまうと、その一挙一動が妖あやしい魅力を放っていることがわかる。今まで気づかなかったのが、不思議なくらいだった。声のトーンにしても、普段より高く聞こえる。

「くそっ！　まさかレベッカに引き続き、アッシュ・ブレイクにまでバレてしまうとは……なんという不覚！」

「いやいや、こんなところで水浴びしてるほうが悪いだろ？」

「仕方ないだろう！　男子寮の共同浴場を使うわけにはいかないし！」

　それも当然だと、アッシュは納得した。

「じゃあ、お前はいつもここで身体を洗っていたのか？」

「……そういうことだ」

「だけど、そこまで守り通したい秘密なら、あの眼帯メイドに見張りを頼むとか、もっと用心すべきじゃないのか？　そういえば、あの子はどうした？」

「セレスなら、食材の買い出しに……」

「肝心なところで抜けてるんだな、お前」

「ええい、うるさいうるさい！　こうなったら死ね！　さもなくば──」

　オスカーは爛らん々らんと瞳ひとみを光らせると、アッシュを睨にらんだ。

「嫁に来い！」

「はあっ!?　俺おれが嫁？　そんなの無理に決まってるだろうが！」

　一体、なにがどうなれば「嫁に来い」という結論に達するのか、わけがわからない。

　うろたえるアッシュを、オスカーは容赦なく押し倒した。

「くっ！　なにしやがるっ！」

　アッシュはもがいたが、オスカーの力は強い。女の細腕とは思えないほどだ。俊敏な雌め豹ひように、猛然とのしかかられている気分だった。

　しかも、その胸もとからは深い谷間が覗のぞいているのだ。豊かな乳房は、バスタオルの縁から今にもこぼれ落ちてしまいそうだった。

「大丈夫だ。女装すれば問題ない！　お前には第二王妃の座をくれてやる！」

「できるわけないだろ！　それに第二ってことは、第一は誰だれだよ？」

「レベッカに決まっているだろう」

「決定事項!?」

「ああ、これは名案だ！　女装男子と男装女子が夫婦めおとになれば、ちゃんと世継ぎだって生まれてくる。これで世継ぎの問題は解決できるぞ！　いくらレベッカが優秀でも、女同士で子は産めんからな！」

「それは屁へ理り屈くつだ！」

「安心しろ。男女の立場が違っても、つながってしまえば同じこと！」

「なにがつながるんだよっ!?」

「へえ……それを僕の口からいわせるつもりかい？　この変態め！」

　アッシュは翻ほん弄ろうされるばかりだった。

「まったく、それでも〝アヴァロンの騎士〟か？　面倒臭い男だな……そんなに嫌なら、今すぐここで死を選んでもいいぞ。刺殺、撲殺、扼やく殺さつ、トリスタンの餌えさ。さあ、どれがいい？」

「どれも嫌に決まってるだろ？　特に最後のは物騒すぎるし！」

「だったら嫁に来るんだ！」

「それも嫌だ！　大体、俺おれとエーコは一いち蓮れん托たく生しようなんだぞ？　エーコを求める限り、お前は絶対に俺を殺せやしない！」

「ふむ。いわれてみれば、そうだったな。だったら、ここでお前と契約してしまおう」

「契約だと？　なにをいって……」

「わからないのか？　男女の契約といえばひとつ──今すぐつながってしまうのさ」

「正気かっ!?」

「ぼっ、僕の〝初めて〟をもらえるんだ。君にとっても、悪い話ではあるまい？」

　オスカーはほんのりと頰ほおを染めると、急に視線を逸そらした。

　急にオスカーが可愛らしく思えてしまい、アッシュは鼓動を跳ねあげてしまう。とんだ不意打ちだったが、辛うじて理性を保った。

「待て待て！　レベッカさんが見てる！」

「いや、面白そうだから、わたしのことは気にしないでくれ」

　レベッカは悪戯いたずらっぽい微笑とともに、さらりと応じた。

「ちょっ！　レベッカさんまでなにをいってるんですか!?」

「ええい、僕とつながろうというのに、他の女に気を散らすな！　さあ、観念しろ！」

　ついにオスカーがアッシュのベルトに手をかけた。本気でズボンを引きずりおろすつもりらしい。

「だから、やめろって！」

　アッシュの下半身を剝むこうとするオスカー。

　必死で抵抗するアッシュ。

　その拍子、オスカーの素肌を覆おおっていたバスタオルが、はらりと落ちた。

　アッシュに馬乗りになったまま、石せつ膏こう像のような裸身がさらされる。

「きゃああああああああああっ！」

　絹を裂くような悲鳴が、湖岸に響きわたる。

「みっ、見るなあっ！」

　先ほどまでの大胆さはどこへやら、オスカーは胸の前で両腕を交差させると、羞しゆう恥ち心しんをあらわにしている。

　無理やり襲うのと、一方的に裸を見られるのとでは、感覚的に違うのだろうか。そんな思考が脳裏をよぎったが、オスカーの裸身を前にして、もはやアッシュの思考は真っ白になっていた。




　それから数分後。きちんと制服を着用し、髪を後ろで束ねたオスカーは、いつもの超然とした貴公子に戻っていた。

　だが、いったん女子だと判ってしまうと、もう男だとは思えない。これまで完全に騙だまされていたのが、不思議なほどだった。

　しかも、アッシュはオスカーの裸身をはっきりと目撃したのだ。

　ただ思いだすだけで、鼻血が出そうになってしまう。

「ところで、アッシュ・ブレイク」

　居心地が悪そうな顔をしつつも、オスカーは話しかけてきた。

「なんだよ……？」

　警戒心をにじませつつ、アッシュは身構える。

「服を着るとき、どうしても……その……下着が見つからなくてな。僕は仕方なく、そのままズボンを穿はいたわけだが」

「それがどうしたんだよ？　どうせ風にでも飛ばされたんだろ……」

　アッシュはぶっきらぼうに答えたのだが、今のオスカーは下着を穿いていない──その事実に、ドキリとさせられたのも事実だった。

「つかぬことを訊きくが、お前のポケットからはみだしているそれは、なんだ？」

「えっ？」

　アッシュは慌あわてて、ブレザーのポケットを改めた。

　ポケットの縁からは、白い布がはみ出している。

「これは……！」

　アッシュはようやく思いだした。森の中で最後の魔ま香こう炉ろを設置したあと、風に運ばれてきた下着である。その後、レベッカと一緒に茂みの中にひそんだ際、ハンカチと同じような感覚で仕し舞まいこんでしまったのだ。

　オスカーは真っ赤になると、アッシュのポケットから下着を引ったくった。

「いいか、アッシュ・ブレイク！　僕は必ず、お前を嫁にしてみせるからな！」

　オスカーはトリスタンの頭部に乗ると、慌ただしく飛び去ったのだった。





"A Beauty in Male Attire ～A.S.B.1365.10～" is closed.








第五話　オスカーの深謀遠慮









　新学期早々、「アンサリヴァンの五百年祭」の準備に追われるあまり、アッシュの学院生活はまたたく間に過ぎていった。五百年祭当日まで、あと一週間を切っている。

　祝日にもかかわらず、アッシュはエーコを伴って、ジュリアス館に向かった。今日も会議が予定されているのだ。

「ふわあ……」

　校庭を歩きつつ、エーコは眠そうにあくびを漏らした。

「無理して起きなくてもよかったんだぞ？」

　以前は寝坊ばかりしていたエーコだが、ここ最近は早起きができている。不機嫌そうではあったが、ちゃんと起きられるようになったのだ。

　エーコの生徒会での役職は「マスコット」なので、わざわざ会議に出席する必要はないのだが、それでも律儀に出席する。

「なによ。あたしが一緒だと不満ってわけ？」

「そうじゃないさ。ほら、エーコって朝に弱いだろ？　つらくないかと思って」

「……別につらくないわよ。大体、あんたはあたしの騎士なんでしょ？　あんたは〝アヴァロンの騎士〟で、あたしは聖せい竜りゆう皇こう家けのお姫様！　あたしとあんたが一緒にいるのは、自然なことなのよ！　違う!?」

「そ、それもそうだな！」

　ものすごく照れ臭くて、アッシュは自分でも驚くほど大きな声をあげた。

　──お姫様、か……。

　ついつい忘れてしまいそうになるが、エーコはアヴァロン聖竜皇家の末まつ裔えいである。いわば竜族のお姫様なのだ。もしかしたら、この星で最も高貴な存在かもしれない。誕生した当時など、エーコはなにかにつけて「あたしがあんたの飼い主なんだからね！」と主張したものだ。

　アッシュは苦笑を浮かべた。

「昔は俺おれのことを肉奴隷呼ばわりしてたけどな」

「あ、あれは……その……悪かったわよ」

「ははっ、怒ってなんかないさ。今では騎士として認めてもらえたんだ。大出世だよ」

「アッシュ……」

　ふと、アッシュは思った。竜騎士ドラグナーのイメージが強いロートレアモン騎士国とは違い、隣国のシェブロン王国では、騎士とは貴婦人に仕える武人といったイメージが強い。数多くの騎士小説が出版されているが、その大半が恋物語ロマンスだという。

　──つまり、エーコを乗りこなそうとか、そういうことを考えるんじゃなくて、俺もエーコという姫君に仕える騎士を目指せばいいのかもしれないな。

　そこまで考えたとき、アッシュの脳裏には、もうひとりの姫君が現れた。

　──〈蒼氷の姫君アイスブルー・プリンセス〉。

　アッシュに「好きだ」と告げた、シルヴィア。

　七歳のとき、アルビオンの森で出会っていた少女。それ以来、シルヴィアはアッシュを想い続けていたという。

　ただ一度会っただけの、名前すら判らない少年のことを、ずっと──。

「いてっ！」

　急に激痛が走ったので、アッシュは飛びあがりそうになった。

「……………………」

　エーコが仏頂面をして、アッシュの脇わき腹ばらをつねっている。エーコは自分の怪力を自覚しているので、それなりに手加減はしているつもりなのだろうが、それでも万力で締めつけられているような気がした。

「なっ、なにをするんだよ！」

　エーコは手を離すと、上目遣いになった。ほんの少し、不安げな表情をしている。

「……今、他の女のことを考えてなかった？」

「い、いや、決してそんなことは！」

「目が泳いでるわよ？」

　ごごごごご……不穏な空気を漂わせながら、エーコが一歩を踏みだす。

　アッシュは思わず後退する。

「あら、どうして逃げるのかしら？」

　エーコはにっこり笑うと、妙にわざとらしい口調で訊たずねてきた。怒った顔よりも数段、迫力が感じられた。

「そ、それは、お前が怖いからだろ！」

「……どうして怖がる必要があるの？」

　エーコの背後に、聖竜皇としての真の姿が顕現する。もちろん幻想だったが、アッシュの頰ほおを冷や汗が伝い落ちる。

「そ、そうだ！　早くジュリアス館に行かないと、また遅刻するぞ！」

　アッシュは一目散に駆けだした。

「こら、なに逃げてんのよ！　やっぱり他の女のことを考えてたのねっ！」

　拳こぶしを振りあげると、エーコもパタパタと走りだした。

「待たないと──踏みつぶすわよ！」





　　　　◇






　ジュリアス館に辿たどり着いた頃ころには、エーコの機嫌もなんとか直っていた。

　ところが会議室の扉をくぐるなり、エーコは再びご機嫌斜めになった。

　アッシュもギョッとして、立ちすくんでしまう。

「やあ、アッシュにエーコ。待ちわびたよ」

　あのオスカー・ブレイスフォードが、休憩用のソファを陣どって、気さくに声をかけてきたのだ。優雅に足を組んだ様子は、憎らしいほど貴族めいていた。

　オスカーの背後には、例の眼帯メイド──セレスが仏頂面でたたずんでいる。

　貴公子とメイド以外、室内に人影は見あたらない。どうやら、今回は早く来すぎたようである。

「お前、どうしてここに!?」

　詰問しながらも、アッシュは森の中での一件を思いだしている。厳密には、アッシュに馬乗りになった状態で、全裸をさらしたオスカーの艶あで姿すがたを……。

　オスカーもアッシュと相対した途端、同じことを思い浮かべたのかもしれない。かすかに頰を染めたが、それでも動揺は示さなかった。

「おやおや、僕は生徒会副会長だよ。もう忘れたのかい？」

「散々サボッてたくせに、どういう風の吹き回しだ？」

　アッシュはさりげなく、エーコの前に立った。オスカーはエーコの力を狙ねらっている。その事実を思いだしたのだ。

　オスカーは意外な返事をよこした。

「今日はエーコに用があって来たわけじゃない。お前のためだよ、アッシュ・ブレイク」

「俺おれのためだと？」

　アッシュは眉まゆをひそめた。

「ああ、そうだ──未来の第二王妃」

「誰だれが第二王妃だっ!?」

「そうだな、王妃としての名は……本名がアッシュだから、〝アシュリー〟はどうだ？」

「やめてくれ……怖おぞ気けが走る」

「ノリの悪いやつだな、お前は。……そうか、わかったぞ！　レベッカが第一王妃というのが不満なんだな？」

「そこじゃねぇよ！」

「ふっ。仕方あるまい。だったら君を第一王妃にして、レベッカには第二の座で我慢してもらおう。レベッカは器の大きな女だからな。些さ細さいなことで文句はいうまい」

「お前な、人の話はちゃんと聞けよ？」

　アッシュが半眼になると、オスカーは急に表情を引きしめた。アッシュは背筋が寒くなった気がして、その場で硬直した。

「お前を手に入れさえすれば、もれなくエーコもついてくる。これでもう、次期シェブロン王は僕で決まりだな」

　オスカーが悠然と前髪をかきあげたそのとき、

「ああもう、なんなのよ一体!?　あんたたち、どうなってるの？　お、お、男同士で結婚だなんて、不潔よ不潔！」

　ついに我慢しきれず、エーコがアッシュの背後から顔を覗のぞかせた。

　頰ほおを真っ赤に染めている。

　アッシュはエーコにどう説明したものか、迷った。

　実はまだ、オスカーの正体が女であることを教えてはいなかったのだ。

「へえ。てっきり、エーコには知られているとばかり思っていたけど、黙ってくれていたとは」

　オスカーは感心した風に、アッシュを眺めやった。

「見くびるなよ。他人の秘密をベラベラと吹ふい聴ちようするほど、俺は悪趣味じゃない」

「ねえ、秘密ってなによ？」

　エーコがムスッとして訊たずねてきたので、アッシュはあたふたとなった。

「えっと、それはだな……そ、そうだ、男同士の約束ってやつだ。残念だけど、エーコにも話せないことなんだよ。お願いだから、解ってくれ」

　アッシュはエーコの両肩に手を置いた。

「むっ……男同士、ね。それじゃあ、しょうがないのかしら？　でも、確かにあいつ──アッシュを嫁にするとかなんとかいってたけど？」

「そっ、それはつまり、男同士でのみ通じる暗号ってやつだ！　文字通りの意味ではないんだよ！」

「……ふうん」

　エーコは半信半疑ながらも、それ以上の追及は諦あきらめてくれた。

「本当にお人ひと好よしなんだな、君は。ますます気に入ったぞ！」

　オスカーは指をぱちんと鳴らすと、背後のセレスに命じた。

「セレス！　プロジェクトＡだ！」

「……面倒くせぇなあ」

　セレスは仏頂面を崩すことなく、鬱うつ陶とうしそうな顔をした。セレスがこのまま命令拒否をしてくれれば……と期待したアッシュだが、

「ま、暇つぶしにはちょうどいいか」

　そんな思いはあっさりと裏切られた。

　セレスはずかずかと歩みよると、アッシュに手を伸ばしてきた。子犬の頭を撫なでるように、さりげない動作だったが、

「──っ！」

　急に視界が反転したので、アッシュは驚きよう愕がくした。あっという間に、セレスの小こ脇わきに抱えられてしまったのだ。

「おっ、おい！　下ろせよ！」

　アッシュは手足を振り回したが、胴体をがっちりと抱えられているので、突破口は見いだせない。宙ぶらりんも同然だった。

「おい、クソ虫。あたしに命令すんじゃねーよ！　つうか喋しやべんな！　そして暴れんな！　窓から放り投げるぞ？」

　セレスが凄すごみのある声を放ったので、アッシュは口をつぐんだ。

　その鋭い口調は、とても冗談には聞こえなかったのだった。




「ちょっと！　アッシュをどうするつもり!?」

　アッシュを捕らえたセレスが部屋を出ようとしたとき、エーコは慌あわてて追いかけようとしたのだが、戸口にはオスカーが悠然と立ちふさがった。

　セレスの足音が、次第に遠ざかっていく。

「どきなさいよ！」

「大丈夫。アッシュ・ブレイクに危害は加えないと約束するよ。とりあえず、お茶でも飲みながら待とうじゃないか。こう見えて、僕はお茶を淹いれるのが得意なんだ。竜族なら、アンサル・ティーなんてどうだい？」

　茶葉の入った缶を手に、にっこりと笑うオスカー。

「アンサル・ティーですって？」

　ごくり、とエーコは生なま唾つばを吞のんだ。

　幼竜のエーコにとって、アンサル・ハーブはまだまだ刺激が強すぎるし、すぐに酔っぱらってしまう。普段からアッシュには禁止されているのだ。

　だが、アンサルへの欲望は、そう簡単に収まるものではない。これはもう、竜族の習性なので仕方がないのだが、

「駄目よ！　酔っぱらっちゃうもん！」

　理性を総動員して、エーコはなんとか断った。今の言葉をアッシュが聞いたら、誉めてくれるだろうか……頭の片隅で、そんなことを思った。

　それでもオスカーは、嬉き々きとして言葉を続けた。

「大丈夫だよ。この茶葉はね、幼竜が飲んでも大丈夫なように、アンサルの成分は抑えてあるのさ」

　そういって、オスカーは淡々と準備を始める。竜りゆう綺き華か晶しようを搭載した魔導ポッドに水を入れると、竜媒魔法オラクルを起動させる。

　数分後、エーコの前にはほかほかと湯気をたてるアンサル・ティーと、たっぷりの生クリームが載った焼き菓子が置かれていた。

「本当に、大丈夫なんでしょうね？」

「僕を信じたまえ」

　オスカーは自信たっぷりにうなずいた。

「むー……」

　エーコは警戒心もあらわに眉まゆ根ねを寄せた。ティーカップに鼻を近づけると、子犬のようにくんくんと匂においを嗅かぐ。

「はふぅ。いい匂い……」

　薔ば薇らのように甘い香りに包まれて、エーコはうっとりとなった。竜族の本能を直撃する香りである。

　もはや誘惑には抗あらがえず、エーコはティーカップに口をつけた。

「んっ、まろやかで深みがあって……なんておいしいの！」

「最高級のアンサルを使っているからね。当然さ」

　にこにこと相づちを打つオスカー。

「まさしく大人の味ね。アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けのドラゴンにぴったりだわ！」

「そいつはよかった。おかわりはどうだい？」

「もっちろん！」

　エーコは嬉き々きとして、ティーカップを差しだした。

　二杯目の茶をじっくり味わいながら、今度は焼き菓子も頰ほお張ばる。

「ふにゅう、幸せ～」

　アンサル・ティーの味わいと、焼き菓子の甘さが舌の上で絶妙に絡まり合い、相性は抜群だった。

「……？」

　やがて、エーコは自分の身体が火ほ照てってきたことに気づいた。

　身に覚えのある感覚が、沸々と湧わきあがってきたのである。

　視界がぐるぐると回り、ぼんやりとなってしまう。

　ついにはティーカップが手から離れ、床に落ちた。

　割れたカップの破片が、足もとに散らばる。

「あ、あんた……騙だました……のね……？」

　ようやくエーコは悟った。

　幼竜用に成分を抑えてある──などというのは、真っ赤な噓うそだったのだろう。もはやエーコの意識は朦もう朧ろうとして、まともな状況判断力は失われつつあった。
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「おら、とっとと脱ぎやがれ」

　アッシュを更衣室に連行するなり、セレスはロッカーを荒々しく開け放った。

　ハンガーにかけられているのは、騎き竜りゆう学がく院いんの制服──それも女子用のものだった。

　棚板には、金髪の鬘かつらや下着類が置かれている。ただ見ているだけで、女の子の香りが漂ってきそうな光景だった。

「本当に、それを着ろっていうのか？」

　アッシュは脂汗をダラダラと流しつつ、訊たずねた。

「そのつもりだが、なにか？」

　セレスは隻眼をすっ……と細めると、無表情になった。

　アッシュは底無しの冷気を背筋に覚え、ぞくりとした。

　黒革の眼帯と漆黒のメイド服、そして隻眼が醸しだす威圧感。メイドというよりは、戦士の風格を漂わせている。

「ふざけるな！　じょ、女子の制服なんて、着られるわけないだろ！　俺おれは男だぞ！」

「だから、お前に男を捨てさせるための第一歩が、女装なんだ！　いわせんな！」

　セレスは早速、アッシュの襟首をつかんだ。無造作にブレザーを剝はぎとろうとする。

　アッシュはじたばたとあがいたが、それはセレスの思うツボだった。必死で逃げようとした拍子に、するりとブレザーを奪われてしまったのだ。

「次はシャツか？　それともズボンが先か？」

　セレスが不敵な顔で訊たずねてくる。

「どっちも嫌に決まってるだろ！　上着を返せ！」

「おい、あんまりあたしをイライラさせるなよ？　ただでさえオスカーが世話を焼かせるんでな。こちとらストレスが溜たまっているんだ」

「いやいや！　その割には、オスカーを平然と蹴けり飛ばしてたよな？」

「なにかいったか？」

　じろりと睨にらまれて、アッシュは首を横に振った。

　セレスは一歩を踏みだすと、アッシュの顔を覗のぞきこんだ。

「いいか？　レベッカは間違いなく最高の嫁候補だが──女だ。だが、お前がオスカーを孕はらませてしまえば、あいつの血を後世に遺のこすことができる」

「孕ませて──って、生々しい表現を使うな！」

「うるさいぞ、クソ虫！　お前にせよレベッカにせよ、オスカーの秘密を知ってしまった以上、簀す巻まきにしてルビニア湖に放りこまれても文句はいえないんだぞ？　たかが結婚で罪を許されるなら、安いものだ」

「たかが結婚だと!?　一生の問題だろうが！」

「青いな。結婚など、しょせんは人間社会における契約事項のひとつにすぎん」

「いやいや、少しは夢を見させろよ！」

「ええい！　つべこべいわずに、さっさと脱げ！」

　問答無用とばかりに、セレスが飛びかかってくる。サバンナでいたいけな子羊を見つけた、残酷な雌め豹ひようのように。

「やめろおおおおっ！」

　絶叫もむなしく、アッシュは呆あつ気けなく組み伏せられた。シャツもズボンも、下着類も、次々と脱がされてしまう。

　最後には、左腕に巻いていた包帯まで、容赦なく剝ぎとられた。

「俺おれ、もうお婿にいけない……」

　プライドをズタズタにされたアッシュは、膝ひざをかかえてうずくまってしまう。全裸のせいで、すぅすぅと流れこんでくる隙すき間ま風かぜが、肌に冷たく感じられた。

　しかしセレスは、憐れん憫びんとは無縁の顔をして、ハンガーに吊つった制服を突きつけてきた。

「ふん。婿にいく必要はない。お前はオスカーの種う──嫁になるのだからな」

「今、種馬っていいかけただろ！」

「うるさい！　さっさと着やがれ！　クソ虫からただのクソに降格するぞ！」

「せめて虫のほうにしてください……」

　アッシュは観念すると、女子用の制服を受けとった。
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　酔っぱらったエーコを前に、オスカーはにやりとほくそ笑んだ。

「ふふっ。お前がアンサルを摂取した途端、淫みだらな振る舞いに及ぶことは調査済みだ。さあ！　酔った勢いに任せて、この僕を受けいれるがいい！」

「はぁ、はぁ……ねえ、アッシュはどこ？」

　エーコは虚ろな瞳ひとみをしたまま、ただアッシュの姿を捜している。全身を火ほ照てらせて、悩ましげな吐息を漏らす様子は、どう見ても欲情しているとしか思われない。

　だが、エーコの視界にオスカーがいないのは明らかだった。

「むっ、どういうことだ？　アンサルに酔ったら、見境なく男を求めるようになるんじゃないのか？　どうやら調査不足だったようだな……」

　酔ったエーコが求めるのは男全般ではなかった。あくまでも飼い主であるアッシュ・ブレイクに限られるらしいと、オスカーは悟った。

「はぁ、はぁ……アッシュ！　ああ、アッシュ……そこにいるのね？」

　と、ついにエーコは、奇妙なことをつぶやき始めた。まるでアッシュが目の前に存在しているかのように、奇妙な振る舞いに及んだのである。

　幻覚でも見ているのだろうか。

「……！」

　オスカーは目をみはった。

　エーコは会議用の机の角に、下半身を押しつけているのだ。ゆっくりと、身体を動かしている。机をアッシュに見たてているのかもしれない。

「こら、なんてはしたない！　それでもアヴァロンの皇女か!?」

　さすがのオスカーも我慢できず、思わず叱しつ咤たを飛ばしたほどだ。

「アッシュ……大好き…………」

　だが、エーコは意にも介さず、うわごとのようにつぶやくばかり。やがて、机にぱたんと突っぷしたかと思うと、穏やかな寝息が聞こえてきた。

　オスカーはホッと溜ため息いきをつくと、エーコを抱きかかえ、ソファに寝かせてやった。

　無邪気な寝顔を見下ろしつつ、オスカーは苦笑した。もはや笑うしかなかった。

「僕の完敗だな。アンサルを使えば懐柔できると思っていたのだが、どうやらお前たちの絆きずなを侮っていたようだ」

　──どん！

　その直後、扉が荒々しく蹴け飛とばされる音とともに、

「戻ったぞ、オスカー」

　戸口にセレスが現れた。

　その背後には、ひとりの女生徒が遠慮がちに控えていた。




「ほう。これは予想以上だ。見違えたぞ！」

　オスカーが嬉き々きとして叫ぶ。

　女装をすませたアッシュは、思わずビクッとした。今すぐ逃げだしたい気分だが、セレスが睨にらみを利かせているので、そうもいかない。

　栗くり色いろの鬘かつらはストレートのロングで、清せい楚そな雰囲気を漂わせている。

　薄化粧を施ほどこされ、学院の制服に身を包んだアッシュは、どこから見ても十代半ばの女学生だった。

　鬘のせいで、頭が重い。生まれて初めて穿はかされたスカートは、すぅすぅとして、どこか落ち着かない。ご丁寧に、オーバーニーソックスまで穿かされている。

　制服の下には、実はブラまで装着しており、カップには詰め物を入れられている。真下を見おろすと、立派な双丘が視界に飛びこんでくるのだった。

　先ほど鏡台の前に立たされたときなどは、これが本当に自分なのか？　と疑った。危うく、こんな自分も悪くないかもしれない……と、女装の魅力に開眼しそうになったほどである。

「綺き麗れいだよ、アシュリー」

　オスカーは満面の笑みである。アッシュの女装姿がよほど気に入ったらしい。

「誰だれがアシュリーだ！　勝手に決めるな！」

「おっと、レディーがそんな言葉遣いをしちゃいけないよ？　そうだ、いずれ君専用のドレスも仕立ててやろう」

「誰も頼んでないからな？」

「ふふっ、遠慮することはないさ。今の君は、ゼノグラヴィア山脈の谷間にひっそりと咲く、一輪の白しら百ゆ合り。これほどの美少女に生まれ変わるとは、嬉うれしい誤算だぞ」

　オスカーが詩人よろしく、うっとりとつぶやいたそのときだった。

「アッシュなの？　どうして、女の子の格好なんて……？」

　エーコがソファから立ち上がると、アッシュに抱きついてきたのだ。

　一目見るなりアッシュだと見ぬいたのは、相パ棒ルにのみ為なせる業わざだろうか。

　その双そう眸ぼうはとろんとして、色っぽく潤んでいる。ちろりと真っ赤な舌を覗のぞかせると、アッシュの首筋をぺろりと舐なめた。

「くっ……！」

　電流が走ったような気がして、アッシュはびくんと震えた。

　と同時に、エーコから甘い香りが漂っていることに気づいた。

「おい、オスカー！　エーコにアンサル・ハーブを与えたな!?」

　アッシュは頰ほおに血を昇らせると、食ってかかった。

「なに、ちょっとした実験だよ」

　オスカーは悪びれる様子もなく、しれっとして答えた。

「はふう……。今日のアッシュ、とってもいい匂においがするわ……」

「おい、エーコ？」

　アッシュはどぎまぎした。エーコがアッシュのうなじに鼻先を寄せ、匂いを嗅かぎはじめたのだ。

「しまった！」

　アッシュは重要な事実に思い当たった。女装をさせられた直後、セレスがアッシュの身体に香水をスプレーしたことを思いだしたのだ。

「この香水だってアンサルじゃないか！　俺おれから離れろ！」

「駄目……もう我慢できない！」












　エーコは勢いに任せて叫ぶと、アッシュを荒々しく押し倒した。

「落ちつけエーコ！　今のお前はアンサルのせいで正気を失っているんだ！　うわっ！　だから舐なめるなって！」

　頰ほお、うなじ、耳たぶ……飼い主にじゃれる小動物よろしく、エーコはペロペロと舌を動かす。誇り高き竜族のはずなのに、まるで子犬のような仕草だった。

　アッシュが驚いたのは当然だが、それ以上に、エーコの舌づかいはとんでもない快楽をもたらした。

「ふむ。相手がアッシュだと、エーコはこうなってしまうのか……こいつは興味深い」

　オスカーが冷静な口調でつぶやく。

「落ち着きはらってないで、助けろよ！」

「助けてやったら、僕の嫁になるかい？」

「それとこれとは話が別だ！」

「なら助けない」

「もとはといえば、お前が蒔まいた種だろうが！」

　アッシュが忌々しい気持ちで叫んだそのとき、

「こいつは驚いた。最初は誰だれかと思ったが、意外とサマになっているじゃないか」

　クールな声が、アッシュの耳じ朶だを打った。

　エーコの愛あい撫ぶに必死で抵抗しつつ、戸口に視線を走らせると──なんと、腕組みをしたレベッカが微笑を浮かべている。

　女装したアッシュを前に、今にも噴きだしそうな様子だった。

「わわっ、レベッカさん……！」

　アッシュは赤面した。女装姿を見られただけでも恥ずかしいのに、酔ったエーコの媚び態たいというオマケつきである。

　穴があったら入りたい心境とは、まさにこのことだった。

　レベッカに続いて、目の醒さめるような金髪が視界に飛びこんできた。

「お、お前は、本当にアッシュなのか？　わざわざ女装してエーコとじゃれ合うなど……倒錯しているにもほどがある！」

　シルヴィアだった。顔面蒼そう白はくになって、アッシュとエーコを凝視している。

「違うんだ、姫様！　これにはわけがあって……！」

　だが、シルヴィアはなにも聞いてはいなかった。

「わ、わたしは、こんな変態を、す、す、好きになってしまった……のか……？」

　戸口に両りよう手て両りよう膝ひざをつくと、シルヴィアは落ちこんでしまう。

　普段なら「我が家の家訓パンチ」が飛んでくるはずなのに、今はその気力もない様子だった。
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　その後、定刻通りに生徒会会議が始まった。

　今日はオスカーも出席しているので、アッシュが生徒会役員になって以来、初めてすべての役員が一堂に会したことになる。

　ソファで寝息をたてているエーコを気にしつつ、アッシュも席に着いている。なんと女装したままである。着替えのために会議を遅らせるわけにはいかないし、レベッカが「面白いから」という理由だけで、許可をだしたのだった。

　おかげで会議の最中も、アッシュは何度も強烈な視線を覚えては、羞しゆう恥ちに身を焦がすのだった。視線の大半は、シルヴィア、ルッカ、ジェシカだとすぐに気づいた。

　アッシュが顔をあげるたび、シルヴィアたちは慌あわてて視線を逸そらした。

　まあ、仕方がないとは思う。だが、一度だけマックスと視線がぶつかったときは、妙に気まずい思いをした。

　マックスのほうも、かなり気まずそうな顔をしていた。しかもほんのりと頰ほおを染めていたので、ギョッとした。

　──マックスのやつ、俺おれに見とれていたんじゃあるまいな？

　結局、会議の内容などほとんど頭に入らないまま、終盤に差しかかった頃ころだった。

「ちょっといいかい？」

　ずっと退屈そうにしていたオスカーが、急に手を挙げたのである。

「以前から不思議に思っていたのだが、生徒会役員は各種競技に参加できないという決まりは、残念だと思わないか？」

　オスカーの言葉を受け、一同は真顔になった。

　生徒会役員は競技に参加しないのか──この時期になると、必ず議論の対象になるテーマであった。

「いいかい？　学院生や市民、さらには来賓客が最も観みたいと思っているのは、なんだと思う？　もちろん、竜騎士ドラグナー同士の壮絶なバトルに決まっている。偉大なる聖竜マエストロを駆る騎士同士が、本気でぶつかり合うんだ。血湧わき肉躍おどる催しだと思わないか？」

　やや興奮気味のオスカーに答えたのは、レベッカだった。

「いや、厳密には参加できないわけではないんだ。ただ、歴代の生徒会役員が出場を遠慮してきたのでな。いつの間にか、伝統のようになってしまっただけだ。それに、一般生徒を相手に聖竜マエストロで立ち向かうのは、いささか大人げないともいえる。最初から結果がわかりきっている競技など、つまらんだろう？」

　オスカーは負けじとばかりに、新たな提案を持ちかけた。

「ならば一般競技に加えて、〈聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウト〉を催すのはどうだ？　なんといっても、今年は五百年祭だ。これくらいの特例は問題ないと思うが」

　形の良い顎あごに指を添えると、レベッカは考えこむ仕草をした。

「ふむ。竜騎士ドラグナーによる伝統的な格闘戦か。それは確かに面白そうだが、皆はどう思う？」

　レベッカが一同をぐるりと見回す。特に反対意見は出ない様子である。

　ただし、ジェシカが挙手をして、残念そうに発言した。

「〈聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウト〉自体には、反対してませんわ。ただ、わたくしのリアンノンは平凡な水竜ハイドラですし、出場は無理ですわね……わたくしはアッシュ様の応援に専念します」

「すまないな、ジェシカ。他に意見はないか？」

「あの……」

　アッシュはもじもじとして、手を挙げた。女装をしているせいで、一挙一動に羞しゆう恥ち心しんがつきまとうのは否めない。

「なんだアシュリー？」

「ちょっ、レベッカさんまで!?」

「いや、すまんすまん。あんまり可愛らしいのでな。つい……」

　レベッカは微苦笑を浮かべた。

「では、君の意見を聞かせてもらおうか」

「えっと、俺おれはどうすればいいんでしょう？　一応、竜騎士ドラグナーには叙任されましたけど、まさか会場でエーコを覚かく醒せいさせるわけにもいきませんし。いっそのこと、俺もジェシカと一緒に辞退したほうがいいんじゃないかと思います」

「アッシュ様……！」

　ジェシカが満面を輝かせ、潤んだ瞳ひとみでアッシュを見つめた。

　だが、そこにオスカーが水をさした。

「いや、アッシュ。お前には是非とも、出場してもらいたい」

「おいおい、俺とエーコの事情は知ってるくせに、無茶いうなって！」

　アッシュが口調を強めると、オスカーは甘い微笑を漏らした。

「忘れたのかい？　お前は〝どんなドラゴンでも乗りこなせる男〟なんだろう？　エーコに騎乗できずとも、自分の好きなドラゴンを選べばいいさ」

「それはまあ、できなくもないけど」

　ここ最近、エーコの存在がどんどん大きくなっていることで、アッシュは自分の通り名と才能をすっかり忘れていた。そのせいで、他のドラゴンに騎乗するという選択肢が浮かばなかったのだ。

「だろう？　そこで提案だ。僕がお前に勝った場合、お前は男を捨てて、僕の嫁になれ。王妃アシュリーとして、シェブロン王国の王族史に名を刻むんだ」

「いやいや、勝手に話を進めるんじゃねぇよ！　どう考えても俺おれが不利だろうが!?」

「そう思うかい？　もし、君が僕を打ち負かすことができれば、これまでの要求はすべて撤回しても構わない。と同時に、僕がシェブロン王に即位した暁には、王国と騎士国の恒久的な同盟を約束しようじゃないか」

「本当か!?」

　そこまでいうのなら、勝負をするのもいいかもしれないと、アッシュは思った。

　オスカーは本気で王位を狙ねらっているし、そのためにエーコの力を欲している。目的のためなら、手段を選ばぬ相手だということは、身をもって思い知らされた。ましてやアシュリーとしての「第二の人生」を押しつけられるなど、論外である。

　それに、騎士国の未来を案じるならば、ここでオスカーの要求を吞のんでおくのもいいかもしれないと思った。オスカーがちゃんと口約束を守るかどうかは解らない。だが、少なくとも第三王子のユリエルとやらが即位するよりは、ずっとマシな気がしたのだ。

　もっとも、オスカーはレベッカと互角に争ったほどの猛も者さである。

　対して、アッシュは誰だれかから借りたドラゴンに乗って戦わねばならない。

　どう考えても不利なのは事実だった。

「おやおや、迷っているのかい？　目の前の勝負から逃げるような腰抜けなら、〝アヴァロンの騎士〟などやめてしまえ」

「くっ……！」

　安い挑発だとはわかっていたが、そこまで愚ぐ弄ろうされては黙っていられない。

「わかった、やってやるよ。俺自身のために、エーコのために、そして騎士国の未来のために！　それと、もうひとつ。レベッカさんとの結婚も諦あきらめてもらうからな！」

　オスカーは満足げにうなずいた。

「いいだろう。お前が勝ったら、エーコもレベッカもすっぱり諦める。もっとも、そんな未来は万が一にもありえんがな」

　涼しげな顔で了承するオスカー。

「アッシュ、本当にいいのか？　わたしのことまで気にしなくてもいいんだぞ？」

　レベッカが珍しく心配げに声をかけてきたが、アッシュは力強くうなずいた。

「大丈夫ですよ。エーコが生まれて以来、俺だってかなりの修羅場をくぐってきたんです。負ける気はしません」

　本当は強がりだったのだが、アッシュは毅き然ぜんとして宣言してみせた。

「たくましくなったな、アッシュ」

　レベッカは目を細めると、優しく微笑ほほえみかけてくれた。

「むう～」

　そんなレベッカの様子を、エーコもシルヴィアもルッカもジェシカも、警戒心をあらわにして、じっと観察し続けていた。




「それでは、本日最後の議題だ。アッシュに誰だれが自分のパルを貸しだすか、だが……」

「わ、私のランスロットで良ければ、貸してやってもいいぞ？」

「ガウェインだって……今なら、アッシュを乗せてくれる」

　真っ先に名のりをあげたのは、シルヴィアとルッカだった。

「あいにくだが、僕のアリアンロッドは貸せないな」

　マックスはそっぽを向いたが、これは予想通りである。

「ああっ！　今日ほど自分が竜騎士ドラグナーではないことを呪った日はありませんわ……」

　まだ竜飼い人ブリーダーの段階に留とどまっているジェシカは、頭を抱えて机に突っぷした。

「どうする、アッシュ？　なんなら、わたしのクー・フリンでも構わないぞ。乗りこなせるなら、だが」

「恐れ多いですよ！　クー・フリンだと、乗りこなすまでに何ヶ月かかることやら……」

　謙けん遜そんしたわけではなく、本音だった。いくらアッシュでも、クー・フリンを容易に乗りこなせるとは思えない。以前、ガウェインに挑戦したときの二の舞になるのが関の山だろう。下手したら、何ヶ月どころか、何年もかかるかもしれない。

「そうだ諸君。ちょっと僕の話を聞いてくれないか？」

　そのとき、またしてもオスカーが手を挙げた。

「僕とアッシュだけが約束事を交わすというのは、いささか不公平だと思わないかい？　せっかくだから、出場者全員の間で、優勝したときのご褒美を設定するというのはどうだろう？　まあ、誰かの人生を左右するような、けしからん条件は感心しないがね」

「お前がいうな！　思いっきり俺おれの人生をもてあそんでるじゃねぇか！」

　アッシュの指摘をあっさり黙殺すると、オスカーはレベッカを眺めやった。

「どうだい、レベッカ？」

「そうだな。特に問題はないと思う。皆はどうだ？」

　レベッカが一同に視線を向けた途端、

「会長！　わ、わ、私が優勝した暁には、アッシュに婚約を要求します！　そ、それと、オスカー殿がアッシュに求めている不当な要求は、すべて撤回してもらいます！」

　つっかえながらも、シルヴィアは宣言してみせた。

　もはや恋心を隠すつもりもなく、堂々と振る舞っている。今にも噴火しそうなほど、顔は真っ赤に染まっているが。

「婚約ですって！　そ、そんなの許されるわけないでしょ！」

　エーコがガタッと立ちあがったが、シルヴィアは揺らがなかった。

「そう思うなら、お前もアッシュに最大限の協力をして、優勝させればいいだけのことだ。違うか、エーコ？」

「くっ、いってくれるじゃないの！」

　今や両者の視線はぶつかり合い、バチバチと火花を散らしている。そのかたわらで、ルッカが遠慮がちに手を挙げた。

「わたしが優勝できたら、そのときは……アッシュをエクブラッドの里に連れていって……族長──お義と父うさまに……会ってもらう」

　控えめな態度ながらも、紫水晶の瞳ひとみは強い意志を秘めているように見える。

「なあ、ルッカ。それって、エクブラッド人的にはなにを意味するんだ？」

「もちろん……聖なる婚礼」

　なんとなく予想はしていたが、その重さには戦々恐々としてしまうアッシュだった。

「ああっ、本当に悔しいですわ！」

　出場できないジェシカは、今にも卒倒せんばかりの勢いで頭をかかえている。

　アッシュはなにげなく、マックスのほうを見た。

　無駄にテンションの高いオスカーが主導権を握った今、生き真面目まじめすぎるマックスは会話に入りこめないでいる様子だった。時折、眼鏡の位置を指先で補正する意外は、ずっと俯うつむきっぱなしなのだ。

「なあ。マックスはどんな条件を設定するんだ？」

　アッシュはそんなマックスを気遣って、質問を投げかけた。

　マックスは意を決したように顔をあげると、アッシュをまっすぐ見据えた。そして、しばらくは戸惑った様子で、視線をあちこちにさまよわせていたが、再びアッシュを見た。

　なぜだか、マックスは頰ほおを染めていた。

「……マックス？」

　アッシュがきょとんと小首を傾げた途端、マックスは予想外の発言をした。

「ぼ、僕が優勝した暁には、アシュリーとの一日デートを要求する！」

　発作的に言葉を並べた直後、マックスはハッとして口をつぐんだ。見る見るうちに真っ青になると、

「ち、違う！　僕は決して変態じゃないぞ！　いくらアシュリーが僕の好みだからって、中身はアッシュなんだ！　そんなことはわかっている！　だがしかし、こんなにも可愛いんだから仕方がないだろう！　ああっ、僕はなにをいっているんだ！　すべてアシュリーがいけないんだぁあっ！」

　マックスは自や棄けになると、会議室を飛びだしてしまった。

「……どうやら、アシュリーはマックスの中で眠っていたなにかを目覚めさせてしまったらしいな」

　マックスの背中を見送ると、レベッカは苦笑を漏らした。

　そんなレベッカに、今度はジェシカが声をかける。

「レベッカは、どんな条件を設定しますの？」

「わたしか？　今は特に思いつかないし、優勝してから考えるさ」

　ジェシカの問いをあっさり受け流すと、レベッカは急に難しそうな顔をした。

「しかし、こうして各自に優勝を求める動機ができてしまうと、自分のパルをアッシュにレンタルする──なんて悠長な考えは、白紙に戻さざるを得ないな。なんといっても、真剣勝負だ。自分のパルには、常に最高のコンディションを保ってもらう必要がある」

　重たげな沈黙が、会議室を満たした。レベッカの言葉は正しい。

　先ほどまでは、自ら進んでパルを貸そうといってくれたシルヴィアもルッカも、今ではめらめらと闘志を燃やしている。

　──くそっ、オスカーのやつ！　これが目的で、あんな提案をしやがったな！

　アッシュは奥歯を嚙かんだが、あとの祭りである。これで、最有力候補だったランスロットとガウェインを借りるという選択肢は断たれてしまった。マックスがアリアンロッドを貸してくれるとも思えないし、アッシュは崖がけっぷちに立たされた気分だった。

「ああもう、まどろっこしいのよ！　あたしたちはブリギットで充分よ！」

　痛烈な言葉に鞭むち打たれ、アッシュはハッと顔をあげた。

　会議に割って入ってきたのは、なんとエーコだった。すっかり酔いは冷めたらしく、普段の口調に戻っている。

「おいおい、なにをいってるんだ!?　『白羊宮アリエスの騎き竜りゆう祭さい』とはわけが違うんだぞ？」

「ブリギットなど、聞いたこともない名だな」

　怪け訝げんそうな顔をするオスカーに、アッシュは説明してやった。

「地竜アーシアだよ。エーコが生まれる前は、何度も世話になった。俺おれの友達で、レイモンって奴やつの相パ棒ルなんだけど」

「そいつは傑作だ！　地竜アーシアごときで僕とトリスタンに敵かなうとでも？　〈聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウト〉のルールにだって抵触するぞ？」

　アッシュは忌いま々いましい気分に駆られた。そもそもオスカーが余計な提案をしなければ、アッシュはランスロットかガウェインを借りることができたのだから。

　それにオスカーのいう通り、〈聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウト〉は聖竜マエストロを駆る騎士による競技だ。ブリギットで出場するのは、あまりにも無理がある。

　だが、エーコも負けてはいなかった。

「だったら、あたしもアッシュと一緒にブリギットに乗るわ。そこらへんの聖竜マエストロなんかより、はるかに高貴なあたしが相乗りするのよ。これでどう？」

　エーコは両手を腰にあてて、ふんぞり返っている。

　たちまち、オスカーはプッと吹きだした。

「まったく、とんだじゃじゃ馬だな」

「誰だれが馬ですって！　あたしはドラゴンなんだからね！」

　頰ほおに血を上らせたエーコを黙殺すると、オスカーは真顔でアッシュを見つめた。

「今から女装の練習をしておくんだな、アシュリー」

　不敵な捨て台詞ぜりふを残すと、まだ会議は終わっていないにもかかわらず、颯さつ爽そうと退室する。

「女を磨けよ、クソ虫」

　ずっと戸口に控えていたセレスも、不届きな台詞を突きつけると、オスカーに続いて立ち去った。




　──五百年祭の初日まで、あと五日。





"Lovely Ashley ～A.S.B.1365.10～" is closed.








第六話　アンサリヴァンの五百年祭









　五百年祭の準備に追われるあまり、アッシュの日常は矢のように過ぎ去った。

　かくして──天秤宮ライブラの月、第二十五日。

　ついに五百年祭の初日が訪れた。

　初日から三日目までは、各種目の予選が行われる。学院内の競技場アリーナには、学院都市の住民だけではなく、外部からも多くの観客が詰めかけていた。

　ＶＩＰ席には、騎士王パラデインオズワルドをはじめ、騎士国内の王侯貴族がずらりと顔をそろえている。でっぷりと太ったオズワルドの両りよう脇わきには、第一王女のヴェロニカと、第三王女にして学院長のミラベル。ずっとシェブロン王国に留学していた、第二王女・カサンドラ・ロートレアモンの姿もあった。

　アンサリヴァンの市長をはじめ、学院都市の有力者たちも、当然のごとく観戦に訪れている。

　カサンドラの隣席には、シェブロン王国の第三王子、ユリエルの姿があった。カサンドラとは親しげな様子で語り合っている。ふたりが恋人同士であることは、世間にもとっくに知れわたっていた。

「ユリエルとカサンドラか……本当に曲くせ者もの同士だな」

　アリーナの選手控室で、オスカーはぼそりと独り言を漏らした。戸口に控えていたセレスが、ぴくりと反応する。

「ビビっているのか、オスカー？」

　オスカーは心外だとばかりに、にやりと嗤わらった。

「いくらユリエルでも、この五百年祭でなにかを仕掛けてくるとは思えない。せいぜい、僕の強さを見せつけてやるさ」





　　　　◇






　一時間の休憩を挟んで、午後からはいよいよ〈聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウト〉の予選が始まる。

　アリーナの中央には、すべての出場者が集まっていた。

　会長のレベッカ、副会長のオスカー、風紀委員のシルヴィア、書記のルッカ、会計のマックス、そして庶務のアッシュ。

　それぞれの相パ棒ルを務めるドラゴンたちも一堂に会しているので、壮観だった。白銀の毛並みをもつ聖竜マエストロが集う中、エーコと地竜アーシアブリギットの存在だけが、異様に浮いていた。

　これから抽選会を行い、対戦相手を決める。トーナメント形式である。第一試合、第二試合、第三試合の勝者が、騎き竜りゆう祭さいの最終日──五日後の決勝に進むことができる。決勝は三みつ巴どもえの争いとなることが、三日前に発表されたばかりだった。

　観客達の熱狂ぶりはすさまじく、声援が飛び交っている。

「レベッカ様ぁあああああああっ！　クー・フリ──────ン！」

　この種の祭典では、裏方に回ってばかりだったレベッカが出場するということで、レベッカのファンは真紅のシャツと横断幕で武装して、声を振りしぼっている。

「シルヴィア殿下ぁあああああっ！　ランスロットぉおおおおっ！」

　騎士国の王女だけあって、シルヴィアへの声援も負けてはいない。観客席の一方が真紅なら、他方は蒼氷色アイス・ブルーに染まりきっている。

「我らがルッカ・サーリネン！　エクブラッドの星よ！　ガウェインを駆る者よ！」

　紅あかと蒼あおが乱舞する中、ルッカの名を呼ぶ声も白熱している。

　詩吟めいた声援だった。観客席の一角には「エクブラッド人専用席」が用意されていて、族長を筆頭に、エクブラッド人たちが応援団を結成しているのだ。当のルッカは、もじもじと恥ずかしそうにしているのだが。

「きゃああああっ！　〈音速の貴公子ザ・バロン・オブ・ソニツク〉よっ！」

「相変わらずお美しいですわ！」

「トリスタンもなんて神々しいのかしら！」

　小鳥がさえずるような声は、オスカー・ブレイスフォードへの声援だった。

　対照的に、アッシュとマックスへの声援は、ほとんど聞こえてこない。

「……なによ。あたしたちの応援はないってわけ？　あんただって、せっかく竜騎士ドラグナーになれたっていうのに」

　エーコのつぶやきが、アッシュの耳に届いた。

「まあ、仕方ないさ。あの四人と俺おれたちでは、知名度が違いすぎる」

　苦笑しつつ、アッシュはエーコの頭に手を置いた。

「世の中は結果がすべてだ。この〈聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウト〉で勝ち残れば、世間は嫌でも注目してくれるだろう。僕とて、たやすく負けるつもりはない」

　眼鏡の位置を指先で直しつつ、マックスが冷静な意見を述べた。

　アシュリーの件で一度はぎくしゃくしてしまったが、なんとか平常通りの会話ができているので、アッシュは安心した。

「マックスのいう通りだな」

「それでは、これより抽選会を開始する！」

　レベッカが勇ましく宣言するなり、静寂が訪れた。

　アッシュたちの前方には、猫脚の丸テーブルと、移動式の黒板が設置されている。丸テーブルの上には、くじの入った箱が置かれていた。

　黒板の脇わきには、ジェシカが白いチョークを手に、緊張した面持ちで控えている。

　レベッカを筆頭に、順々にくじを引いていく。その都度、ジェシカがトーナメント表に名前を書きこんでいく。

　やがて、トーナメント表が完成する。

　ひときわ大きな歓声が沸き起こった。

「なんてこった……！」

　アッシュは愕がく然ぜんとして、トーナメント表を見つめた。

　①レベッカ・ランドール  アッシュ・ブレイク

　②シルヴィア・ロートレアモン  ルッカ・サーリネン

　③オスカー・ブレイスフォード  マクシミリアン・ラッセル

「くじ運の悪さに同情するよ。僕と戦うなんて、夢のまた夢だな。お前がレベッカに負けた場合、僕との勝負は不戦敗と見なすわけだが？」

　対戦カードが決まった途端、オスカーが嫌いや味みを飛ばしてきた。その背後では、マックスがどんよりと落ちこんでいる。

　アッシュは奥歯を嚙かんだ。相手はレベッカだ。学院が誇る〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉。そして、アッシュが駆るのは地竜アーシアブリギット。どう考えても、勝ち目はない……。

　──いや、こんな考えでは駄目だ！

　アッシュはぶんぶんと首を横に振ると、自分を奮い立たせた。

　オスカーはレベッカと互角の勝負を繰り広げた竜騎士ドラグナーだ。もしレベッカに完敗するようでは、どちらにせよオスカーには敵かなわないだろう。そう考えると、闘志が湧わいた。たとえ相手がレベッカだろうと、食らいついていくしかないのだ。それに、アッシュにはエーコがついている。栄えあるアヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの姫が──。

「おやおや、黙りこんでしまったか。戦う前から降参かい？」

　オスカーは嘲ちよう笑しようを浮かべている。貴公子然とした美び貌ぼうの持ち主だけに、そうした笑い方をすると、強烈な凄すごみを感じさせた。

　アッシュは拳こぶしを握りしめると、オスカーを真っ向から睨にらみすえた。

「お前のほうこそ、マックスに負けて恥をかくなよ？」

「ふっ。青二才のくせして、いってくれる」

　オスカーは鼻先で笑うと、颯さつ爽そうときびすを返した。





　　　　◇






　抽選会が終わって間もなく、第一試合の幕が切って落とされた。

「すまないな、アッシュ。君の事情はわかっているし、できることなら勝たせてやりたい。だが……五百年祭という神聖な舞台だ。生徒会長として、手加減はできない」

　毅き然ぜんとして宣言すると、レベッカはクー・フリンから聖騎甲アークの献呈を受けた。

　閃せん光こうが走り、レベッカの全身が発光する。全裸のシルエットがかすかに浮かんだかと思うと、観客席がどよめきに包まれた。

　そして、真紅の聖騎甲アークが顕現する。頭部を包みこむ兜かぶと。堅けん牢ろうさを増しながらも、優美さを失わない鎧よろい。勇壮な雰囲気を醸しだすマント。

　対オスカー戦で初めて見せた、第二形態の聖騎甲アークだった。

「そう来たか……！」

　アッシュはレベッカの本気を痛感させられた。ごくりと固唾かたずを吞のんだそのとき、背後のエーコが活を入れるように、叱責を飛ばしてくる。

「なにを驚いてるの？　あんなの、アヴァロン聖竜家の宝剣で吹っ飛ばしてやればいいのよ！」

「簡単にいうけどな……。まあ、俺おれたちは勝つしかないんだ。しっかり捕まってろよ！」

「わかってる！」

　エーコはアッシュの腰をギュッと抱きしめると、聖騎甲アーク献呈の呪じゆ文もんを唱えた。

「兜アルメーテ、首鎧ゴルハール、胸当ペート、背当エスパルダール、腰当ブラフオネーラ、尻当フアルダーヘ、草摺エスカルセーラ、冠板ブフエータ、肩当オンブレーラ、上膊当ブラサール、肘当コダル、前膊当アンテブラーソ、手甲マノーポラ、股当キホーテ、膝当グアルダ、脛当グレーバ、鉄靴エスカルペ──拍車エスポラーソ！」

　アッシュの全身が、とてつもない魔力に包みこまれる。

　見た目はなんの変化もない。

　アッシュが身に着けているのは聖騎甲アークではなく、一般的な騎竜服ドラグスーツのままである。観客たちの間から、不思議そうな声が聞こえてきた。

　今なお明確な形状を得ていない聖騎甲アークは、しかし、レベッカの聖騎甲アークをすら凌りよう駕がする、膨大な魔力に充ち満ちている。

　見た目はともかく、聖騎甲アークの性能だけはアッシュのほうが上だろう。戦闘後は間違いなく、激しい筋肉痛に襲われるのだろうが……。

「ふむ。さきほどの言葉、訂正しよう。手加減は──しないのではなく、する余地がないと見えるな」

　レベッカがつぶやいたそのとき、試合開始の鐘が鳴り響いた。




「顕現せよ！　一撃必中の魔ま槍そう──その銘はゲイ・ボルグ！」

「顕現せよ！　万物を斬きり裂く鋼鉄はがねにして、騎士の中の騎士にふさわしき聖剣よ──その銘はエクスカリバー！」

　レベッカとアッシュの叫びは、観客の声援にかき消され、お互いにしか届かなかった。

　アッシュにとっては好都合である。

　ただでさえ、イレギュラーな戦い方をしているのは自覚しているのだ。観客に余計な情報を与えたくはなかった。

　ましてや、ＶＩＰ席にはシェブロン王国から派遣されたユリエルがいる。あのオスカーでさえ警戒している、切れ者の第三王子。オスカーの言葉を信じるならば、大陸の覇権を狙ねらっているという、危険な男である。

「余計なことを考えていると、怪け我がをするぞ！」

　刹せつ那な、レベッカが痛烈に叫んだ。その眼差しは真剣そのもので、アッシュは震えそうになった。両手で聖剣の柄を握りしめることで、なんとかこらえた。ブリギットの背から落ちないよう、両足で鞍くらをしっかりと挟みこむ。

　クー・フリンがアリーナ上空に飛ひ翔しようした。

　高度五十メートルのあたりで、ぴたりと静止する。

「魔槍ゲイ・ボルグ──〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟！」

「いきなりか!?」

　幾何学的な紋様が大気に顕現すると同時に、魔弾が炸さく裂れつする。

「ブリギット！」

　アッシュの意思を的確に感じとり、ブリギットは後方に跳躍する。怒ど濤とうのごとく押し寄せる〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟の波動は、地面を穿うがつかに見えたが、急に軌道を変更すると、大地と水平に疾駆する。再びアッシュたちに襲いかかった。

「くそっ……！」

　今度はかわす間もなかったので、咄とつ嗟さにエクスカリバーを一いつ閃せんさせた。

　強烈な閃せん光こうが視界を閉ざす。そして爆音。

「うぐっ！」

「きゃああああああっ！」

　なんとか〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟は相そう殺さいできたが、衝撃の余波がアッシュとエーコ、そしてブリギットに襲いかかる。

「きゅいっ！」

　ブリギットが甲高く鳴いて、四本足を踏ん張る。おかげで転倒だけは免れた。

　ルール上、竜から落ちれば即座に失格なのである。なにがあっても、手綱を離すわけにはいかなかった。

「こうなったら、エクスカリバーの最大出力で、〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟ごとレベッカさんを撃ち抜くしかない！」

「それがわかってるなら、最初からやりなさいよねっ！」

　エーコが咳せきこみながら、文句を飛ばしてくる。

　だが、レベッカは矢継ぎ早に第二波を放ってきた。

「〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟！」

「容赦ないですよ、レベッカさん！」

　剣を片手に持ち替えると、アッシュは空いた手で手綱をさばいた。

　アッシュの指示通り、ブリギットは走り続ける。だが、三次元的な動きができる聖竜マエストロとは異なり、地竜アーシアは二次元的にしか動けない。レベッカの視点に立てば、大地を這はい回まわっているだけにしか見えないだろう。

「泣き言か、アッシュ？　そんなことでは、オスカーの要求を無様に受けいれるしかあるまいな！」

　クー・フリンの頭に直立騎乗しつつ、レベッカが叫んだ。

「君はオスカーに約束させたな！　君が勝てば、オスカーは君とエーコだけでなく、わたしのことも諦あきらめると！　正直……嬉うれしかった。誰だれかに、あんな風にかばってもらえたことなんて、初めてだったからな」

「えっ……？」

　最後のほうは、聞きとれなかった。

　しみじみとした口調とは対照的に、〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟による魔弾は激しく明滅し、アッシュたちに次々と襲いかかる。かわせる弾はぎりぎりまで引きつけ、ブリギットの機動力に任せる。どうしてもかわせない弾は、エクスカリバーで叩たたき落おとす。

　がむしゃらに逃げ惑いながら、アッシュは焦っていた。

　このままでは、いずれブリギットの体力が尽きる。そうなったら狙ねらい撃ちだ。なにか策を考えなければ……！

　その瞬間、アッシュは違和感に襲われた。

　──妙だな……。

　同じ〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟でも、対オスカー戦で見たときは、帯状の魔力光が放射された。疾しつ風ぷう怒ど濤とうのごとき攻撃だったと記憶している。

　対して、今の〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟は違う。まるで別の攻撃かと思えるほど、一発のエネルギーが小さいのだ。まさしく弾丸である。

　──俺おれは最初、レベッカさんは一撃必殺を狙っているんだと思っていた。俺に最大出力を出させないために。だけど、それならどうして、こんな細切れの攻撃しかしてこないんだ？　ブリギットの体力を削る方向に切り替えたのか？　いや、そんなセコい戦術、レベッカさんらしくない……。

「くぅ～ん……」

　そのとき、ブリギットが弱音を吐いた。体力が限界に近づいているのだろう。明らかに機動力が落ちている。何度か魔弾が鱗うろこをかすめた。

　そしてついに、ブリギットは足を止めた。「白羊宮アリエスの騎き竜りゆう祭さい」で、ランスロットを追走していたときと同じように。

「ブリギット！」

　もはやブリギットは答えない。荒い吐息を漏らすばかりである。

　それでもレベッカは容赦なく、魔弾を降らせる。ブリギットが停止したことで、宙を飛び交っていた八つの魔弾が輪となって、一斉に襲いかかる。

「うおおおおおおおおおおおおっ！」

　聖剣を両手持ちに切替えて、アッシュは振りかぶった。

　その一いつ閃せんが八つの魔弾を受け止めると同時に──大地を揺るがすほどの、壮絶な爆発が起きた。

　真っ黒な煙が朦もう々もうと湧わき起おこり、アッシュとエーコとブリギットの姿をすっぽりと覆おおい隠してしまう。

　怖いくらいの静寂が、会場を包みこんだ。





　　　　◇






　大規模な爆発は、それ以上に、強烈な爆風を生み出した。上空のレベッカとクー・フリンにも襲いかかった。

　それでもレベッカは涼しい顔をしたまま、直立騎乗を続けている。クー・フリンにしても、ぴたりと宙に静止したまま、微動だにしない。

　レベッカは爆発現場を悠然と見おろしつつ、哀愁を帯びた口調でつぶやいた。

「アッシュ。君は本当に、その程度の竜騎士ドラグナーだったのか？　君はいつだって、わたしの予想を上回ってきたじゃないか。屍灰竜ネクロマンシアの襲撃からアンサリヴァンを守り抜いた。断罪のアヴドーチャを撃退した。アロンヌ湖畔の合宿では、ルッカを見事に立ち直らせた。そして、首都フォンティーンでの死闘を制した。さあ、見せてみろ。わたしの予想を超えてみせろ。わたしにもできないような芸当をもって、対抗してみせろ！」

　いつしか、レベッカのつぶやきは叫びと化していた。

「わたしの想いに答えてみせろ──アッシュ・ブレイク！」

　ひときわ強く、凛りんとして響きわたった声。

　それに答えるように、今なお炎と煙に包まれた爆発現場から、燦さん然ぜんと輝く光こう芒ぼうがほとばしった。

「むっ……！」

　強烈な波動を覚え、レベッカは咄とつ嗟さに魔ま槍そうを構える。

　ただならぬ気配を覚えた。

　エーコが覚かく醒せいを始めたのかとも思ったが、首都を混乱に陥れたという〝アヴァロンの皇女〟が顕現するような様子は感じられない。

　やがて、煙が晴れた。

　クリアとなった視界の中央に、レベッカは確かに認めた。

　クー・フリンに勝るとも劣らぬ巨きよ軀くを誇る、荘厳なる聖竜マエストロを。

　そして──その頭部に直立騎乗し、互いを支え合っているアッシュとエーコの勇姿を。

「まさか！　ブリギットを聖竜マエストロ化させただと!?」

　さすがのレベッカも、喉のどの奥で唸うならざるを得なかった。
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「マジか!?　俺おれのブリギットが聖竜マエストロになっちまった！」

　真紅のカラーに染まった応援席。

　非情にも親友と相パ棒ルを裏切り、憧あこがれのレベッカに声援を送っていたレイモンは、両手に抱えていた応援グッズをバラバラと落としてしまった。

　そんなレイモンを見て、隣席の同級生が怪け訝げんそうに訊たずねてくる。

「でもよ、レイモン。この場合、お前も竜騎士ドラグナーに叙任されるのかね？」

「それはわからないが……んっ!?」

　レイモンは急に顔をしかめると、真っ赤なＴシャツをまくり上げた。

「うほっ！　公衆の面前でなに見せてんだよ!?　俺おれにそんな趣味はねぇぞ？」

「俺にだってねぇよ！　それより、俺の〈星せい刻こく〉がない！」

　レイモンは顔面蒼そう白はくになって、ガクガクと震えている。

「お前の〈星刻〉って、確か左の脇わき腹ばらだったよな？」

「よく知ってるな！　……って、今はどうでもいい！　ほら、本当にない！　ブリギットとのつながりも感じられない！　星精路アストラル・フロウが途切れているんだ！」

「おい、それってヤバくないか？　竜飼い人ブリーダーですらなくなったんじゃ……」

　戦せん慄りつをあらわにする同級生。

　竜飼い人ブリーダーでなくなってしまったら、もはや学院にはいられないのだ。

「アッシュの奴やつ、なんてことをしてくれたんだあああああっ！」

　レイモンは悲痛な叫びを放つと、その場でがっくりと崩れ落ちた。
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「飛べ、ブリギット！」

　アッシュの命を受け、ブリギットは誇らしげな咆ほう哮こうをほとばしらせた。

　そして飛ひ翔しよう。全身が疾か風ぜに包まれるのを、アッシュは肌で感じた。

　すさまじい加速。

　それにしても、どうしてブリギットが聖竜マエストロ化を果たしたのか。

　アッシュにはわけがわからない。

　まさかと思い、背後のエーコに声をかける。

「ひょっとして、これもエーコの力なのか？　それとも、アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの……？」

　エーコはきょとんとしている。

「よく解らない。でもね、レベッカの攻撃を受ける直前、ブリギットと回路がつながったような気がしたの。ほら」

　エーコはアッシュにすがりついたまま、右手を開いた。

　小さな手のひらには、竜の頭部を思わせる紋様が刻まれている。

　紛れもなく〈星刻〉だった。

「もしかして、お前とブリギットがつながっちまったのか!?　でも、それと聖竜マエストロ化にどういう関係が？」

「だから、あたしにも解らないんだってば！　ただ、ブリギットとの間に星精路アストラル・フロウが構築されたとき、あたしは無意識のうちに、自分の魔力をこの子に注ぎこんだ気がする。その……アッシュを守らなきゃって思って」

　エーコは急に頰ほおを染めると、恥ずかしそうにうつむいた。

　アッシュまでが照れ臭くなってしまい、頰に熱を覚えてしまう。

　本来は、飼い主がパルに星精アストラルを供給するためのパイプ──それが星精路アストラル・フロウである。その経路を利用して、エーコは自分の魔力を流しこんだというのだろうか。

　だが、ブリギットをこれほどの聖竜マエストロにしてしまうのに、一体どれほどの魔力が必要なのか、アッシュには想像もつかなかった。

「ただ確かなのは、この子があたしの気持ちに応えてくれなかったら、あたしたちは為なす術なく、やられていたってことよ」

　エーコは慈愛に満ちた眼差しをして、ブリギットの威容を眺めやった。

「ああ、そうだ。本当にありがとな、ブリギット」

　ブリギットは歓喜の雄お叫たけびで応じた。

　アッシュはふと、なにか大切なことを忘れているような気がしたが、まずはレベッカに勝つのが先決だ。余計な心配は、脳裏の片隅に追いやった。

　ブリギットが聖竜マエストロになったとはいえ、今はまだ、互いの力量差が少しばかり縮まっただけにすぎないのだから。

　それでも、アッシュはもう怯ひるまない。

「行きますよ、レベッカさん！」

　虚を衝つかれたように固まっていたレベッカだが、アッシュの声に耳を打たれ、ハッと顔をあげた。

　動揺をあらわにするとは、あのレベッカらしくもない振る舞いだった。それでも素早くクー・フリンを滑空させると、ブリギットが背後につくのを防いだのはさすがである。

　聖竜マエストロ同士の空戦が始まった途端、会場は大歓声に包まれた。

　今ではレベッカへの声援とアッシュへの声援が拮きつ抗こうしている。

　真紅の応援席以外はすべて、アッシュの名前を連呼していた。

　アッシュが逃げる。レベッカが追う。クー・フリンが紅の炎竜吐息クリムゾン・エクス・ブレスを放つ。すかさずターン。炎をやりすごすと同時に、アッシュがレベッカの背後につく。ブリギットの射線上を、クー・フリンの巨体がよぎる。

「──今だ！」

　アッシュが叫ぶ。ブリギットが銀光の雷竜衝破シヤイニーシルバー・ライトニング・ブラストをほとばしらせる。わずかに反応が遅れたクー・フリンは、咄とつ嗟さに六角障壁ヘキサゴナル・シールドを展開。小さな六角形の羅列が顕現し、間一髪で攻撃魔法を防ぐ。が、完全に押さえきれなかった衝撃波が、クー・フリンの体たい軀くを襲う。

「ぐぉおおおおおおおおおお……！」

　クー・フリンが呻うめいたことで、観客席は騒然となった。

　歓声ではなく、驚きよう愕がくのあまりどよめいたのだ。いまだかつて、あのクー・フリンが公衆の面前で苦く悶もんしたことがあっただろうか。

「いけるわよ、アッシュ！」

　エーコがアッシュを鼓舞する。

「ああ。今なら相手が〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉でも、負ける気がしない！」

　アッシュは力強く答えると、エーコの肩を抱く手に力をこめた。

　エーコは頰ほおを薔ば薇ら色いろに染めると、急にあたふたとなった。

「ちょっ！　どうしたっていうの!?」

「ありがとな、エーコ。俺おれがここまで戦えたのは、エーコのおかげだ」

「そ、そんなの、パルとして当然のことをしたまでよ！」

　エーコはぷいっとそっぽを向いてしまう。

　それでもアッシュから離れようとはせず、ぴたりと密着したままだ。

　エーコの温ぬくもりを感じながら、アッシュは不思議な心地がした。あのレベッカを相手にしているというのに、それだけの精神的余裕があるのが、自分でも不思議だったのだ。





　　　　◇






　熾し烈れつな空中戦の果てに、両騎はアリーナのはるか上空で対たい峙じした。

　互いを隔てるは、およそ五十メートルの距離。

　いつしか、会場は静まり返っている。

　誰だれもが固唾かたずを吞のんで、上空を見守っていた。あのミラベルでさえ、書物から顔をあげたほどである。

　既に、試合開始から五十分が経過していた。

　制限時間の六十分まで、あとわずか──。




「そろそろ決着をつける頃ころ合あいだな、アッシュ」

　魔ま槍そうゲイ・ボルグを構え、レベッカが凛りんとして宣言する。

「望むところです」

　アッシュは真しん摯しな気持ちで応じた。

　この一撃に、己おのがすべてを注ぎこむ──レベッカの意思は明白だった。

　ならば、アッシュも己の渾こん身しんをもって答えるだけだ。

「魔槍ゲイ・ボルグ──〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟！」

　轟ごう音おんとともに、レベッカの最大出力が波は濤とうのごとく迫りくる。運命に干渉する魔槍は、すでにアッシュの急所を捕ほ捉そくしていた。

　既に「結果」は定まった。

　あとは「原因」が追いつくまでに、〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟を破断するしかない。

「万物を斬きり裂く鋼鉄はがねにして、騎士の中の騎士にふさわしき聖剣よ──！」

　アッシュは呪じゆ文もんを唱えつつ、エクスカリバーを両手で振りかぶった。

　不可視の聖騎甲アークに蓄えられたすべての魔力が、聖剣に流れこんでいるのがわかる。剣そのものが脈打っているかのような、すさまじい圧力を覚えた。

「その銘は、エクスカリバー！」

　全身全霊をこめて、聖剣を振りおろす。

　莫ばく大だいな魔力が奔ほん騰とうし、とてつもなく太い光条が大気を一直線に穿うがつ。

　両騎の中間地点で、魔力と魔力が激しく衝突する。

　対オスカー戦では、最後まで拮きつ抗こうしていた。

　だが、今度は違う。

　聖剣エクスカリバーがほとばしらせた魔力は、ゲイ・ボルグの比ではなかった。首都フォンティーンで、アッシュがモルドレッドを倒したときに匹敵する、圧倒的な攻撃力を生みだしたのである。

　今やレベッカは圧される一方で、エクスカリバーはゲイ・ボルグの攻撃を吞のみこんでしまいそうだった。

　アッシュの急所を捉とらえていた〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟も、とっくに断ち切れている。

　いくら聖騎甲アークを装備しているとはいえ、このままではレベッカが危ない──心配したアッシュは、大声で呼びかけた。

「もう勝負はつきました！　降参してください！　俺おれ、レベッカさんを傷つけたくはないんです！」

「……甘いぞ、アッシュ！」

　レベッカはいつになく鋭い口調で、叱責を飛ばしてきた。

「その優しさは……君の長所だが、弱点でもある！　その甘さを、わたしが現・生徒会長として、叩たたきなおしてやる！」

「レベッカ……さん？」

「──わたしを超えろ、アッシュ！」

　レベッカは自信ありげな笑みをこぼした。

「わたしを超えていいのは、後にも先にも、君だけだ！」

　その笑顔を見て、アッシュはすべてを悟った。

　試合の序盤、レベッカはどうして細切れの攻撃しかしてこなかったのか。

　もはや考えるまでもなく、あの魔弾は、オスカーの魔ま弓きゆうが放つ矢弾とよく似ていた。本来の戦法を捨ててまで、レベッカはオスカーと類似の攻撃を繰りだした。対オスカー戦を想定した訓練だったのは、明らかだった。

「最初から俺おれを鍛えるつもりで……この試合に臨んだのか！」

　ならば、この対戦カードにしても、レベッカがこっそり悪戯いたずらをして、意図的に演出したのではないか。ふと、そんな疑問が脳裏をよぎった。

　いくらレベッカがアッシュとの対決を望んだところで、そうそう都合良く当たるものではない。だがレベッカほどの人ならば、その程度の細工はたやすいだろう。

　それに、レベッカは自分が優勝したときの「要求」を、決して口にはしなかった。それはつまり、最初から優勝するつもりがなかったからではないか。

　その刹せつ那な──。

　聖剣エクスカリバーの光こう芒ぼうが、レベッカの全身を撃ち抜いた。

　レベッカだけではない。クー・フリンへのダメージも、相当なものだった。

　ぐらりと揺らいで、滑空をはじめた聖竜マエストロ。

　その頭部からレベッカがふわりと投げだされたのを見て、アッシュは戦せん慄りつした。

　レベッカは既に意識を失っているようだ。

　やがて、真紅の騎士甲かつ冑ちゆうに次々と亀き裂れつが生じ、木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散った。

　真紅の星ほし屑くずがきらきらと舞い散る中、聖騎甲アークの破片をまといつかせただけの裸身が落下をはじめる。

「レベッカさんを助けるんだ！」

　アッシュはすぐさま聖剣を鞘さやに納めると、ブリギットに命じた。ブリギットは滑空しつつ、少しずつレベッカとの距離を詰めていく。

　アッシュは真っ白な肢体に向けて、そっと両手を伸ばした。横抱きにすると、意外な軽さに驚いた。

　あの〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉も、今ではたおやかな女性だった。

　レベッカを確保できたことで、安あん堵どの溜ため息いきを漏らしたのも束の間、アッシュは真っ赤になった。レベッカは全裸なのである。豊満な乳房や、ほっそりとした太ももが視界に飛びこんでしまい、ドギマギしてしまう。

　大理石の女神像もかくやと思わせる、美裸身だった。

「こら！　なに見てんのよ!?」

　すかさず、エーコがアッシュの向むこう脛ずねに蹴けりを入れた。

「いてっ！」

　アッシュは思わず涙を浮かべた。これではアヴァロンの騎士も形無しだ。

　いつの間にか、エーコ・オリジナルの聖騎甲アークは解除されていたらしい。エーコが自分の意思で外したのだろうか？　なまじ不可視な上に、レベッカの全裸に気を取られてしまったせいで、アッシュは鎧よろいの消失に気づかなかったのだった。




「第一試合の勝者は、アッシュ・ブレイク！　パルの名はエーコ！　なお、ふたりが特例的に騎乗しているドラゴンは、地竜アーシア改め──聖竜マエストロブリギット！」




　アリーナの中央に着陸したアッシュたちを迎えたのは、審判の朗々とした宣言だった。





"Rebecca VS. Ash ～A.S.B.1365.10～" is closed.








エピローグ









　レベッカの身柄を医療班に託したあと、アッシュとエーコはまっすぐ選手控室に向かったのだが、

「おぉい！　アッシュ！　エーコちゃん！」

　緊迫した声に背中を打たれ、アッシュとエーコは振り返った。

　レイモンが必死の形相で走ってくる。真紅のシャツを着ているので、レベッカの応援席にいたのだろう。薄情な奴やつだな……と呆あきれる一方で、アッシュはようやく重要な事実を思いだした。

「そうだ、レイモン！　実は──」

「俺おれの〈星せい刻こく〉が消えちまったんだよ！　どうなってるんだ!?」

　アッシュが切りだすのを遮さえぎって、レイモンは叫んだ。あのレイモンがこれほどシリアスなのは、珍しいことだった。

「えっと、それはだな……」

　アッシュがいいよどんでいると、エーコが右の手のひらをレイモンに突きつけた。

「たぶん、あんたの〈星刻〉だと思う」

「なんだってー！　じゃあ、俺おれとブリギットは……？」

「どうやら、今はつながりが断たれているみたいだ。本当にすまん！」

　アッシュは両手を合わせて、レイモンに頭を下げた。

「すまんですむ問題じゃねぇぞ！　下手したら、ブリギットの命にだって関わるんじゃないのか？」

「いや、エーコが俺から補給した星精アストラルが、ブリギットにもちゃんと伝わっているから、ブリギットの命に関わる問題にはならないと思う」

「それなら安心だけど、問題なのは、今の俺は竜飼い人ブリーダーですらないという事実だ。こんなことが学院にバレたら、俺は間違いなく退学だ！」

「そんなことって！」

　アッシュは事の重大性を痛感させられた。自分たちの闘いにブリギットを巻きこんだ結果、レイモンが退学させられてしまうなど、論外に決まっている。

「と、とりあえず、選手控室でゆっくり話そう。まずは落ち着いて──」

　そのとき、アッシュの言葉を遮さえぎるように、

「お待ちなさい」

　氷雪の冷たさを思わせる声音がした。振り返るまでもなく、ミラベル・ロートレアモン第三王女だった。背後には、メイドのユニスを従えている。

「学院長！　い、今の話、聞いて……？」

　アッシュが戦々恐々としてつぶやくと、ミラベルはこくりとうなずいた。

「正直、くだらない祭典だと思っていたのだけど、面白い現象を見せてもらったわ。実はわたくし、魔導装置〈ユグドラシル〉に興味があるのだけど──」

　そこまでつぶやいて、ミラベルはエーコの右手に視線を向けた。レイモンとブリギットをつなぐ象徴だったはずの〈星せい刻こく〉が、くっきりと刻まれている。

「もしかしたら、エーコがブリギットに施ほどこしたことは、〈ユグドラシル〉と同じ効果をもたらしたのかもしれないわね」

　魔導装置〈ユグドラシル〉──聖竜マエストロに至れない竜族に膨大な魔力を流しこむことで、強制的に聖竜マエストロ化させる装置である。かつて冥めい竜りゆう王おうモルドレッドは、その機能を応用して、エーコの〝真の姿〟を無理やりに引き出したのだった。

「わたくしの推論が正しければ、ブリギットの聖竜マエストロ化は一時的なものでしょうね。本物の〈ユグドラシル〉を使ったのならともかく、エーコの無意識な想いがもたらした作用なら、いずれ効果は切れると思います。ですから──」

　ミラベルはレイモンをまっすぐに見つめた。氷の視線に射貫かれて、レイモンは直立不動となった。

「確か、レイモン・カークランドといいましたか？　あなたを竜騎士ドラグナーに叙任するつもりもありませんし、無理に退学させるつもりもありません。しばらくは様子を見ましょう」

　必要事項を告げると、ミラベルはあっさりときびすを返した。

　その凛りん然ぜんとした背中に、ユニスが続く。

「はは……。良かったな、レイモン。ミラベル殿下、ああ見えていい人じゃないか」

「それはそうだけど、元はといえば、お前が俺おれにブリギットを貸せなんていうから、こんなことになったんだぞ！　見返りとして、俺はエーコちゃんの貸与を要求──！」

　そのとき、ゆらりと巨大な影が現れて、レイモンの言葉を強引に遮さえぎった。

「ぐるるるる……」

　聖竜マエストロと化したブリギットである。レイモンの襟首をくわえると、のっし、のっしと歩きだした。

「わわっ！　今のは冗談！　冗談だから！　お、俺にはお前だけなんだ！　お前よりエーコちゃんのほうがいいなんて、これっぽっちも思ってないんだからな！」

　宙ちゆう吊づりにされたレイモンは、そのままブリギットに連行された。

「無事を祈るぜ、レイモン……」

　アッシュがしみじみとした口調でつぶやくと、エーコは「バッカじゃないの!?」と、呆あきれたように怒号を飛ばしたのだった。





　　　　◇






　第一試合では、あのレベッカが聖騎甲アークを砕かれ、クー・フリンも決して軽くはない怪け我がを負った。会場は大騒ぎとなったし、レベッカの魔弾であちこちが破壊された競技場アリーナにしても、修復作業を要する。

　その結果、初日に予定されていた第二試合と第三試合は、明日に持ちこされることが決まった。

　夕刻──競技場アリーナの入口が閉ざされ、実行委員の任務から解放されたアッシュは、レベッカを見舞うことに決めた。

　なんとなく、ひとりで向かったほうがいいような気がして、アッシュはこっそり学院を抜けだした。目的地は病院である。レベッカがそこに入院したという情報は、学院側から伝わっていた。

　途中、商店街の花屋で花束を買った。そこから徒歩で十分ほど進むと、市立病院にたどり着いた。

　真っ白な建物に、赤十字の徴しるし。アンサリヴァン市内では唯一の、総合病院である。

「うわっ……なんだこれ!?」

　門前には、男女を問わず、制服姿の学生たちがひしめいていた。誰だれもが見舞いの品や花束を抱えて、がやがやと騒いでいるのだ。レベッカの見舞いにきたのは明らかだった。

　学生だけではない。いかにも新聞や雑誌の記者だと思われる者や、市内に住む一般人も詰めかけている。総勢百人は超えているだろう。警備員が横並びになって、見舞客の侵入をなんとか防いでいる有り様だった。

　アッシュは改めて、レベッカの人気を痛感した。と同時に、レベッカに勝利した自分がのこのこと顔を出すのは、極めて危険な気がした。

「見つかったら袋ふくろ叩だたきにされかねないな……」

　仕方なく、アッシュは見舞いを諦あきらめ、きびすを返そうとした。

　その途端、急に腕をつかまれたかと思うと、ぐいぐいと引っ張られる。

「えっ……!?」

　アッシュは誰だれかに引っ張られるがまま、病院から遠ざかっていった。





　　　　◇






「もしかして──レベッカさん!?」

　走りながら、アッシュは目の前の背中に呼びかけた。学院の制服を着用している。スカートから覗のぞくのは、黒のストッキングに包まれた脚線美。帽子を目深にかぶっているが、腰まで伸びた紅ぐ蓮れんの髪は、唯一無二のものだった。

　ちょうど公園の前にさしかかったので、彼女はアッシュをベンチに誘った。肩を並べて腰かけると、帽子のつばを少しだけ傾ける。

　翡ひ翠すい色の瞳ひとみが、悪戯いたずらっぽい輝きを秘めていた。まるで舞台女優と密会しているような気分になってしまい、アッシュは心臓を跳ねあげた。

「やっぱり、レベッカさん！」

「ふう。ここまで逃げれば大丈夫だな」

　レベッカは泰たい然ぜん自じ若じやくとしている。

「あ、あの……入院してたはずでは？」

「どいつもこいつも大おお袈げ裟さなんだ。聖騎甲アークのおかげで、大事には至らなかった。検査のため三日は入院の必要があるそうだがな。それにしても、驚いた。ちょうど病室の窓から外を眺めていたら、君が右往左往しているのだからな」

「そうだったんですか……。おかげで助かりました。レベッカさんが気づいてくれなかったら、引きさがってましたよ」

　アッシュは苦笑を浮かべたが、すぐさま表情を引きしめた。

「俺おれ、レベッカさんの聖騎甲アークを破壊してしまって……すみません」

「ふう……君は基礎過程ユニオスの授業でなにを聞いていたんだ？　聖騎甲アークとは魔力の結晶体。クー・フリンが設計図を記憶している限り、何度でも再生できる」

「そ、そうですよね。それなら安心です」

「もっとも、クー・フリンはプライドの高いドラゴンだ。次はきっと、エクスカリバーにも耐えうるような第三形態を設計するだろう」

　クー・フリンの志の高さに、アッシュは感嘆した。

「あ、あの、これ──」

　アッシュは照れ臭い気持ちで、レベッカに花束を渡した。あくまで見舞い品なのだが、女性に花束を渡すのは初めてで、無性に恥ずかしかった。

　適当に選んだ花なので、名前は知らない。ただし花びらの色は真紅で、レベッカのイメージに近いと思った。

「ありがとう。病室の一番いい場所に、飾らせてもらうよ」

　レベッカは微笑を浮かべると、花束を受けとってくれた。

「す、少しだけ、わたしの話を聞いてはくれないか？」

　レベッカにしては、遠慮がちな口調だった。

　身体をもじもじとさせているのも、普段のレベッカからは考えられない。

「な、なんですか？」

　美しいでも凛り々りしいでもなく、可愛らしいレベッカの様子に、アッシュは落ち着かなくなってしまう。

「その……生徒会長として、わたしは陰ながら、君の活躍ぶりを見守ってきた。君はわたしの予想を超えて、数々の困難を乗り越えた。アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けの騎士であることも判明した。本当に、君は強くなった。もはや君を〝問題児〟と見なすような輩は、ひとりもいないし、まだそんな輩がいたら、このわたしが許さない」

「レベッカさん？」

　アッシュが小首をかしげると、レベッカは深い溜ため息いきをついた。

「正直、わたし自身が戸惑っているんだ。本当に〝生徒会長〟としてだけなのか、それとも……ひとりの女として君を見ているのか、自分でも解らなくなってきた」

「えっ!?」

　──ひとりの女として。

　その言葉がはらむ艶つやっぽさに、アッシュはドキリとした。

「もちろん、君の状況は理解している。エーコ、シルヴィア、ルッカ、ジェシカ……皆、君に好意を寄せている。その輪にわたしまでが加わるのは、大人げないとも思う。そもそも、わたしには彼女たちのように、君にまっすぐ好意を示すようなマネなんて、とてもできそうにない……」

　アッシュはなんとか理性を保ち、レベッカの肩を抱き寄せたい衝動を食いとめた。

「君はもう、気づいているんだろう？　だからこそ、わざわざ独りで見舞いにきた。抽選のくじ引きについて、問いただしたかったんじゃないのか？」

「別に問いただすとか、そんなつもりは……でも、本当のことが知りたいとは思います」

「君の想像通りだ。わたしは君と対戦したいがために、くじに細工をした。ただし、操作したのは対戦カードだけだ。フィアナの森に入ったときのチーム決めに関しては、本当に偶然だった。これだけは信じてほしい」

「もちろん信じます」

「……本当に優しいな、君は。その甘さ、まだまだ叩たたきなおせてはいなかったようだ。とはいえ、それが君の魅力なら、そのままでいいのかもしれない」

　レベッカはすっくと立ちあがると、アッシュを振り返った。

「そろそろ、病院に戻らないとな」

「じゃあ、俺おれも学院に戻ります」

「ところで、アッシュ？」

　レベッカはかすかに上体をかがめると、アッシュの顔を上目遣いで覗のぞきこんできた。レベッカがそんな仕草をするのは初めてで、心臓が破裂しそうになってしまう。

　レベッカは小悪魔めいた微笑を浮かべると、不意打ちを食らわした。

「わたしの裸、見たのか？」

「そっ、そそ、それは不可抗力といいますかっ！」

　アッシュは耳から蒸気が出そうなほど、うろたえた。

　なるべく意識しないよう努めていたのに、はっきりと思いだしてしまう。

　神の手で造られた美神像のごとき、完かん璧ぺきとしかいいようのない裸身を……。

　レベッカは腕組みをすると、毅き然ぜんとした態度で告げた。

「いいか、アッシュ。わたしの裸を思い浮かべてもいいのは、君だけだ」

「わわっ！　なにをいってるんですか！」

　慌あわてふためくアッシュを見て、レベッカは吹きだしそうになっている。

「ふふっ、すまない。半分は冗談だ」

「半分だけ!?」

　レベッカは楽しげに笑うと、自慢の赤毛をさりげなくかき上げた。

　そして真顔になる。ただそれだけで、アッシュは緊張感を覚えた。

「わたしはしばらく入院するが、五百年祭のことは任せた。わたしも決勝までには必ず退院し、特等席で観戦させてもらう」

　レベッカはさりげなく、アッシュに身体を寄せた。

　互いの身体が密着し、アッシュがぴくんと震えた瞬間、片かた頰ほおに柔らかな唇が触れた。そう気づいて愕がく然ぜんとしたときにはもう、

「心おきなくオスカーと戦って、そして勝て」

　その言葉を残し、レベッカは悠然と立ち去った。

　ひとけのない公園を、秋風がさっと吹きすぎていく。

「俺おれ……レベッカさんに、キスされたのか……？」

　頰ほおにはまだ、レベッカの感触がほんのりと残っている。

　アッシュは呆ぼう然ぜんとして、その場で立ちつくしたのだった。





"The Avalon Knight Dragner I" is closed.














あとがき




　会長ファンの皆様、お待たせしました。

　以前から「６巻ではレベッカさんが本気を出す」とお知らせしていた通り、本巻はレベッカ会長に焦点をあてたエピソードとなっています。

　どんな意味での本気なのかは、是非とも本編を読んでお確かめください！




　申し遅れましたが──こんにちは、瑞みず智ち士し記きです。

　おかげさまで『星せい刻こくの竜騎士ドラグナー』シリーズも六冊目を迎えました。「随分と遠いところまで来たなあ」というのが、現在の心境です。

　前巻のあとがきでも触れましたが、いよいよ第二部が始まります。

　その華々しい開幕を飾るイベントこそ、「アンサリヴァンの五百年祭」──開校五百周年を記念する大競技会なのです。

　五百という壮大な数字は、決してその場の思いつきではありません。いつも直感に頼ってばかりの私にしては珍しく、事前に作成していた年表に沿っているのです。いつか年表をはじめ、膨大な裏設定なども一般公開できればいいですね。

　さらなる新キャラクターも登場します。第１巻の頃ころから、その存在だけはほのめかされていたものの、ずっと未登場のままだった人物──生徒会副会長が、いよいよアッシュの前に現れます。一癖も二癖もある要注意人物なので、お楽しみに！




　ここで重大な告知が！

　ＲＡＮさんの筆致が冴さえわたるコミック版『星刻』ですが、本巻の出版時期に合わせて、いよいよ待望の第１巻が発売されます。

　この素晴らしいコミカライズをきっかけに、より多くの人に『星刻』の世界を知ってもらえたなら、原作者として嬉うれしい限りです。

　コミック版への熱い想いを語りだすと切りがないのですが、

「原作を超えている！」

　やはり、その言葉に尽きると思います。ＲＡＮさん、本当にありがとうございます！




　それでは謝辞を。

　担当の庄しよう司じさん。今回は締切を大幅に延ばして頂き、本当に頭が上がりません。ご迷惑をおかけした分、第７巻の原稿は早めに提出できるよう、アクセル全開で突っ走ります。

　〆しめ鯖さばコハダさん。原稿が遅れたせいで、やはりご迷惑をおかけしたことと思います。ご多忙な中、今回も超絶美麗なイラストをありがとうございました。新キャラを登場させるたび、どんな風にデザインして頂けるのか、いつも楽しみにしております。

　ＲＡＮさん。単行本１巻の発売、おめでとうございます。毎月、コミック版の最新話を心待ちにしております。

　他にも、ＭＦ文庫Ｊとコミックアライブ──両編集部の皆様、営業部の皆様、校正担当様、デザイナー様、販売店の皆様……等々、とても書ききれないほど多くの方々に支えられ、『星せい刻こく』は第二部を迎えることができました。

　そして、ここまで付いてきてくださった読者の皆様。今後はもっともっと熱い展開が待っていますので、乞こうご期待！　ご意見ご感想も大歓迎です。




　それでは、またお会いしましょう。

　次巻──アンサリヴァンの五百年祭、決勝篇へん！








二〇一一年十月　瑞みず智ち士し記き


















　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　前巻でＣＤプレイヤーの魅力をお伝えしたばかりですが、執筆中はｉＰｏｄを愛用。ディスク交換の手間が省けるので助かります。しかし内臓ＨＤＤは既に満杯寸前……。




　　富士見ヤングミステリー大賞出身作家。関西在住。『リビングデッド・ファスナー・ロック』（ガガガ文庫）、『あかね色シンフォニア』（一迅社文庫）、『展翅少女人形館』（ハヤカワ文庫ＪＡ）などの作品がある。




　イラストレーター

　〆コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆コハダです。好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/
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　　装丁／伸童舎
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